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ゴ ー ドン研 究 会 議 とそ の 心

ゴー ドン会議が

アメ リカで開かれ

ている種 々の形式

の記録は印刷されない ことになっている。

このような目的を達成するためにゴー ドン会議

では様 々な工夫がこらされているが, その主な も

のを述べてみよう。 ゴー ドン会議はあとで述べる

ように大変多 くの主題について開かれているが,

ある主題についての会議に出庸 したい研究者は自

分の経歴,学 問的興味を述べた参加申 し込み用紙

を提出 し,委 員会がそれに基づいて出席者を選び,

招待者を除 く出席者は約 100名以内に限定するよ

うに組織される。主題によって異なるが, アメ リ

カ合衆国外か らの参加者lI約25%で ,講 演者はそ

の分野ですでにかな りの業績をあげてぃる研究者

に限 られてぃる。

会議は通常ニューハンプシャーの私立高校で行

われ る。 7月 は休みなのでその講堂 と寄宿合が使

われるわけである。出席者l■すべて寄宿舎にtVaり,

食事 も学校の食堂で一緒にすることになる。大変

素朴であるが,女 子高佼生のサービス付の食事が

楽 しめる。また一晩lIかな う豪勢なパーティがあ

り,そ の時出される大 きいロブスターlt出席者の

楽 しみとな っている。通常会議は 7月 のある週の

月曜日か ら始まり,金 曜 日で終わる。会議は年前

と夜間に限 られ,昼 食後夕食までl‐4自 由時間であ

る。 このよぅに討論のための時間が充分 とられて

いるので,多 くの一流の科学者の生活の一瑞をか

いま見ることができるの もこの会議の魅力の一つ

と言えよ う。ある研究者 ‐l年 後の時間を思索に過

大阪大学 治雄村殿

の掌会の内で最も

有益で権威あるも

のの一つであるこ

とlt広 く知 られている。我国か らも毎年多数の研

究者が出膚 してお り,い ずれ もこの会議が楽 しく,

また学問的床」激に満 ちた ものであることを認めて

いる。

十数年前に私が初めてゴー ドン会議に出席 した

時,会 議への楽 しい期待な出席者の大多数 ととも

にポス トン飛行場か ら数台のチ ャーターバスに乗

って避暑地 として有名な森 と湖の州,ニ ューハン

プシャーにある会場に向けて出発 した時か ら始 っ

た。 ゴー ドン会議lt大学 その他の研究機関におけ

る研究 を活気づける目的で作 られた ものである。

すなわち,会 議は招待講演 と討論か ら成 るいわゆ

るインフォーマルな形式の もので, インフォーマ

ルな討論を充分行 えるように時間が とられている。

言い換 えれば,特 定の主題について活発に研究 し

ている人達の間の自由でインフォーマルなアイデ

ィアの交換 を促進 して,科 学の最前線を広 げょう

とする ものである。従 って,最 !も最近の研究の発

展を発表 し,新 しい理論と方法の展開 を促進する

ことを目的 としておう,す でに知 られてぃる知識

の綜説は望ましくない とされている。また,会 議

- 1 -



ごし,ま た相互のディスカッションに時を忘れる。

ある人はこの会議で得た新しい知見を研究室に電

話で知 らせる。また朝早 くか ら日課のランニング

をする老教授の姿,ぁ るいな年後のひとときをテ

ニスにうち興じる研究者の一団が見 られる。また

多くの人l」t自動車で周辺のすばらしい森と湖の景

観を楽しむため出掛けて行 く。夜の セ ッシ ョン

が終ってから毎晩自然に行われる食堂でのお酒を

飲みなが らの交歓会は大変楽しいものである。こ

ューハンプシャーではぉ酒の類成手に入 らないの

で,出 席者にそれぞれ思い思いに自分の好みのお

酒を持ち込むこととなる。

米発表の新しい知見が出されるので,講 演をテ

ープにとったう,ス ライドとして出されたデータ

を写真に撮ったうすることは祭 じられてぃる。ま

たこの会議で出された新しい知見を発表者の許可

なしに使 うことな奈 Lとされている。生物学の方面

でゴードン会議とともに権威のある学会はOold

Spring llarbOr Symぃ siuIE1 0n Qulntita―

↓ive Bio10gァ で あるが,こ のシンポジウムで

は講演者は予めタイブした原稿を提出することが

求められ,そ れ らが集められて本 として出版され

ておう,ゴ ードン会議と著しい対照を成 している。

さらに,ゴ ー ドン会議では各会議の出席者にな

自分の出席した会議が学関的にどの程度有用であ

ったか,ま た食事や部屋が満足すべ きものであっ

たかどうかについて質問用紙が配 られ,答 えるよ

うになっておう, これ らの解答が会議を組織する

ための参考資料として用いられる。

ここで,こ のようなゴー ドン会議がどのように

してつくられたかを振 り返ってみよう。 1920年

代の終 う頃,す でに Johns EopkiIIs大学のN eil

コ OordKln博士店普通の学会では研究者相互の意

見の交換が充分行われず,大 変形式的な会議にな

ってしまうので,現 在のゴー ドン会議のような新

しい形の研究会議の必要性を強 く感じてぃた。ま

ず, 1931年 に」oLls Eoprins大 学化学教室で

この考えに基 く最初の会議が行われた。 1935年

にはメリーランド州」のCibstlEI IslaIIこで第一回

のResearch CcllfererlceわS行われたが, この時

には会議の予定は毎日参加者の意見を取 り入れて

変えられた。 1936年 にな生物学,化 学,物 理学

に関する会議が行われ, 1939年 には会議の仕方

が現在の形に大体定着 した。その後,Gordoll樽

士の努力によってこの研究会議は発展し続けたが,

1945年 Gordon博士な病気のため責任者として

の地位を去った。 しかし,そ の後 もGoldoII博士

の考えは継承され, 1947年 から二.― ハンプシ

ャーで行われるようになり, 1948年 には正式に

Oo■am会 議と名付けられたのである。

ゴー ドン会議の基金はOordcll博士が企業と交

渉して得た47の会社からの寄付金によってっ くら

れた。すなわち,当 初よリゴー ドン会議は井営利

的な自立した組織 としてつくられ,現 在に至って

いる。 しかし,基 金な必ずしも潤沢ではなく,経

費のかなりの部分は出席者自らの負担 となってい

る。例えば, 1979年 の会議では,出 席者r_r185

ドル,招 待者は 135ドルを参加費として出すこと

を求められている。最近は招待講演者に対する旅

費その他の経費の補助 も大変限られており, この

点が大 きな問題になっている。

ゴー ドン会議Yt科学の発展とともに拡大 の一途

を辿 りつつある。初めニューハンブシャーのみで

福われてぃた会議は最近では一部カリフォルニア
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でも行われるようになった。 1977年 にニューハ

ンプシャーで行われたゴー ドン会議の数は68であ

った。それ らに境界領域に関係するものが多いが,

あえて大ざっばに分類すると,物 理関係13,化 学

関係32,生 物医学関係23, となる。また 1979年

にニューハンプシャーで開かれる予定のゴードン

会議の数は,物 理関係18,化 学関係31,生 物医学

関係39,計 88である。ゴー ドン会議の主題 として

本年新しく選ばれたものは10である。一つの主題

について一年あるいは二年おきに行われることが

多 く,ま たカリフォルニアでも一部行われている

ので,現 在では約200の 主題でゴードン会議が行

われていることになる。

新しい主題についてのゴードジ会議は数名の研

究者によって提案されると,そ れがゴードン会議

本来の目的に合ったものかどうかが多 くの人々に

よって詳しく検討される。しかし計画が一旦採用

され,そ の責任者が決められると,会 議の運営は

その責任者に任される。そして第一回の会議の時

に出席者にlFAかつて一年おき,ま たrl二年おきの

いずれの形式で継続するか,お よび次の会議の責

任者を誰にするかを決めるのが普通である。

このように,ゴ ードン会議lt大変楽 しく,有 益な

ものであるが,一 般の学会同様研究者の人日の増加

に伴って極 々の問題をか均ヽ える るヽ。例え囁 十数年

前に私が初めて出席した心臓に関するゴー ドン会

議では招待講演者にはかなうの時間が与えられ,

会議そのものに家族的な雰囲気があった。これに

対 して今年 7月 に開かれる予定のエネルギー共役

機構に関する会議は11のセッションに分けられ,

鋼待講演者の致は77名にも及んでいる。従って会

議そのものの形式にも畿つかの変更が加えられる

ようになった。 1977年 のエネルギー変換機構の

会議, 1978年 の筋収縮機構の会議では年後はボ

スターセッションに当てられ,詳 しい結果はポス

ターで発表 し,講 演なむしろ定性的に自分の考え

方を中心としてまとめるように要求された。

さらに,研 究者の数の増大は,研 究者間の激し

い競争を生み,そ のためゴードン会議の本来の目

的である未発表のごく最近の発見を互ぃに出し合

って議論しようという雰囲気が損なわれつつある。

しかし, このような困難にもかかわらず, ゴー

ドン会議な上述のように新しい形式を採用し,発

展しつつある。この会議がアメリカの若い研究者

の育成にいかにど貢献 したかは計 う知れないと言

ってもよかろう。我が国でもこのような会議がで

きないものだろうか ?あ るいは思も`切ってゴー ド

ン会議の畿つかの主題に関するものの会場をニュ

ーハンプシ十~か ら日本へ移すことはできないだ

ろうか? 私 はやり方次第ではこれ らのことな必

ずしも不可能ではないと思う。大変を努力が必要

であろうが,そ うすることによって我国の若い研

究者に学問のあり方,学 会や討論の仕方を教え,

国際的な交流の場を提供できるのであるから,多

分その努力は充分報い られるのであろう。

最後に,こ の報告をまとめるための資料を送っ

て下さったゴー ドン会議委員長Cruittshank博士

に感謝致します。

(山 田科学振興財団評議員 )
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ROYAL 「 LYING DOCTOR SERVICE

SCH00L OF THE AIR

雄俊/1ヽ

1978年 10・11月の 3週 間,山 田科学振興財団

か らの派遣で,オ ース トラリアヘ旅行する機会 を

得た。 オース トラリアで珍 しヽヽ と思ったことに,

表題の■o沖I F17hg D6c↓ 。I Serviceと

SCh661 0f tlxe Air力 あ`る。後者は現在わが

自で準備が進められている「放送大学 」と少しな

関係があるが,オ ース トラリアの場合は主として

小学生が対象である。

オーストラリアは広い。面積で日本の21倍。し

かし人口は約 1割 に過ぎない。 したがって人口密

度は日本の1/200と なる。これ らのオース トラ

リア人の85%は 太平洋岸のシトニー,メ ルボルン,

ブリスベン,キ ャンベラと,イ ンド洋岸のアデレ

ード,パ ース等の大都市に集中している。残 うの

15%が ,世 界で最 も乾燥 した大陸といわれる,オ

ーストラリアの中部平原にとう残されたかっこう

になっている。これらの人達の多 くは牧場を営ん

でいる。牧場 と言えば,青 々とした牧草の中に牛

や馬や羊がのんびうと車をなんでいる姿を想像す

る。オース トラリアのこの地方の牧場なこんなイ

メージとは程遠い。赤栞けて乾換 し360度 四方地

平線の見える平原に,ブ ッシュが点々と生えてい

るだけである。こんなところに放牧される家畜 も

楽ではない。 したがって 1平方kコに 1頭 という程

度の密度でしか放牧できない。 しぜん, これ らの

牧場を営む農家は数十平方kuの土地を持たなけれ

ばやってゆけない。

さてこのような農家の子供達は学校へどうやっ

て通 うのだろう。数k回か ら数十【コに 1軒づつしか

ない農家の子供選を 1人 1入学校へ集めることは

できない。そこで考えられたのが放送学校 S Chool

of the Arで あろう。私が今回の派遣で訪ね

たニューサウスウエルズ大学分校のあるブローク

ンヒルにその 1つがある。最初の放送学校は1951

年にアリス ・スプリングスにでき, ここのta 1956

年にできた。

ブロークンヒルはシドニーから西北西約9001m

のところにあり,プ ロペラ機で 2時間かかる。人

口約 3万人の小さい
｀
探鉱町

"で
,亜 鉛がとれる。

大平洋岸とインド洋岸を結ぶ Indian Pacific

nailh7守 の 中継点でもあって,こ こを訪れる旅

行者はかなう多い。ホテルやモーテルも街の規模

に比べてたくさんある。そんなところにある

S chool of the Airを ,毎 週火曜日の年前中

に見学させてもらえるというので出掛けた。学校

と言っても生徒は 1人 もいない。校門をくぐると

き表木しのBと コの字が欠けてt るヽのに気がつt た`。

見学者は旅行中とおばしき中 ・老年の夫婦者ばか

りである。一同集まったところで,若 い女の先生

が説明してくれた。それによればSchOol of

the Alr と はおおよそ次のようなものである。

前に述べたような農家の人豊が病気になったら
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HILL,SCH∞ L OF

どうすればょぃだろう。買い置 きの葵で間に合わ

ないような病気になった ら,病 入を自動車に乗せ

て数十kコか ら場合によっては数百k■も離れた笛の

医者に連れて行 くしかない。事実 ブロークン ヒル

の人で100km離れたところの歯医者に通 っている

とい う話を聞いた。歯の治療 な らそれで もよゃが

一刻を争 う病人の場合は どうすればよいか。これ

を解決するのおヽRoyal I「Iァing DoctOr,Sclvice

とい うシステムでぁる。病人の出た農家は決めら

れた周波数の短波常の電波を使 って街の医者に連

絡する。お医者さんなさっそく小型の自家用飛行

機で
〔
かけつける

'こ
とになる。 しか し平常な こ

の送受信機は遊んでいるので,こ れを子供達の教

育に役立たせることを考えた。 ブロークン ヒルか

らこの電波の届 く距離は約 800〔コで, この範囲の

農家の子供運が放送学校の生徒である。 オース ト

ラリアの子供達は 5才 になったら幼稚園へ行 く。

そこで放送学校 も5才 か ら始まる。 ト ランシーパ

ーは州政府か ら貸与される。 この見学 で,先 生が

教壇で トランシーパーを使 って実際に授業すると

ころを見せて (聴かせて )く れた。 フェージング

のためよく闘 きとれない子供 もいた。生徒数は

160人 である。現在更に完備 した放送学校を計画

中 とのことでまことに
｀
場所 を得た

'教
育 システ

ムだとは思 うが,や は り
｀
空をっかむ

'感
じもな

くはない。

これに比べると日本の子供達は幸福だ。日本中

どんな田舎べ行って も学校がある。教育に14ど う

して もスキンシップが必要である。 この点 日本の

教育は恐|らく世界一だろ う。 日本はオース トラリ

アに比べて土地がせま く,資 源 もな く人ばか り多

いように思 っていたが, しかしょく考えてみると

日本 ほど人的資源に恵 まれてぃる国laない。何を

するに もマンパ ワーが必要だ。 よく教育された頭

脳集団こそが, 日本が世界に誇れる最高のエネル

ギー源だとつ くづ く思 った。オース トラリアを旅

行中,自 動車工場 を建設に来ている日本の若者達

に会 った。彼等は日本では 3日 でできることが こ

こでは10日 もかかるとこぼしてぃた。のんび うし

たオース トラリア人のゃ り方 とせかせかしたゎれ

われ 日本人のゃ り方を単純に比べることはで きな

い。 日本 ではちょっと考 えられないIPlying

Docしor  Service や  S ch001  0f  the AiI おま

象徴するように, 日本 とオース トラリアな多 くの

点で違っている。むしろ相反する逆の国と言 って

もよい。 このような両国がいろいろな面で協力 し

合 ってゆ くこと14,両 国が違っていれば違 う程将

来の両国の発展にとって必要なことのように思え

た。今回の派遣で今 まであま り関心のなかったオ

ース トラリアに眼を開かせて もらい,心 か ら感謝

している次第です。

醐
Ａ‐Ｒ

ＢＲＯ
Ｗ
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江ヽc e t i n g  o n  t R N A

Oold Spring Earbor LabOratOry,Cold Spring HarbOr,NeW7 YOrk

京都大学
士
″い

ユＲ△
「村

1978年 3月 23日 か ら27日 までの 5日 間、

米国Cold Sprig HarboIで 転移IRNA(tRNA)の

ミーテ ィングが開かれた。IInvAは メ ッセンジャ

ー品NA上 の遺伝情報が雪白質に翻訳 される際に

不可欠な成分であることは周知の事実であるが 、

tRNAが 細胞内で果たす その他の宣要な機能 も、

近年明 らかにされている。tRNAの 一次構造は

1964年 に最初に明 らかにされたが、その後種

々の生物の多数の tRNA種 の一次構造が決定 され

更に 1971年 にはx線 回折によって、 tRNAの

=次
元構造が明 らかにされた。また最近では 、

IRNA遺 伝子の構造、その転写機構 、前駆体分子

の成熱機構等の解析が盛んに行なわれている 。

Cold Spring Harborに おける IIRNAの ミーティ

ングは、このような背景の中で、 しRNAに 関する

現在の知見を総括 し、今後の問題点 を浮 き彫 りさ

せようとするものであ った。

会議は AbelstlII(カ リフォルニヤ大 )、 S clli―

IIIttel(MIT)、 Sも11(エ ール大 )ら によって企

画 され、世界各国か ら250人 以上 もの研究者が

参加 して、毎 日、朝 9時 か ら夜 11時 頃 まで、講

演 とポスターセ ッシ ョンとを交えて行なわれた。

会議は以下の ようなセ ッションか ら構成 されてい

た。

l tRNAの 一次構造

2 tRNAの 識別

3 ア ミノアシル tRNA合 成酵素の構造 と機能

4 tRNAの 結晶構造

5 溶 液中の tRNAに 関する物理的解析

6 tRNAの 生合成 ―― RNAの プロセシング

7 コ …ディングとサプレッション

8 ば NAの 関与する調節

9 し RNA遺 伝子のクローエング

10 1RNA遺 伝子の配置

11_そ の他の tRNJの 機能

12 1RNAと リボブームの相互作用

この内、私は tRNA生 合成 ・RNAの プロセシ

ングのセ ッションで、従来の研究 を総括 して発表

した 。RNAの プロセシングの問題 は、最近特に

真核細胞の形質発現 において一般的に起 こると考

えられるRNAの スプライシングの現象 とも関連

してお り、我田引水でな く今回の ミーテ ィングの

中で、特に多大な関心が寄せ られた題 目であった。

このセ ッシ ョンは特に盛会であったが、発表者 は

いずれ も私 とは顔母‖みの者ばか りで、これまでい

ろいろな会で時 には渡 b合 った競争相手であった。

このような連中 とは、セ ッシ ョンの中だけでな く、

会議の合間や終了後、深更まで議論 し合 ったので

あるが、連 日の睡眠不足で会の終 る頃には少々パ

テ気味にな ってしまった。しか し、われわれのグ

ループの突然変異株を用 いた大陽菌 tRN Aの 前駆

体のプロセシングに関する研究 は、多 くの人に評

6-



価 され、しRNAの 5″端を切 り整えるエンドヌク

レアす くRNasc P)の RNA構 成分に関す

る最近の知見は、多大な興味をそそったのは事実

である。この ミーティングで発表された研究内容

の詳細は、近 くCold spring HarbOr Laヽ .

から
｀

The しRNA″ という本で出版される予

定である。

この学会には日本から大塚 (阪大 )、 西村 、日

野 (国 立がんセンター )、石倉 (自治医大 )、 小

関、井日、池村 (京大 )の諸氏 と私が参加した。

また2年 前まで私の協同研究者であり、現在はス

イスの免浸学研究所で活躍中の坂野trSも 、わざ

わざスイスから駆け付けて采て、久 し振 りに異国

で旧交を温めることができた。この出席者の一人

が実誌にこの会議の見間記を発表 した中で、日本

からの出席者を評して 「…自画自賛ではないが、

それぞれが発表 した内容 もそれぞれの領域では ト

ップクラスにあり、皆、学会で大きな顔をしてい

たようであった。他の学会の見闘記には、日本の

研究の立ちおくれを慶い、それに対する反省と、

今後の研究に関しての真剣な討論がなされていた

が、今回の tRNAの シンポジウムに参加 して、

tnNAの 領域に関しては日本の立ちおくれはい

ささかも感 じなか った。"」 と述べられている力ま、

この感想は決してこの人だけのものではなさそう

である。

ミーティングの帰llg、ヵリフォルニヤ大学等の

友人を訪関して、最近の遺伝子工学の進展状況な

どを見聞したかったが、西海岸か ら東京までの飛

行機の予約がとれず、己むを得ずニューョークか

らの直行便で帰国したのは残念 であった。ニュー

ヨークではロックフェラー大学を訪関し、われわ

れの研究に関する講演 を行な ったが、ここで も多

数の友人 と会 うことができ、研究の交流に有益で

あった。

今回の ↓RNAの ミーテ ィングは、その意図は

十分に反映 されて実 り多い ものであ った し、また

私個人 として も、この会に出席す ることによ って

われわれの研究 の紹介 、他国の研究者 との交流等 、

十分に当初の計画が遂行することができて満足 し

てい る。ここにあらためて、私の渡航に関 して御

援助を賜わ った山田科学振果財団に対 して、衷心

か らの感謝を申し上げる次第である。
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ⅢⅢいⅢ剛叫昭和 53～ 54年 度招へい 。派遣及び集会援助一覧表(2)ⅧいM瑚い'

短期間招へい(14件 )

ド
号

コ
番 申  請  者 被 招 へ い 者 的目 施

月

実
年

7 9
2 0 0 3

大阪大学

上 原  喜 八郎

西 ドイッ・マックスプ

ランク知験医学研究所

W叱Saenger

生体関連物質の分子構造の研究 54/4

7 9

2 0 0 4

京都大学

志 田 忠 正

イギ リス ・

レスター大学

Mi S40ns

放射線照射で生ずる不安定分子の電
子状態に関する研究

54/5

7 9

2 0 1 4

京都大学

中 垣 正 幸

アメリカ ・ユニーョー

ク市大学

工 Roserl

コロイドおよび界面化学討論会,油
化学討論会他

54/9

7 9

2 0 2 1

徳島大学

竹 田 義 朗

フィンラン ド・

KuOpi。 ジぜ幸

ARaiIE

細胞増殖におけるポリアミンの役割 54/9

7 9

2 0 2 2

北海道大学
入 木 康 一

中国 ・中国科学院上海
生化学研究所

曹 天 鉄

日米セミナー「ミォシンの構造と機
能」他 54/10

7 9

2 0 2 8

名古屋大学

問 崎 恒 子

アメリカ・シカゴ大学
N COzzarelli

D N A gylaseの 構造 と機能並びに
DNA代 謝酵素 としての役割に関す
る研究

54/9

7 9

2 0 4 5

京都大学

米 津 貞 次郎

アメリカ ・ペ ンシルパ

ニア大学

A ttcDiar五 d

金属的性質を有する高分子化合物の
合成と物性

54710

7 9

2 0 4 9

大阪市立大学

信 貴  豊 一郎

フランス ・国立中央科

学院極低温研究所

G Frossa↓i

超低温の生成とその温度測定に関す
る研究

54/7

7 9

2 0 5 0

学習院大学
江 沢    洋

韓国 ・YcIIsei大 学
YOIlg MotlII Pa■k

場の量子論の数学的厳密な構成の研
究

55/ 1

7 9

2 0 5 1

東京大学
三 宅 二 郎

ソ連 ・科学院

S Nikols呼 宇宙線空気シャワーの研究 54/8

7 9

2 0 5 3

東京大学

三 宅 三 R 8

ィンド・Tata基 礎研
究所

B Sreck分ぃtall

宇宙線による超高エネルギー現象の

研究
54/8
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7 9

2 0 5 5

京都大学

長 岡 洋 介

アメ リカ ・ハ…バー ド

大学

B EBlperin

京都サマーインスティテェート出席

他
54/8

7 9

2 0 5 7

東京大学

古 谷 雅 樹

アメリカ ・ハーパード

大学

J TOrrey

植物における共生的チッ素固定の研

究
55/ 2

7 9

2 0 5 8

東京大学
山 崎 敏 光

スイス・高エネルギー

物理研究所

A S cllerlcに

ュオン・スピン回転法に関する研ミ

究
取/4

長期間掲へい (1件 )

短期間派遣 (53年 度 9件 , 54年 度 14件 ,計 23件 )

コード親 申  請  者 被 招へ い 者 的目 期  間

7 9

3 0 0 1

大阪大学

萩 原 文 二

アメリカ ・ハーパー ド

メディカルスクール

三 木  敬 三R8

大腸菌のエネルギー代謝機構

の遺伝生化学的研究

54/4～ 弘/9

6カ 月

コー l 甚ヽ申子 被 派 遣 者 目 的 渡  航  先
実施
年月

7 8

4 1 0 1

京都大学

福 井 三 郎

第 3回 ヨーロッパ ビタミンB1 2内因子

シンポ ジウム
ス イ ス 54/3

7 8

4 2 4 1

東京大学

堂 山  目  男
第 1回核融合炉材料国際会議 ア  メ    リ   カ 54/1

7 8

4 2 4 5

東北大学

桂   重 俊
第 16回 理論物理学冬期学校 ポ ー ラ ン ド 54/2

7 3

4 2 4 8

九州大学

大 村   裕

行動の神経生理学的、神経化学的研究

の冬期ワークショップ
イ ン ド 54/2

7 3

4 2 4 9

抗球大学

比 嘉 辰 雄
日米合同化学会議 ア  メ   リ   カ 54′3

7 8

4 2 5 2

東京大学

猪 木 慶 治
ギ14回モリオンド会議 フ ラ ン ス 54/3

7 8

4 2 5 4

東Jヒ大学

高 木  冒 二夫

ハ ドロンー原子核衝突における多重発

生の模型と関連する諸問題
イ ス ラ エ ル 54/3

- 9 -



7 8

4 2 5 7

京都大学

早 石    惨

アメ リカ生化学会及び ドイッ学士院シ

ンポジウム

ア り

び

イ

メ

及

ド

カ

東 ツ

5473

7 8

4 2 5 8

科学技術庁金属材料

技術研究所

八木沢 孝  平

国際会議
｀
金属中の水素、 西  ド  イ   ッ 5473

7 9

4 0 0 1

京都大学

野 崎    一
ビュルゲンストック立体化学会議 ス イ ス 54/4

7 9

4 0 0 3

通商産業省工業技術

院電子総合研究所

鹿児島 誠  一

日米化学合同会議 ア メ リ カ 574

7 9

4 0 0 7

大阪大学

谷内田 正  彦
画像計測学会シンポジツム ア  メ   リ   カ 54/4

7 9

4 0 1 o

京都大学

若 谷 誠 宏

アルベン波加熱 と非線型 プラズマ物理

現象の協同研究
ア  メ   リ   カ 5474

7 9

4 0 2 2

東京医科歯科大学

大 塚  正  徳

神経ペブチ ドおょび神経伝達に関する

シンポジウム
ポ ー  ラ  ン  ド 54/5

7 9

4 0 2 5

統計数理研究所

赤 池 弘 次
ベイズ理論国際研究集会 ス  ペ   イ   ン 54/5

7 9

4 0 2 6

九州大学

伊 藤 明 夫

コール ドスプリングハーパー ・シンポ

ジラム
ア  メ   リ   カ 取y5

7 9

4 0 3 4

大阪大学

松 原   央

重白質の構造 と機能の進化 に関するシ

ンポジウム
ア メ リ カ 54/6

7 9

4 0 4 5

名古屋大学

毛 利 明 博

大山力電子及びイオンピームの研究と

技術に関する第 3回 国際会議
ソ 運 54/6

7 9

4 0 4 6

京都大学

折 井    豊

酸化酵素 と酸化遺元系第 3回 国際シン

ポジウム
ア メ リ カ 54/6

7 9

4 0 4 7

京都大学

荒 木  不 二洋

確率場 :統計力学と場の量子論の厳密

な結果に関するコロキウム
夕`  ン  ガ  リ  ー 54/6

7 9

4 0 5 0

大阪大学

Hヒ 川   勲
海洋天然物成分に関するゴードン会議 ア  メ   リ   カ 54/6

- 1 0 -



7 9

4 0 7 4

一橋大学

上 坪 英 治
カナダ植物生理学会大会 カ ナ ダ 576

7 9

4 0 8 0

慶応大学

渡 辺   格
分子生物学に関する研究 ア  メ   リ   カ 54/6

長期間派遣 (6件 )

学術交流集会 (8件 )

コー
ヽ聾号 被 派 遣 者 的目 渡  航  先 期  間

7 9

5 0 0 1

C N R S

田 中   穣

7203結 晶の格子像のコント

ラストの解釈
フランス, CNRS

5守7～ 55/6

1カ年

7 9

5 0 0 7

大阪大学

鈴 木    直

局在スピン系の磁性及び遍歴

電子系の構造相転移

アメリカ,ペ ンシルバ

エ ア大学

5 4 / 9 - 5 5 / 8

1カ年

7 9

5 0 1 6

東Jと大学

前 田  雄 一郎

横紋筋の収綿と調節の分子機

構

西 ドイツ, マ ックスプ

ランク研究所

54/6～ 55/5

1 カ年

7 9

5 0 2 7

東京大学

森 沢 正 昭

魚類卵細胞における
細胞内えルシラムの
PI変 化および冨自
の研究

アメリカ,カ リフォル

ニア大学

54/9～ 54/12

4カ 月

7 9

5 0 4 2

東京大学

安 藤 裕 康

恒星の井動径振動の観測的研

究

イギ リス, マ ンチェス

ター大学

54/9～55/8

1カ年

7 9

5 0 4 6

大阪大学

山 泉    亮

受容細胞内へ導入された特定

遺伝子発現機構の解明
アメリカ,エ ール大学

5479～ 55/8

1カ年

コード荘車子 主 催 責 任 者 集 会 会  期 開 催 J d

7 9

6 0 0 2

大阪大学

田 中 幸 吉
第 6回 人工知能国際会議

5 4

8/20～ 3/23
東 京 都

7 9

6 0 0 4

金沢大学

青 野 茂 行

分子における電子相関の多体理論シン

ポジウム

54 10/25

～ 1 0 / 2 7
京 都 市

7 9

6 0 0 5

福岡歯科大学

日 高    韓
日米合同微生物学会議

54

5 / 8 ～5 / 1 1

ハ ワイ,

ホ ノクレル

- 1 1 -



7 9

6 0 0 8

東京国科大学

橋 口 隆 吉
第 5回 陽電子消滅国際会議

54

4 / 8 ～4 / 1 1

山梨県,

出中湖村

7 9

6 o 1 0

東京大学

山 崎 敏 光
ミュオンスピン回転国際シンポジウム

54

4 / 1 2 ～4 / 1 4

静岡県,

堂 ケ 島

7 9

6 0 1 1

大阪大学

大 塚  斉 之助

生物学的意義をもつモリブデンの化学

国際シンポジウム

54

4/10～ 4/13
守 山  市

7 9

6 0 1 3

大阪大学

西 村  正 太郎

超電導エネルギー貯蔵国際 シンポ ジウ

ム

54

10/1～ 10/3
神 戸  市

7 9

6 0 1 5

東京大学

小 林 実 司
国際シンポジラム「ホルモンと進化」

54

7 / 1 0 ～7 / 1 3
東 京  都

山田 コンファレンス(2件 )

コー
ド窪帯チ 主 催 責 任 者 会集 会  期 開 催 地

7 9

7 0 0 1

学習院大学

アII 路 紳  治

Yamada CoIIfereIIce oll 口 lectiOnic

PIOperties of 4PЮ ―
DineIIsioDa l

8群品eTh・d httr亜はoB〕
54

9 / 2 - 9 / 6

山梨県,

山中湖村

7 9

7 0 0 2

相模中央化学研究所

森 野  米  三

Y3mada Conference cII Free

nadicals(14 th IIItertttitlllal

SPPosiuII)

54

9/3-9/7
三 田  市

―-12-―



帥川‖帥刊川州いⅢⅢ州Mド昭和 53年 度短期間招へい成果報告 Ⅷ附ⅢⅧ州ⅧぃⅢⅢⅧぃ

7 8 - 2 0 0 4

被招へ 堵ヽ

John 」. Pisano

IIead,National Hcar, att Lunsc

lllls tituしe,NI工 ,UoS.A

目的及び成果

跡 Pist l10休国立心

臓 ・肺 ・血液研究所,生

理化学部門主任 )は 昭和

53年 11月 6日 より9

日まで東京パ レスホテル

で開催 される国際キ‐ン

シンポジツムに出席する

ため 11月 4日 に来日した。本 シンポジウムはキ

ニン及び関連物質の構造 とその生物学的意義の解

明を目的に、 1959年 ロンドンでの国際会議以

来、はヽ3年 ごとに開催されてきた。今日ではキ

エンは炎症はもとより生体の血圧調整,腺 組織の

血流調整など血管系に働 くベプチ ド性組織ホルモ

ンとして明確な位置づけがなされている。今回は

薬理学,生 理学,生 化学,免 慶学などの研究分野

にわた り約 320名 (外人参力「嗜約 100名 )の

参加のもとに主にHh FF調節機構 とキニンーアンギ

オテンシンープロスタグランジィとの関連及び止

皿機膳におけるカリクレインーキニン系の役割に

ついて討議されたが、DI PisanOは 第1日目のカ

ツクレインーキニン系成分の構造 と分析のセッシ

ョンの座長を務めるとともに、尿中でのカ リクレ

イン前駆体 (プ ロカ ツクレイン)の発見について

発表 した。また、第 3日 目にも跡 &i ser(米国

N.I宜 代謝異常部門部長)との協同研究は る「尿

中キエンの臨床的意義 」について、最新の成果を

報告 している。D,PisanOは 会議中,常 にデイ

スカッションリーダーとして、極めて活発に討論

申 請  者  大 阪大学 岩  永  貞  昭

受入責任者 大 阪大学 藤  井  節  郎

を引き出しつつ米国でのキニン研究の進展状況を

紹介し、参加者の注目を集めていた。

国際キニンシンポジウム終了後は、まず東京の

徴生物化学研究所において「高血症と尿中カツク

レイン活性 との関連 」についての講演を行ない、

次いで 11月 14日 に開催 された大阪大学貫白質

研究所でのポス トミーティングに出席 (国際キ‐

ン会議外人参加者 15名 も同席 )し 「尿中キニン

関連物質の研究 」について講演した。このポス ト

ミーテイングは、阪大畳自研,藤 井節郎教授 と岩

永助教授 (現 九大理,生 物学科教授 )の主催によ

るものであるが、約 50名 の参加という少人数の

こともあって、先の国際キニンシンポジウムでは

聞けなかった関連分野の進展伏況を突込んで議論

できるよい機会にな り、極めて意巌深いものとな

った。DI PisaIIt はその後広島大学医,薬 学科

を訪間 し中鳴暉窮教授の主催による特別講演会

(11月 17日 )で 、彼自身によって開発した

「PT豆 アミノ酸の高速液体クロマ トグラフィー

の進歩 」と題する講演を行ない、こうした領成の

研究者への情報提供に寄与 したと聞いている。
この講演を最後にDio PisaI10は 滞 日日程のす

べてを終了し、 11月 18日 に帰米 したが、今回

の来日は日本のキニン研究者のみならず関連領概

の研究者に多 くの情報と刺激を与え、きわめて意

義深いものであったと考えている。また

DI PisanOも 此の度の山田科学振興財団より受

けた招へ 援ヽ 助に深 く感謝 していた。
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78-2005

被招へい者

」ohanm.s ttle.rl a

ProfessOr,Agricullural モ Liversitァ

of  lhe l¶ etheriands,

The Nethe■ lands

目的及び成果

界面化学およびコロイ

ド化学分野における学会

での講演、討論によ り学

術の交流発展向上に資す

るとともに、日本、オラ

ン痢 国の国際親善をは

かるため ツタレーマ教授

を招へヽヽした。

学会、大学での請演、討論を数多 くやって頂い

た上、学術的に高度な質の高 討ヽ論によ り日本の

この分野に貴重な大きな刺激を与えてくれた。ま

た、この分野の国際交流組織について具体的な討

論を行 った。とくに講済は日本人の研究者、技術

者によく理解がいくように配慮され、やさしい、

明解な英語て聴衆に感銘を与えた。主な講演先と

テーマを次に記 した。

日本化学会ヨロイ ドおよび界面化

学討論会にて特別講演

富 山 大 学

日本油化学協会討論会にて特別講

演       名 古 屋 大学

高分子学会関西支部にて講演

京 都 大 学

日本化 学 会 ヨロイ ドお よび界 面化

学部会にて 京 都 大 学

奈良女子大学にて講演

奈 良女 子 大

申 請  者  東 京理科大学 打  ヽ谷  正

受ス債任者 東 京理科大学 北  原  文

雄

雄

1 0 月 2 0 日

|
21 日

23日

25日

28日

1 6 日

30日

東京理科大学にて講義

東京理科大学

東北大学にて講演

東 北 大 学

筑波大学にて講演

筑 波 大 学

日本油脂株式会社中央研究所にて

講演       神  戸  市

ポーラ化継品株式会社にて講演

横  浜  市

花二石鹸株式会社東京研究所にて

詩隠       東  京  都

東洋インキ製造株式会社技術研究

3 1日

1 1 月 1 日

1 0 月 8 日

1 8 日

1 2 日

1 3 日

1 4 日

所 にて講済 東  京  都

主 な講演 テーマ

1.  Pecent developlnents in double layer

studies of AgI.

2.  Interfacial elocl■ 。cheIEliS↓ry of

insoluble oxides

3  Properties Of adsorbed Polyeleclrolytes.

4 Po17111ers a↓ chzLrged interfaces

, PolyIIler―stabilized e■lulsitlIIs.

6  0 n  n e g a t i v e  a d s o r p t i o■

子  A ds。■p↓ioltl of prcじeins.

なお、 Lyklema教 授か ら 11月 6日 付 で本財

団宛 の礼状を頂戴 しま した。

被把 へ 考ヽ

I●■Oy c s↓evells

SCILiOr  Staff  scicIRし isし ,

IPhe 」ackstlll Laboratory,uSA

7 8 - 2 0 1 4

申 請 者

受入責任者
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目的及び成果

Stevels sELは 昭和 53

年 11月 1日BBI Lrbar

発サンフランシスヨ経由

11月 4日成田空港着で

来日され、 1 1 月3 0 日

名古屋空港から帰国しる

その間次記の日程で4地

に滞とし、多 くの研究機関を訪問して、討議,研

究交流,共 同研究の打合せなどを行い、本邦研究

者には深↓環 銘 と多 くの成果を与えると共に、

Sにモ酎 博士自身も日本の研究の実情に多大の関

心を得た。今後のよリー層の研究交流が強 く期待

される。

以下 日程を追 って簡単円成果を報告する。

11月 5日～ 7日 名 古屋

11月 6日に愛知県カミんセンター
研究所に正式

に訪問 し、西塚世話人と日程の打合せを行い、直

ちに西塚研究室にて行われている乳腺および胸腺

の発生生物学的研究,免 疫学的研究について討論

を行った。

11月 7日 ～ 13日  大 阪 ・京都

T日午後大阪大学, 8日 午後掠部大学にて

TeratoIIlagelxesis aDd Pa■thmogeltesis ln しhe

Mtluseのセ ミナー(世話人 :大阪大学野村大成博

士 (医 ),川 倒頂一
博士 (微研 ),京 都大学岡田

節人停士 (理 ),星 野一正博士 (医))を行なった。

その後 10日 までの間、両大割医学部,理 学部

及び大阪大学微研の多 くの研究者 と討論,交 流を

深めた。その問京大名誉教授函村秀雄岸士と実験

奇形学についての意見変換力布 われた。

11月 13日 ～ 18日  名 古屋

16日 午後安知がんセンター
研究所においてセ

ミナーが開かれがんセンター
研究所所員と研究討

論を行 った。またマウスの遺伝学について日米の

現状の分析を行い本部 に不足がちな種 々の純系マ

ウスの分与についての方策について相談が行わ才k

近 く西塚の渡米の機会をみて駈 」ackscII研究所

とより判冒の変流についての合意がえられ、極め

て有意義であった。な束西塚研究室において討論

の結果、可移植系 teratomtt O T T-6050

株の embrwid bodiesを 材料として

PleuripOtellt ilner cellsに対する顎 紙ヽ 乳腺

間葉の形態形成誘導効果の解折について同博士と

西塚研究室 (坂倉照婿博士ら)の間で共同研究を

行 う問題について意見が一致 し、具体的な方法 、

手技について詳 しい討議と打合せを行った。今後

の成果が期待できる。

11月 18日 ～ 23日  三 島・静岡

20日 には静岡大学 (理 )に て、また 21日 に

は三島市遺伝研究所にてセミナーを行い学生,研

究者と質疑討論を行っ馬

野口基子博士 (静岡大 )と 「テラ トカルシノー

マ幹細胞と初期胚細胞との類似性に関する組織化

学的研究 」について経過報告 と討論を行った。野

口武彦博士 (遺伝研 )とは「精巣性テラトーマ高

発系統における腫瘍発生機構 」および 「高発形質

の遺伝 」に関 して経週説明と討論を行った。なお

今後日本における研究推進が予想される哺乳類の

実験発生生物学に有用な新 らしい卵巣性テ トラー

マ高発系 マウスの Ihe」ackstn研究所より遣伝研

幻所への分与が約束された。

三島滞在中には国島弥太郎所長は じめ多 くの遺

伝学研究者と交流 し国立遺伝研の実情ならびに日

本の道伝学についての説明と意見変換が行われ亀

11月 24日 ～27日 瓢

11月 24日 ,25日 には東京癌研究所 (世話

人 :井川洋二博士 )に おける文誰 総合研究班

(B)「 分化モデルとしてのマウステラトーマ」

(代 表者森脇和郎博士 )の班会議に出席して

コIPeri IEleEL↓al MaILEElaliarl■mr沖 1。g7の特塀」

講演が行われた。班員および関係者約 35名 が参

加し、活発な討Itaがぁった。またI員 の研究成果

報告にも参加し本邦におけるテラトーマ研究者と

交流,親 睦を深め富研究所の多くの研究室を見学

した。

11月 27日 ～30日  名 古屋

11月 27日 以後再び名古屋に滞在 し、愛知県

がんセンター
研究所長与研究室 (剛 粛理学第却

名古屋大学理学部 (江 口吾朗博士 )に て小規模な

セミナーを行い多 くの討論があった。とくに江口

研究室では同研究室のレンズ再生現象に関する一

連の研究成果 についてい探い交流が行われた。ま

たメダカの遺伝学,農 学部近藤恭司研究室の研究

- 1 5 -



者 とも交流が行われた。愛知県 がんセンター西塚

研究室ではとくに深い討論が繰返されて実際的な

多 くの意見変換力布 われた。この関数名の名古屋

大学医学部の研究者も加わ り変流を深めえた。

以上の如 くStevells博士は 26日 間に百 り広く

各地の研究所,大学を訪問し、発生生物学,遺伝

学,実 験腫場学の日本研究者と討論を行ってこれ

らの領板の日本の現状について理解を深めた。こ
の間着子の共同研究を計画するなど今後ますます
緊密な相互交流本期待される。

78-2016

被招へ 嗜ヽ

S achiko 恥uruta鶴  田  幸  子

Associate PIofessor, DepartIIlenし  。f

Physics, 酌bはしana S tate Uhiversity2

u S A

目的及び成果

I昭 和 53年 10月 23

日～ 11月 28日 本よ

び 1 2 月2 5 日～ 1 2

月 3 1 日

A主 題 1天体諸問題にお

けるブラズマ物理の応

用2.パルサー,x線 源

としての中性子里の問題ユX線 観測一般の問題

B行 動 (講演 ,討 論など)

1東 大物理教室 (11月 10日 )中性子星の玲

却とPiclII coldenSatitlnについて

2.立教六物理教室 (11月 20日 )Qua sar―

li蛭 Objectsに ついて

3東 大天文激童 (11月 21日 )ク エーサーに

ついて

4.東大原子核研究所 (11月 25日 )中性子星

冷却の問題について

5天 体ブラズマ及び高密度星に関する研究会

(11月 13日 ～11月 15日 )節 asa■

Model と 中性子星の冷却について

6強 相関ブラズマの研究会 (12月 11日 ～ 12

月 1 3 日)

子東大理学部一九研究室および宇宙航空研小田

研究室にて討論

8,主題 1に ついて一九節夫氏 と共同羽究 を行 う。

9。中性子星とクエーサーの レビュー論文の執筆

工1 1 月2 9 日～ 1 1 月3 0 日

丸 節  夫

丸 節  夫

A主 題1中 性子星の問題 (・IA2ユ と同 じ)

2.銀河の問題

B行 動 (講演 ,討 論など)

1名 大物理教室,中 性子星 とpion

condensatitlnの問題について

2主 題についての討論,意 見の変換

ll.12月 4日 ～ 12月 24日

A主 題 1素粒子論 の天体物理への応用2重 力崩壊

の問題ユ銀河外の天体 (Q□ sar,eじc)に 関す

る問題4太陽系起源,連 星,質 量損失等の一般

天体問題5中 性子星,X線 星 ,パ ルサーの問題

6佐 藤 ・富松解の一般化

B行 動 (講演,討 論など )

1天 体核大研究会 (12月 19日 ～12月 21日 )

中性子星と天体ブラズマ現象

2京 大基研佐藤 (文 )研 セ ミナー及び物理教室

林研セミナーに出席

3中 性子星に関するレビュー論文の仕上げ

以上の記述で明らかなように、今度の訪間によ

り被招へ↓者 の受けた恩恵は、はか りしれないも

のであった。そもそもの目的は、 (A)に のぺた

話題における外国の最近の仕事を、被招へし考 自

身の最近の研究の結果の紹介と共に、日本におけ

る最近の研究を学び、それを外国に紹介すること

と、日本研究者 (特 に一九氏 )との共同研究 であ

ったが、期間が予定より短 くなったにもかかわら

ず、以上の目的は十分達せられたと思 う。それは

申 請 者

受入責任者

東京大学

東京大学

- 1 6 -



様々の研究会、談話会、その他の集会を組織 して

下さった諸氏 (特 に一九氏、小回氏、早川氏、佐

藤 (文 )氏 、佐藤 (勝 )氏 、林 (息 )氏 、高原

(文 )氏 、海野氏、内田氏、藤本 (光 )氏 、寺沢

氏、蓬茨氏、会津氏、伊藤 (直 )氏等 )の 努力の

たまものであることを記 し、心からの感謝を述べ

たい。

今度の訪間により、一九氏 との未解決の重要な

問題の共同研究 ((I)(3)(2)参 照 )が始まり、

プラズマ物理の勉強ができ、又京大訪間中、佐藤

(文 )氏から、最新の素粒子天体物理の分野にお

ける重要な問題 ((Ⅱ )(A)(1))を 学ぶことがで

きたのも、大きな収穫であった。(これに刺激さ

れて、被招へ↓堵 自身この問題へも手をのばすこ

とを考えるようになった次第 である。)

又、今回の訪間中、基研の協力援助により中性

子星のレビュー論文を仕上げることができたこと

を感謝 している。この論文の観測の部分は、東大

手宙研の諸氏の助けによるところカツト常に大きい

ことを記 し、感謝 したい。

この度の訪間がこのようにみのり多きものとな

ったのは、以上の諸氏をは じめ多 くの諸氏に負う

ところが大きかったことをのべ、感謝したい。

山田財団の、この訪間を可能 とした経済援助に

対 し、深 く感謝する5最 後に、この訪間を実現さ

せるに当って、主動力と して話を進め、骨を折 っ

て下さった一九師夫、佐藤文隆の両氏に、心から

の感謝をのぺる次第 である。

78-2019

被招へ 考ヽ

立eIIァ A

Professor,

Resetarch

u S . A

L ard7

1ns bitu↓e

LLiversity

foI コ nzyme

oF Wisctlllsm,

目的及び成果

11月 26日 :午後 5

時蜘或田空港着,午後 10

時京都着。

11月 27日 :午前,

京都六洋薬学部衝生化学

教室訪間,夕 刻,京 都 P

イヤルホテルにてラーァ

イ研究室 日本人留学生の同窓会開催、出席者はラ
ーデイ博士,阪 大医学部萩原文二夫豪,協 和麟酵

香川恒雄,浜 松医大市山新,新 潟薬科大学吉本昭

夫,能 勢夫妻,京 大薬学部冨回の各氏。

11月 28日 :午前,国 立畜産試験所 (千葉 )

の浜田龍夫氏の訪間をうけ、京都ホテルにて、反

須動物のプロピレングリコー'レよりの糖新生に関

して討論。

11月 29日 :午後市山新教授 と京都ホテルに

て糖新生について討議。夕刻、冨田教授夫妻 と会

食、日米の研究忌勢の比較,留 学生派遣の可能性

申 請  者   京 都大学 井 上 博 之

受ヌ債任者  京 都大学 富 田 謙 吉

等について意見を変換した…

11月 30日 :午後 4時半 より京大会館で「糖

新生のホルモンによる制御 」を中心にセミナー。

年後 6時 より衛生化学教室員及び同窓生約 60

名と共に変歓バーテイ。

12月 1日 :午後阪大蚤白研究所を訪問,中 川

八郎教授の世話により「ホルモンによる糖新生の

制御 」と題 して講演後市山教授 と共に浜松に赴き

‐泊。市山研究室員 と研究変流を行 った。

12月 2日 :午後 4時 過ぎ米国へ出立。

以上わずか 7日 の瑞在ではあったが、同教授は

出来得る限 り時間をさいて多数の日本の生化学者

に会い、また昴柄日本と化学会大会力ヽ京都で開催

されていたこともあって全国からの多くの生化学

者の来訪 もうけて研究交流を深めた。同教授の内

容ある講演,セ ミナー,研 究討論は多数の生化学

者に深い感銘を与え日米生化学者の相互理解を深

め極めて有意義であった。
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被掲へ 嗜ヽ

S eFgio Sttascarenhas

Fは1l  ProfessoI, Universidade de

saO Ibulけ  B rasil

目的及び成果

ブラジル ・サンパ ウF

大学 のProf S erglo

こヽascarenhasは 1 9 7 8

年 9月 1日 に来 日 し、ま

す 9月 3日 ～ 9日 の間、

京都 て開催 された国際生

物物理学会に出席 し、

B icelectret State att Bouad Water ill

B ioPo1/melsと 題 して研究発表を行 った。

9月 11日 に理化学研究所に来所 し、以後理研

ウ トメJ再宿合に滞在 し、生体高分子物理研究室に

おいて Msiting Scientist と して共同研究 し

た。ポリ弟化 ビニ ,デ ン(PVDF)フ イ ルムに

染料を混ぜ、圧電効果による吸収 スペクト′しな 度

の変化を求める研究や、MBBA液 晶とPVDF

エ レクトレッ トフイルムを二層鱒造とし、圧電効

果による光散乱を測定する研究などを開始したが

滞在期間力範 たヽ め、今後研究を継続して完成す

るために必要なサンブルを持って帰国した。

9月 20日 には理研の研究室談話会でPesearch

in BloPhysiCS in SLo Carlosと 題 し、Sao

C arlosに あるサンパウロ大半物理教三 に於 ける

研究の概要を紹介し討論した。

9月 25日 には理研の物理化学研究会で、

ScieIIce in Brazilと 題 してブラジルの科学 の

発展について請演 した。 この会には、ブラジル大

使館から L opas 参 事官を招待した。 PIof

mscarenhasは プラジ′之 日本との科学技術交流

彊 要性を強調 し、ブラジルと日本の両国の学者

によるシ ンポシウム、各分野での共同研究のチー

ムの形成、定年後の日本人研究者のブラジルでの

申 請 者  理 イ伴 研向所 深

受ス債任者  理 化学研究所 深

栄 一

栄 ―

活展の可能性などを提案 ヒ 参会者に強い感銘を

与えた。

9月 27日 には学習院大学理学部を訪聞 し、大

川理学部長の案内で、近藤,木 ヽ 小谷,木 越,

江沢各教授を始めとする多 くの研究室を見学 し蔦

9月 28日 には東京大学工学部物理工学科の高

良教授 ,和 田教授の研究室を見学 した。その機会

に、プラジルか ら東大への留学生の 10数 人と逢

い会食 した。

9月 29日 には東京大学工学部の高分子化学科

の鶴田激授 ,原 子力工学科の田畑教授,大 島教授

を訪問 し、東大工学部でも、ブラジ′レの科学につ

いて講演をした。これを実磯 として、後 日10月

17日 にブラジル大使館の L opas参事官が大島

口畑,深 田,(鶴 田,和 国は匁席 )の 5名 を昼食

会に招待 し、プラジルと日本の科学技術 シンポジ

ウムに協力するよう要請があった。

10月 7日 から京都に移 り、9日～ 12日 まで

京都会館で開催された誘電体の電荷現象に関する

国際会議に参加し、招待講演者としてBioclec―

しIoしs  and B6und ｀ Mater  in Biological

NIoleculesの講演を行い、生体高分子が微視的エ

レクトレットの状F_Rにあること、特に吸着水の影

響が大きいことについて研究発表した。また

Bioelectriciけ の分科で座長を勤めた。

家族 の病気の知 らせが あったため予定 よりもや

や早く10月 13日 に離 日した。

理研との共同研究はプラシルに帰国後も続ける

予定になっている。東大その他の大学を訪問 して

ブラジルと日本との科学研究の提携につい円尽力

したことは予想外の成果であった。

78-2026

田
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被招へt考

」ames Jo Marshall

Directo■,E― rd酌 ゃ S Medical

ldsしitutcら 1〕iS A

目的及び成果

ます協同研究について

の討論は 3回 にわたって

行われた。第 1回は 11

月 22日 大阪市大田中記

念 館第 3会 議室におい

て、主 として山本武彦教

授 (大阪市大理学部生物

学科酵素化学研究室 )の研究 グループとグリヨー

タン及び関連多糖編の微細構造及び酵素的合成と

分解について。第 2回 は 11月 27日 招へい申請

者の研究室において、主として研究室教員 と博士

課程大学院生を中心に、汲粉社の消化と と構造及

び殿粉分子の構造について。第 3回は大阪市大生

活科学部三崎旭教授の研究室において、食品の非

汲粉系多糖類の構造 と酵素的合成 と分解について

であった。いずれの場合も被招へい者より適切な

質問あるいは助言があ り、相互の研究 についての

理解をより深めるとともに、今後の研究の発展の

ために極めて有意義なものであっテ島

つぎに第 11回 アミラーゼシンポジツムに於 て

は、 11月 24日 午後のアミラーゼの医学的観点

に関するシンポジウムの話題 として、被招へい者

は、哺乳動物消化管内での澱粉の酵素分解の現間

題点を解説 した。 とくに α一 aIIlylase(膵 臓 )

の作用て生成 したこ―
限界デキストリンの運命に

ついては、現在なお不明の点カラ いが、被招へい

者は、藤臓 より2種 類の α一
glucOsidaso(至

適 PH4.6と 66)を 分離,精 製 してそれらの酵

素的性質をしらべ、これらが上記 α一限界デキス

トリンの分解に関与する可能性を明らかにし古、

また微生物及び植物の生産する。一ゴIrlylase

iDhibito■に関する話題は 11月 25日 午后,協

同研究者である九大農学罰l LEl誠之助教授によっ

て提供 された。とく円唾液 と鮮臓のα―amylase

申 請  者   大 阪市立大学

受ヌ債 任者  大 阪市立簿

破 英  次

破 英  次

に、それぞれ特果性をもつ別々の α―anylase

ittibi↓orsを 穀類から分離,精 製 したこと,及

び微生物起源の aIIL71ase illhibi torを応用 し

てかびや細菌より特殊な澱粉分解酵素をスクリー

ニングした り、分離す る点は大いに果味をもたれ

た。

さらに 11月 29日 夜,日 本生化学会大会での

澱粉及びグ,コ ーゲンの酵素分解に関する

lnformal Meeti町 において、被招へい者は、

C′″θsttra筋 ″夕S'″夕 の 生産する澱粉分解酵

素について、話題提供を行 った。すなわち

C′″公カアす物 ″夕sあ″  ATCC20495菌

は、汲粉やブルランのような、 α-1・4及 び α―

1.6-ghcoside結 合 よりなる多糖類に効率よく

作用 して、glucoseを生成する酵素系をもってい

る。これら酵素を分離,精 製 した結果、gluco―

an71ase型 酵素2種類,maltase及 びo一 alllylase

各 1種類の存在を示 した。とくにこれらの中で

glucoaIElylaSe型の1つ は、至適P I13.5～ 4.0,

分子畳約 70,000,等 電点 P王 45で 、一般 の

gluccalllylaseより α -1・6結 合をよりよく切

断するとい う特異性をもっている。したがってこ

の酵素が、工業的に澱粉からglucoseを生産する

場合に、極めて有用であるという可能性を示 しメ島

以上のように、短期間の持在であったが、関連

研究分野での密度の濃い研究討論と意見変換を行

うことが出来た点,ま た、日本翻酵工学会大会多

糖の生産 と利用シンポシウム,第 11回 アミラー

ゼシンポジウム及び日本生化学会大会と関連する

学会での研究発表あるいl■B疑 応答 と,被 招へい

者 と日本人研究者の間の理解を一層深めた点,十

分の成果を修めたものと考えている。

なお、Mttshall教 授から11月 29日 付で本

財団宛の札状を頂戴 しました。

不
　
不
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被招へい者

nobert 」. c embrola

&居揖蚤掛ま貫監Ft亀亀襴
°f   申 請 者  京都大学

University of Massachusetts,US.A   受 入責任者  京 都大学

目的及び成果

結晶性高分子の変形機

構に関する流動光学的研

究実施のため次記,DI.

■ 工 C embrOlaの報告

書に示されるように、昭和 53年 3月 31日 より

昭和54年 1月 2日まで約 4ケ月京都求洋工学部

高分子化学教室に常在し、主として高密度ポリエ

チレィ皮膜の変形機構,特 に動的複屈折およU勘

的X線 回折に関する実験的研究に従事した。

処

処

弘

弘

合

合

河

河

8/3■/78:

9/4 - 9/3■ :

10/3 -■0/30:

■■/4 -■■/7:

RepOrt to Yamada science I「 oundation

Robert 」 . cembro■ a

Itinerary

Arrived in KyOtO and met Professor

H. Kawa■

Corlducted characterization experiments

on a high density po■ yethy■ ene sample

DyIIamic birefringence experiments were

perfo■ ■はed on the high density po■ y―

ethy■ ene at severa■  temperatures and

frequencュ es

Visited Fukui University and spoke with

Profse Shindo and Matsunoda.  De■ iVered

a forma■  seminar to the faculty of

Texti■ e Engineering

visited ldemitsu Petrochemica■  Co. at

Chibao  Was given a tour of the research

1■/■0-■■/■4=

-20-



■aboratories and de■ ivered a seminar there

l■/20-■2/■0: cOnducted dynamic X―ray diffraction

experiments On the high densュ ty poly―

ethy■ ene over a frequency and temperature

range

■2/■■―■2/■2: Visited Mitsu工 Petrochemica■ co. at Otake.

Had informa■  ta■ ks with Dr. Miyake′  a

D工rector in the Research Laboratories

■2/■3-12/■6: visited Kyushu University in Fukuoka.

Had severa■  discussions with PIof.

M. Takayanagi and Dr. T. Kaうiyama.

De■ ivered a forma■  seminar to the facu■ ty

of engineering

12/■8-■2/22= Attended a u.S.― 」apan 3oint cOnference

on Multicomponent systems of Po■ ymer

Materia■ s

■2/26-■2/29: corap■etOd final Calcu■ations and prepared

manuscripts for publication

■/2/79:      Departure from 」 apan

Research Activュ ties

At KyotO Unュ versity l was ab■ e to conduct experュ ー

ments in continuation with my research interests at

the University of Massachusetts.  For severa■  years

there has been a cooperative effort between Kyoto

University and the University of Massachusetts in

examin■ ng the static and dynamic deformation mechan―

■sms of semュ ーcrysta■ ■ine po■ ymers.  For greater

comparative purposes the samp■ e studied at Kyoto was

the same one studied at Massachusetts.

Prior to the dynamic experiments a comp■ ete

characterェ zation of the samp■ e was made ■ nvolvュ ng the

- 2 1 -



degree of crystal■ inity by X― ray and dens■ ty measure―

ments′  static orientation measurements of the crysta■

p■anes, stress― strain measurements′  and Photographic

light scatter■ ng patterns for spheru■ ite sェ ze determ―

ination.

The dynamic X― ray and birefringence experiments

were carried out over a broad frequency and tempera―

ture range.

The resu■ ts from these experiments both augment

and support previous work done ■ n each ■ aboratory and

ュn other laboratories.  The activation energies

obta■ ned in these experinents show an exce■ ■ent

agreement with other reported values and a greater

understanding of the deformation mechan■ sm has been

achieved.  The detai■ ed information of this work wi■ 1

be pub■ ished in up to three separate papers ュ n

appropriate scientific ぅ oulna■s.

Comments on U.S. ―  」apaD ExchOnge

As a young scュ entist 工  fee■  my experュ ence ュ n

」apan has been an inva■ uable one both in terms of a

greater scientific deve■ opment and 占 ■so a better

cu■ tura■  understanding of Asユ an ■ ife.

The exchange of ideas and infOrmation is essent―

ia■  to progress in sc■ entific research.  These

cooperative exchanges have proven very usefu■  in the

past and in my experience have continued to do so.

Prof. Kawa■  and his students have been extreme■ y

he■ pful in providing me with a stimu■ ating environ―

ment and exce■ ■ent experュ menta■  fac■ ■ities to conduct

my research.  On a social ■ eve■  it is a■ so ュ mportant

to have an oppoltunュ ty to exchange ■ deas and a■ ■ of

-22-



the peop■ e 工  have met in 」 apan have given me a much

greater understanding of the cu■ ture and ■ ife of the

」apanese peop■ e.  I hope that 工  have been able to

provide them wェ th a greater understanding of the

peop■ e and customs of the unェ ted states.

Genera■  Impressュ ons

The industry′  efficュ ency′  and hOspュ tality of the

」apanese have made a very favorab■ e impressュ on upOn

myse■ f and my wife.  we have both ■ earned much about

the peop■ e′ history′  and customs of the 」 apanese and

are ュ nspired tO cOntinue ュ n Our study of 」 apan and

other Asian cu■ tures.  I wュ sh tO thank the Yalnada

Science Foundation for providing lnyse■ f and my wife

the opportunュ ty to extend our visit to a period that

has provided a most en3oyab■ e ■iving experience and

an opportunュ ty to accOmp■ ish severa■  worthwhi■ e

sc■ entific exper]_ments.

-23-
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アメ リカ,3型 及びA型 星の紫外分光

東京大学  寿  岳      潤

昭和 53年 10月 5日

～ 10日 はカリフォルニ

ア州パナデナにあるカ リ

フォルニアエ科大学 (

California lllstitute

of Techn010gy)に 滞在 した。この間同大学天文

字主任 サージェン ト教授とク ェーサーお よび銀河

の問題 について議論 した。申請者は現在東京天文

台木曽窃側 所 にある 105卸 シュミット里遠鏡を

用いて輝線銃阿 の探査 を行 ってい るが こ のよ う

lZCして発見 された銀河 の精密を研究のためには 日

本国内の望遠鏡 では集光力 が不足て あリバコマー

天文台の 助涯義説 に よる観測が2要 とので将来

の観測計画について うちあわせた。また同天文台

のサール博士 と銀河物質の化学進化について議論

をし有効 であった。更にグ リーンス タイン教授 と

ll赤色倭星 C208-44/45に ついて観測結

果および意見の変換を行 った。 この星は床大学宙

航空研究所の西村教授 のグループが 1975年 の気

球観測で発見 したガ ンヤ続 パ ース トの位置に近 く

関心が持 たれてい る星である。申請者lt宇宙航空

研 の藤井博士 と共同で東京天文台岡!J天体物理観

測所の 188初 望遠銃 てこの星の観測を続行中で

ある。

10月 11日 ～ 26日 はフシ ン トン郊外のグ リ

ーン末ル トlrt滞在 し、この間米国航空宇宮 局 (N

ASA)ゴ ダード ス ペース ア ライ ト ・センタ

ー(Goddald Space Flint Center)で 研究を行

い、特に人工衛星望遠鏡 IUE(Inに rna ti∞al

Ultraviolet B守 lorer)を 用いてB型 およびA

型星の観測を行 った。観測は 10月 20ロ エク

26日 にいたる期間中延 48時 間行った。観測 し

た星の数 は 15星 得られたス犬ク トル数 は高分

散、低分散、異 なった波長域 (短 皮長域 12o0

A～ 2000A、  員 波長域 1900A～ 3000

え )を含 めて 45で ある。観測 リス トの中にvtプ

ラックホ ールを伴 う星として知られてぃるHDE

226868(白 鳥座X-1)が あり、異った位相に

つぃて3回 の観測を行 った。 また寵座 73番 星

大熊座イプン コン星など変光するA型 特異星 も重

点的に額別 した。 これ らの観測結果は一
次鴨報 と

してはMTに おさめ られており、今後の精密左解

析には少た くとも一年を要するが、大部分のスペ

ク トルは適正露出てらク有意義を結果が出ること

が予想 される。 えお昭和 54年 1月 に同じ IUE

に よる第 2回 目の観測を行ない変光星の位相によ

る変4とを しらべる予定である。

今年 1月 末に うちあげられた IUEの 試験観測

期間の結果に ヽとづき、 6組 の観測対象別による

チームか編成され、申講者 もその一つに多加した。

最近Nature誌 の特集号 にその結果がまとめて発

表されたのでその コピーを同封する。 また IUE

の解説 については (AstronoEly 1978年 10月

号 )を 参照 されたぃ。

10月 26日 ～ 3o日 はカナダ、 グ リテ ィッシ

ュ コ コンピア州のビク トリア大学 (Universi―

ty of Victoria)に滞在 した。 同物理学教室のク

リメンタヽガ教授 と恒星大気の問題について議論 し

た。 また本年 9月 オランダの ラす ―ス、米 国のス

ノー両博士の抑 邑に よって きりん座アルクァ星の

国際協同観測が行われた。 これはこの星のスペク

トルを前述 IUEに ょる紫外域親rRlと地上からの

可侃域 におけ る観測を同時かつ連続的に3日 間に

わたって行った ものである。 こうした観測から星

より流出する物質 (恒 星瓜 という)の機構が明ら

かに なる。申毒倍 は東大理学部の高日博士 と共に

日本での分也観測を遂行 したが同 じ計画に参加 し

たポーランドのスモ リンス■―博士か ビク トリア

天文台に滞在中であり、観測結果の比較 と今後の

研究討面 について有益え意見の交換を行 った。
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1 1月l日東京K帰着した.次の砂択(!(際しては

昭和 54年 1月 13日よ !:I26日までヲシントン

郊外グリーンベルトκ滞在しとの間米国航:?!宇宙

局 (NAS A)の Intemational ul traviolet 

Explorer(略して IUE)と呼ばれるGeosyn-

chrODUeの人工籍星望遠鏡を用いてB型及びA型

星の観測を行った。 ζれは地上からは観測でき左

い 1000.......3000Aの波長械の分光観測をす

るのが目的であって.対象とする天体はB博 10 

月のものと大蔀扮同じでちる.ζれは時間時制じ

をみるためである@予備的な整約κよれば、 ブラ

ックホールを伴星とするHDE226868で‘数

時間単位のスベクトル変化が始めて極紫外領或で

検出され衣.. 1 0月K会ける観測データとあわせ

て今後の解析κは少なくとも一年を要ナるか.有

意義念結果が出るととか予想される。

78-4015 

西ドイツ，アセチレンークムレンーデヒドロアヌレンの研究

大阪大学中川正澄

アセチレンークムレン 1 0月 30日 Organisch--chemisches Inst-

ーデヒドロアヌレンの研 itut derUniversit五tBasel 

究のうち特に最近の成果 1 J月 1日:La回ratoriun悩r0 rgani sche 

である縮環系アヌレンナ

左わちアヌレノアヌレン

の合成念らび(!(性質κ関し次記の 13 個所(!(~い

て講演を行なうと共~.各研究機関の研究者と討

論を行った.

1 0月 17日:Institut ffu Org阻 ischeCbe-

mie der Universitat Ko1n 

1 8日;Zentral La凶 l'atorium.Bayer 

AG ，Leverku総 n

1 9日 ;OrgaQisch-Cbe田 氏hesInsti -

tut， Gesamthochschule Siegen 
20日 :Inst i tut fUt Organi sche Che--

mie der Technisch田 Hochsch-

ule Darmstadt 

2 3日:Inst i tut fi主Orgmische C he -

mie des M紘一Pl組 ck-Inst i tut 

fur Medi zin i 8che Forschung， 
Che皿 ischesInstitut und Pba-

rmaceuti sch -Chem i sches In-

st i tut der U nivers i t五tHeide-

11淀 rg合同セミナー'

2 6日Institut 佑rOrganische Che-

m i e der U ni vers i t瓦tKarlsruhe 

2 7日:Chemisches Laboratorium der 

Universi t話tFreiburg 

C bem i e ， E idgenoss i sche Tecb -

nischen Hochschlle Zurich 

3日:加 ti tut fi危なganische Che-

mie der Universit五tM泊lCh佃

6日 :1回 ti tut fm OrganisChe Che -

mie der Universitat Wuczburg 

7日:Institut tiirOrgl.nische Che-

mie der lliiversi t五tGiessen 

98 ，: Organischベ:hemisches Insti -

tut der Univぽ si ta t G ot t I!耳;ten，

ドイツ化学会主催セミナー

1 0日:1描 ti tut fur Organi sCb.e Che-

mie凶 ld Biochemie der Univ -

ers i tat Hamburg 

講演場所の中‘ハ ンブルク.大学は申請者か在独

中に岡大学Kre出教授ょb電話による要請があb

当初の申請書には無かったが臨時K追加したもの

である.

申請者らの研究Kよbアヌレノアヌレンの 2個

の環Kは従来の理論的説明とは異ってそれぞれの

環K独立~環電流が誘起されるととを示す種々の

実験結果が得られて居k 合成法とともにζ れら

の実験結果についても説明を行った.種々の質聞

かよび示唆があったが在来の理論の再検討が必要

である ζ とについては総ての人々の意見が一致し
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た。また申請者らの最新の成果である反芳香族性

アスレンと労香波LFアスレンの綻合 した (4n)

アスレノ(4二 十2)ア スレンにおいて予想に反

して反芳香族性の 4n万 電子系に強い常MLE環 電

流の誘起か見られ、 (4二 十2)π 電子系の反磁

LLR電 流か抑制 されて芳香族性が低下するという

烈末ある事実についても説明し多大の関′ふを呼ん

え

また多数の研究機関の有機化学者、物理化学者、

理論化学者と討論する機会 を持 ち ドイン、スイス

における研究の現況を知り得るとともに申請者ら

のデヒドコアヌレンに関し二、三の共同研究の申

昭和 53年 9月 4日か

ら8日 にかけて英国Ed一

Inburghで第 14回 半導

体国際会議″S開かれ,つ

づいて9月 11日 から

15日 までOxfordで 半導体物理における強磁揚

の庇調 に関する国際会議が開かれた。

第 14回 半導体国際会議 (1 4 th lntertttio一

nal Canference cII tL Pbysics oF Semicon―

ductors)rl次 回第 15回 か 1980年 に京都で開

かれる予定になっているのく この会議の潮餓委

員会のメンパー17C予定され ている人達が 日本から

多放出荷し、 日 本人は総勢 60人 に も達 した。

私14邑瀬和生氏 と共著 でBand―esP and PIlase

Transition in Iヤ ーV I scIIlic jIIductOrsを提出

し、朝 氏か講演 した。又Band sしrtttureの

sess10nで 座長をつとめた。会開中に開かれた

IUPAP(国 際純枠応用物理学連合 )の 半導体部

会 で次回京都会議の計画概要を説明し、開催に関

する承認を受け た 更に閉会式では京都会議への

招待のア ピールを行った。

つづいてO xFordて 9月 11日 から 15日 まで

半割本物理 lrcぉける強磁揚の応用に関する国際会

議 (The IIlternati dul C onference m tlle

し出を受けた。

今回の譜嵐旅行FC於ては旧知の有様化学者と再

会の機を得たのみならず、多数の化学者と話し合

う機会に恵まれた。また講演を通じてあるいは討

論を通じて申請者 らの研究現況を伝えるとともに

ドイツ、スイスの研究の動旬につとかなり立入っ

て知ることができた。

以上の諸点を総合すれば今回の 1ケ 月に三る ド

イノ、スイス滞在は十分を成果を挙げ得たものと

考えられ、ここに改めて貴財団の御援助に対して

深甚を謝意を表する次第である。

78-4023

ギ リス,半 導体物理における強磁揚の応用に関する国際会議

関西新 大学  川  村     肇

A t t l i c a t i c I I  o f  H i g L I  M t t n e t i c  F i e l d  i n  S e m―

i c価 正t O r  m y s i c s )が開かれ、 こ こでMa g n e t一

oplasma Reflectim from IV― VI OmpGIヨ s

iII CDmectimwith ntte Trttsition と 云 う

題 目で 40分 間招待講演を行っ7t.

これらの会議で強 く感 じたことは半導体の工業

に於て必要とされる基礎技術に関する科学的研究

が アメリカ、ヨーロッパの国々で盛んに行われて

いるのに反し、 日本からはこれらの分野の研究が

ほとんど報告 されをかったことである。 日本では

応用技術 に関する研究は盛んであるが、技術の基

礎 にえる研究 は弱 く、一方技術からはなれた研究

のための研究か盛んである。 この ょうに同極端に

分極してい るのは不健全 を姿 てある。

次 q惑 じた ことはこの ように大 きい国際会議を

少い費用て上げている ことである。Edinbur」 で

は大学の講堂 と講義室を会場に使 っていた力ヽ 大

変立派 で便利に出来ていた。又出席者のために大

学の カレッヂが開放 され、大変安 く(一泊 5ボ ン

ド=2,000円 )で泊 ることか出来た。 しか も設

備は充分清潔 であった。

我々なグス トとして約 20人 くらいが市長に昼

食を招待 された力、 と を りの情 にいた市の財務担

当の役人か半導体や団体 エレク ト●ニクスにつぃ
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て工く知 っているのに感心した。

Oxfordの 学会 ヽ同様で、会場にはクラレン ド

ン研究所の講義室かあてられ女子の カレッデ (

Ladv IIargaret lla11)が出用者の宿合に提供さ

れ1三度の食事はここでとり、Banquetヽここで

国際数学者会議は昭和

53年 8月 15日 から同

23日 亡てヘルシンキの

フィンランデ ィア ふ ―

ルとヘルシンキ大学を会

場として開催 された。 4年 毎の主要国際会議をの

で約 3000人 の参加者が世界の割国から集り盛

会であった。

開会式はオータストラの演奏で始まり、オータ

ス トラの濠凄で終 って非常に印象的であった 午

前中の 1時間講演は全体会議の形でフィンランデ

ィア ・ホールで行をわれ全部で 17名 か予定され

た。年後の 45分 間講演は分ド陰 の形で並行して

行をわれ、全部で 119名 か予定された。 これら

の招待講演者の選考には数字の全分野か 19の 部

門に分けられ、各部門どとの委員会が作られ、候

補者数名を昨性をつけて推薦し、それが最終的な

委員会で綜合調整 されるとぃぅ塁考過邑rCょりも

2年かがりて選ばれたものである。そのほかに申

込による 10分 間講演とポスター セ ッションも

行をわれた。

私は数理物理学の分野で招待講演者 7名 (内 2

名欠席 )のひとりとして「量子統計力学の話題 」

という題で講演をした。 200名 程度が定員の部

屋だったので→杯になってしまい、初 日から是非

私の講演を開きたいと会う度に云っておられた長

老のス トーン教授が、満員のため入れをかったと

いっておられたのは残念であった。私はまた全体

会議でフランスの若手の天オAt C ollnes氏の招待

講演の座長をつとめた。

招待講演予定着に 10数 名の欠席者があったが

行われた。会議中の社交 ノ,グ ラムとしてStra―

tfOrd cln ttclnにぁるこ立シェクスピヤ劇場で芝

居を見ることが出来え

すべてにわたって英国らしく、気振 らず、しか

も充実した会議く 見習 クベき点が多かった。

78-4054

フ ィン ラン ド,国 際数学者会議

京都大学 荒  木 不 二 洋

その多う1名を除いてツ連の人であった。

会議の課外活動として 18日 と21日 の 19時

より2時 間程度ずつ「数字と社会 」と題するシン

ポジタムか行 をわれ、私はそのパネルのひとりと

して出席した。姓がAて 始まる関係から皮切 りの

意見表明を行なった。塙て 発展途上国の貧しい社

会の中で数学の研究はどうあるべさかか中心テー

マであったので、臨界質量に達しない孤立した数

学者の研究を援助するためにも、応用分野 との効

果的を接触を促進するためにも、地域 (た とえば

東南アジア )の数理科学研究センターのようなヽ

のが有効であろうとい う意見を述べた。大多数の

意見は応用分野との接触を増大するよう積極的 に

努力すべきたということであった。

日本を出発したのは 7月 21日 、ヘルシンキの

会議亡では ヨペンフヽ―グン大学に滞と、会議終了

後 9月 20日 までは′ヽングルグ大岸 に滞在、 10

月 19日 亡ではマルセイユ大学に消伝 そのあと

バリ近郊の高等科学研究所とコペ ンハーダン大学

に数 日ずつ寄って 10月 27日 lrc帰国した その

間、 ′ ンヽグルグ大学とマルセイユ大学で「畳子統

計力学」について、マルセイユ大学、パ リ大学、 コ

ペンタヽ一ゲン大岸 (10月 )で 「量子力学の数学

的基礎 」について、アンマーク数学会の談話会で

「数学と物理学の接点 ―K II S条件と化学ポテン

シャル」について、それそれ詩演を行 えった。ま

た、この郷ヨ出張中に量子力草の数学的基礎につ

いて新 しい結果が得られたので、現在それを論文

になとめるべ く努力している。

非常に広範囲の多数の人々と討論や意見の変換

ができ、研究成果の発表の機会にも恵され、さら
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に新しい研究ができたので、非常に有益な外国出

張であった。 山田科学振興財団の派遣援助に厚 く

感謝の簿そ表する議戦 であん

78-4097

ポ ーラン ド,第 11回 国際結晶学会総会

大阪大学  森  本  信  男

国際摘晶学連合 (IU

C r ) の一脚 篠 および

学術大学な 3年 毎に行わ

れ今回は 11回 目てボー

ラン ドの首都 アルシ ャノ

で3月 3日 より8月 13日 まで行われた (1978

年一もう昨年になりましたか )、 この会議には世

界各国からの結晶関係の学者およびその同伴者

1600名 か参加し、そのうち日本人参抗渚は約

50名であった これはポーランド、ッ連、西独
をどにつぃてぃるのでvlなぃかと思われる。

この会議では今後 3年 間における国際結晶学連

合 (IUCr)の 基本方針の討議と決定を行 う一般

集合 (G"砲 l ASsembly)か 4回 にわた って行

われると共に、一報つ 学術研究 の新 らしい結果の

発表や綜合報告を含む学術集合 (S cienLif L

Sessi m)か らなっている。

l  Go■ olal Agsemblァ

4回 にわたって行われ 日本の代表者は 4名 (斎

藤、角え 高良、森本 )で あ った。 今会議での最

大の決定は 日本の名古屋大学の加藤範夫教授か

IUCrの 泳開会長 (1978～ 1981)に 推 されて

今後 3年 間 IUCrの 運営に当られることになった

ことで、 これは単 lrc杭嘩 教授だけで をく日本の結

晶学者にとって きわめて名誉え ことである。 さ ら

に中国の IUCrへ の参加が正式に認められた こと

は特筆すべきことと思われる。中国か らは 20名

通 へ学者がこの学3/C参 加 して、毎 日会場を動 さ

まわっておりその熱 意か感 じられた その他にヨ

ーロッパ結晶学連合の代表の IUCrの C ellera l

Assemblyへ のObserverの 出席か記められた。

宏といろいろの IUC珊 属のCommitteeの 活動

報告か なされ認め られた

2  Scieitific Sessi。 ■

8月 4日 まり11日 まで一
般の学術 集合 か行 な

われた。今回は午 前中は毎朝 1名 の特別講嵐 そ

の後は招待講演者数 名の レビューを主とする日頭

発表 によるシンポジウムか 4会 場で行われた。午

後は もっtrrらポスターに よる発表を主体 とするポ

スターセ ッションが多 くの トピックスにつぃて連

日行 をわれた。

私は8月 7日 の超構造お よび変調構造 (Suler―

structures and MOdulated Structures)の シン

ポジクム で超構造の一
般的構造決定についての招

待講演を行 った。 私の他に J=Bttsね 昭 ,Tt Ja―

Dss eaお よび J.D.Axe博 士か講演したが輪 的

を立場からの講演で難解 を点か多かった。 私の話

は実験的な傾向か強いので一
般lZCわかりやすか っ

たようで多 くの人か らそのような好部 ,左感想を

開かせてもらった。 その他の シンポジクムで ヽ日

本人の活躍か目立ち、 日 本人にとっての言葉の障

害 も次オに1ヽさくなりつ ゝあるエクであった。た

だ特別講演 6名 に 日本人か 1人 も含まれていをぃ

のは残念 てあった。

結晶学会は字際的傾向が強 く物理、化学、金属、

鉱物、生物をど広い専門 の人か集 まっており発表

の内容は とわめて多岐にわた ってぃ るため、自本

の傾向を簡単に説明することは困難である。 しか

し新 らしい強力 X線 源であるSOR、 超 構 造 な

ど乱れた構造の解旅 極端 条件下の提品 の解析、

生物物質の構造をどに多 くの興味か集 まってし立

ように思われ る。用いられた言葉は 95%ま で東

語でわずかに 。シア語が聞かれた ぐらいて、それ

以舛つ 電篠 は個人的な会話以外なlaとんど用ぃら

れをかった。

3 宿 舎、巡検など

宿合は外国人は きめられた外国人事用のホテル

に分散 して宿泊 した。私般竹内 (東 大 )と 研t8
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部屋にとなったが、他trc日本人が 10名 近くいた。

旅行や宿泊 lFC関してはボーランド国営のORBI

Sか すべて決定しており、その決定を変えること

はきわめて困難であった。 (彼 等はしばしばらや

亡りもとかした。 )為 替変換 レートの関係もあり

私達は戦後日本を訪れた米国人を思わすエク左立

場に立った。私達の2、 3日 のホテルの払いが、

ポーランド人の一
般の人の 1カ月の給料に相当す

るということであった。治安は きわめて良く夜間

の独 り歩 きも自由で人 々も親切であった。

をお私はこの学会後 8月 13日 より 13日 亡で

のP ostて 明既essの Excursion に 参加しクラ

コ7、 キールスなどの古い町や観光地のZakome

をおとずれた。参加人員は米風 英国、 ドイン、

フランス、日本などの 15名 ほどで世界各国の結

晶学者と個入的を規交を深めることができた。

最終にこの ょうな有益な国際学会lrc出
席する費

用の一部を援助 して下さった山口科学振興財団に

心から感謝いたします。

78-4099

カナダ,第 6回 国際伝熱会議

京都大学  桜  井 彰

第 6回 国際伝熱会議が

カナダの トロン ト市で昭

和 53年 8月 7日 から

11日 迄関催 され、筆者

は山田科辛振興財団の派

遣援助を受けて出席する機会を得た。

本国際会議は 4年 ごとに行われる伝熱学に関す

る国際会議で毎回参カロ国も多 く300～ 400編

の論文か提出されると共に約 10巻 に及ぶ会議 々

事録が出版 されて国際的な評価 も高い。 前回は昭

和 49年 9月 に東京で開催された。

今回の国際会議は トロン ト市の中心部にあるシ

エクトン ・センターホテルで開催され、約 40カ

国から923名 の参加者が出席した。一
般論文は

395編 が提出され日本からの論文は 36編 であ

った。論文の発表は今回から新しいボスター セ

ッション方式で実施された。これは大広間に約

40の 区画 を設けて提出論文の著者が指定された

区画に論文説明用の図表を書いたポスターを仮画

に貼りつけて参加者 との討論を 1時間 30分 にわ

たって行うという方式である。 このよりをセッシ

ョンは 13の 研究分野又は課則に分け られて5日

間にわたって行われた。同じ分野の研究者が著者

と 1対 1で視しく討論出来るというのかこの方式

の最大の長所であり、最近には多くの国際会議で

採用されている

ナ トリクム冷却高速増殖炉の炉設計及び重人事

故時の安全性評価に関連する基礎研究である筆者

等の「ナ トリクム ・プール抑時熱伝達 」の論文H‐l.

この国際会議の「プール沸騰セ ッシ ョン」に提出

した。アメリカ、ヨーコッパからの多くの参加者

と有益な討論と意見の変換か行われたかこの研究

分野の先進国であるツビエトからの出席宅か殆ど

居をかったのは非常に残念であった。

筆者等の研究内容は高温滋体ナ トリツムにおけ

る自然対流下の非沸騰熱伝達、安定核燃 熱伝達

及砂]輛飛熱流束の3項 目に大別する事が出来る。

第 1項目の自然対流熱伝達に関してはイギ リス、

原子力研究所から今回提出 された実験的研究に依

る表示式か筆者等の結果と殆 ど一致 していた事は

興味深い事であった。第 2、第 3の 項目に関して

はアメリカ、 ツ ビエ トにおける従来の著名を研究

で全く看過 されていた沸騰熱伝達及び臨界熱流束

に対する舜熱体上の液頭の影響 を定量的に解明し、

系電力が低いは態 で無視出来無い基本的lrc重要な

問題である事を明らかにし、一
般的な表示式を提

示した。 これ等の研究成果についてはアメリカ、

ツビエ トの従来の研究成果を一段と進展させたヽ

のとして、参加者から評価を得た ものと認識 して

いる。

高温液体 ナ トリクムに関する沸騰現象 の解 明に

ついては高速増膳炉 及 び核融合炉の開発 に関連 し
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てその必要性か認識されつ もゝ、その実験的研究

の困難さから学術的研究か充分に行われていない。

特に臨界熱流束の研究についてはツビエト及びア

メリカ以外での研究発表は筆者の知る限りでは無

く、且つその数は少ない。国際学術協力の上からも

今後さらにこの研究分野の解明の進展に一層の寄与

か出来る事を念騒している。

ビタミンB12はヽ天然

物質の中で蚕白質や多箱

類のよりを高分子物質を

除いては最大の分子畳を

持つ複雑を構造のコパル

卜錯体として知られている。 ことに約 10種 類の

本案 移動を伴たり異性化、基毎移、脱難 還 元 を

ど多彩を生化学反応に補酵素として関与するアメ

ノンルコバラミン (ビ タミンB12橋 酵素 )と数種

のメチル基転移反応に軸系するメチルコバラミン

は、 自然界では類例を見をいコバルトー炭素ング

マ結合を持 つ有機金属化合物であって、 ビ タミン

B12類 の構造、有機化学的及び錯体化学的仕気

ビタミンB12 rC依存する生化学反応のメカニズム、

ビタミンB12分 子の生合成ならびに化学合成の間

題は、医学者と栄養学者によるこの ビタミンの生

翠作用や臨床医学的研究とをらんで、多方面にわ

たる関心を集めてきた。

欧州 ビタミンB12・ 内困子 シンポジクムは、こ

のように広い分野にわたるビタミンB12の 問題を

動物の弾化管内でビタミンB12と 特暴的 に結合し

回揚下部よりの喫収に関与する内因子のような特

異曇白質に関する研究を含めて、全世界の専門家

を集めて討議することを目的としており、 第 1回

は 1956年 (シ ェットガルト)、 第2回 は

1961年 (′ヽ ングルク)で開かれ、今回は 18

年ぶりで催 された ものである。 このたびの会議の

準備はチューリッヒ大学とスイス連邦工科大学 (

ETH)か 当り、会頭はビタミンB12の化学的研

究 に貢献 したノーベル賞受賞者Todd卿 (英爾干

立商会会長)4英 、スイス、西独、ソ連、米と日

本(ヨ野旨)から成る国際委員会が企画に参与した。参

7 8 - 4 1 0 1

スイス,第 3回 ヨーロッパ ビタ ミンB1 2  内 因子 シンボジ タム

京都大学 福 井 二 郎

加者の顔ぶれはノーベル賞学者のコ田d,Hodgkin

女史 (英 )、 Pre】嗜(スイス)、 W∝前町d(米 )

の 4人 を含む 22夕 国、合計 335人 の和機化ネ

生化字、微生物学、菜学、基礎ならびに臨床医学

など広い領機にわたる専門家か―堂に会しえ。

シンポジク4会 場な宏荘えチ ューリッヒ大学本

部か当てられ、開会式行事としてT曲 会頭の「

ビタミンh2研 究の展望」、Kari Folkers(元

MerCk社 研勾所長、元S tanford研究所員 現テ

キナス大学教授 )の 「ビタミンB12鵠 の単離」

Hodgkin女 史 (オ ックスフォー ド大学教授 )の 「

ビタミンB12及 び補酵型の構造解析」とい う歴史

的研究の回願談からり、また 'ン ドン大学M att―

hews教 授の「動物体内のビタミンB12の 分布 」

と題する講演か有われた。それに続いて4日 間に

わたって、「化学と生化字 」と「医学、生翠払

微生物学 」の2つ の部用に分沈、それぞれ 1時間

又は 40分 間の招待講演と20分 間の一般発表か

ら成るプログラムか平行して進められ、地階の大

ふ―ルを示」用 したポスターセッションも催 された。

著者はビタミン312補 酵素依存酵索 のうち代表

的なジオール脱水酵素について、分れ 微生物代

謝における役割 雲白質化学的性質、 ビ タミンB

12補酵案 と結合してそのコバル トー炭素経台 を活

性化し触媒作用を発揮する作用櫛亨に関し1時 間

の発表をしたか、現在印刷中の新 しい購 を織り

こんだ話をまとまった形でしたので、幸い好評 を

得たように思われる。他の学者の発表のうちの主

をものについて以下簡単に紹介する。

最近のビタミンB12に 関する最 も大きい話題と

なったのは、約 10年 の歳月を費やし延 1000

人に及ぶ研究者の協力によって完遂 された格化学
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合成の成功であろう。 この成功の中心とをった

W O O d l F a I 【 ′` 一 バ ー ト大 学 ) 、 E  s c h t t m O s e r

(ETH)両 教授は研究の経緯を報告するとともに、

エク進歩した合成法を目標とするその後の進展に

ついて述べた。化学合成の極度 の困難 さに比べて、

微生物のあるものなビタミンB12分 子を容易に生

合成することかてきる。 この秘密は生化学者 と有

闇 ヒ学者の緊密な共同研究により解明されるもの

であろリカヽ BattersbJ7(ケンブリッジ大学 )と

S coct(テ キサスAM大 学 )両教授らにより生合

成のメカニズムにたいする重要を情報かとせられ

た。 ビタミンB12補酵宗の活性が、その特徴であ

るコバフレトー炭素結合の開裂 によって生 じる水系

を受け渡じする作用点に存在することはAbeles

教授(ブ ランタイス大学 )を どの生化学者によっ

て示されたが、 ヨ パル トー炭素結合の開裂の機構

や、ビタミンB12補 酵素依存の生化学反応で見ら

れる基質分子の骨陥の経レ換えの機構については、

また定説かをく生化学者のみをらず理論舶 学

者、錯閑 し学者の壊味の対象とをっている。この

問題について世界の第一線にある研究者がほとん

ど全て集なったために自熱 した討論かかわされた。

ビタミンB12は肝臓中の抗憩性貧血ビタミンと

して発見されたものであって、神経系肉まlFC対す

る治療効果も記められている。動物におけるビタ

ミンB12の 御剰か生化学的レベルで研究 され、ま

たビタミンB12の 輸 内への取りこみにかける受

容体や血中の輸扶石白質 (ト ランスコバラミン等

)の存在やこれらの異常による疾患 も近来明らか

にされているか、この分野の専門家により最近の

進歩か報告された。 ビタミンB12の 欠乏によるデ

オ■シ リボ核酸生合成の抑制、従って細胞増殖の

停止の メヵ‐ズムとして、 メチォニン生合成の低

下による菓酸系補酵宗 の異常を分す るものと考え

られているか、藤井博士ら (スクリップス研勾所

)は白血病細胞の培養実験で裏書とする結果を示

した。 またPerlmalla授 (クイスコンシン大学 )

らは、 ビ タミンB12措 抗体や ビタミンB12の 吸収、

輸送を妨害する作用物質を用いて自血病などの進

行を防 ぐ研究 を発表 した。

以上、紙数 の関係で 4日 間にわたる各分野の研

究報告の一部を紹介するにとどめたか、本 シンポ

ジタムの内容なWalter de Cruvtcr社 (ベ ルリン

ニューヨーク)よ り出版 されることになっている。

左か ら Wooこ ward, Scott 及 び

EscLo‐ m se■  の 各勢授

Folker球 せ受と自多首
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78-4116

アメ リカ,壊 移RNA(tRNA)17C関 す る会議

京都大学  志  村  令  郎

転移 RN Aに 関するコ

ール ド・スプリング タヽ

一パー会議は 1978年

8月 23日 より同月 27

日まで開催 された。会議

は ltRNAの 一
次構造 (座長PajBhandaIァ博士

)、 2tRNAの 結晶構造 (座長Ki m博 士 )、 3

溶液中における tRNAの 物理的解析 (座長Cr―

Otlleお博士 )、 4ア ミノアンル tRNA合 成酵果

の構造と機能 (座長Hartley博 士 )、 5tRNA

の識別 (座 長S chiIIllnel博士 )、 6ヨ ーディング

とサプレッション(座 長S oll博士 )、 7 tRNA

の生合成 とRNAの プロセンング(座長IIcCiain

博士 )、 8tRNA遺 伝子 (座長Tener博士 )、

9tRNA畳 伝子のク。一ニング(座長Abelson

博士 )、 10 tRNAと リボゾームとの相互作用

(座長Ollt or博士 )、 1l tRNAの 関与する

調師機構 とこRNAの もつ他の機能 (座長Dah i

lberg博士 )の題目に関して、 そ れぞた数名か講

演し、討論す る形式で行われた。その他多数のボ

スターセッションか毎 日午後瞬かれ一般の参加者

も研究紹介を行 をった。参購 なアメリカを中心

にヨーロッパ等から数百人にも達し、会議は盛会

で活発を討論か侑われた。

申請者は tRNAの 生合成とRNAの プ。セン

ングのセッシ ョンにおいて「大陽菌のtRNA前

駆体とそのプロセシング」について講演した。わ

れわれは高温で tRNA合 成に欠損か起こる大揚

菌変異林を分離 したがその中で高温でRN asePが

失活する変異林を詳細に解析した。RNascPは

tRNA前 駆体を tRN Aの げ末瑞で切り揃える

エン ドヌクレアーゼでぁる。われわれな変異林の

遺 傷停的解析からRN asePが 2つ の異なる遺 伝子

によって支配 されており、その 3つかRNascPの

構成分の 1つてあるRNA分 子を支配している可

能性かあることを指摘した。 この報告は多数の参

加者に多大 を感銘を与えたと またわれわれは tR

NAか 長い前朝体分子から成熱分子に変換 してい

く過程になぃて、RNasc P以 外にわれわれが分離

同定 した他の 2つ のRNA分 解酵素 (RNasc Oと

RN aseQ)が 存在し、これら3つ のRN A分 解酵

景が極めて高度な秋序を もって逐次的に tRNA

前馴本分子に作用してい くという逐次的プロセン

ングのモデルを提唱 しているかこのモデルについ

ても既説 した

これらの発表は tRNAの モノグラフに収録す

るため論文の執筆を俊頼 され 1979年 にヨール

ド ス プリンク
・・ハーバー研究所から劇坂される

予定である。会議に出荷し講演したことは我々の

研究を紹介する上で有効であったしまた多数の外

国の研究者と今後の問題等について討論できたこ

とで極めて有益であった。

コールド・スプリング・ハーバー会議終了後ユ

ェーヨークのロックフェラー大学で特別講演を依

頼され、我々の研究を紹介したかここでも高い評

価を得ることかで きた。 またニューヨーク滞在中

いろいろを研究者と主として遺伝子工学の問周に

ついて討論する機会か得られたが、米国における

この分野での進展状況を知る上で極めて有益であ

った。
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78-4128

オース トラリア.電 力送電線 による大規模電場測定実験

京笥3大学  小  川   俊  雄

1 9 7 8 4 羊1 0 月] 7

日か ら1 1月 7日 まで、

ニューサクスクエルズ州

ブロークンヒルにあるこ

ューサクスクエルス大学

において表題の実験計画に参加し、合わせてオー

ス トラリアにおける気球による電場観測について

の前査と打合せを行 った。

そ そヽもこの実験は筆者がPlanetaly and Sp―

ace ScteNe誌 の 1976年 8月 号に「地上付近

にぉける大規模電湯測定の可台留性について」とい

う論文を発表したことにllsを発する。帥 卜loo

臨付近の電離層及びそれ以上のプラズマ圏では、

地球の 中でプラズマ大気が運動することによ

って種 の々電場が発生する。 これ らの電場は地上

30臨 付近の成層圏までは殆んど減哀 としに到達

するか、地上付近では元の電揚の 1/1000ぐ

らいになる。このため地上付近でこれらを測るた

めには 10綸 以上長いアンテナが必要となる。ま

た地上付近には小規模短周既電場ノイズか存在す

るので、長いアンテナを用いて平均化し消去しな

ければえらなぃ。

これについて上記大学物理学教室の電雛層 ダイ

ナモ理論の研究者 R.J、 S telling博士から問合せ

の手紙か 1977年 7月 に届いた。現在 ミルノラ

からブ,― クンヒルヘ向力ち て建設中の長さ200

臨以上の電力送電線の亡だ通電前の部分約 30綸

をアンテナとして用いることに よってこのような

電場制 定がでとをいかというものである。料学

研究の目的だけからこのょうを長いアンテナを建

設することは到底不可能で、もしこの送電線をア

ンテナとして牙」用することができれば伸 ミよt4七

またここは乾県 した平原でこの実験には打ってつ

けである。 しかし一言で庫防 送電線実験 と言って

も、高さ20mも ある鉄塔に素人か登ることはで

きない。そこでSten i噌博士は州の電力委員会と

大学に実験の許可と研究援助を申請した。それ以

来約 1年間にわたる種 の々打合せの中で筆者が直

接現地へ行 って実験樺 と援助をすることを約束

した。

さてブコークンヒルではSteni昭博士及び2人

の技富と協力 して先ず電位計 (高 入力抵抗差動増

幅器 )を完成 させた。 これには 10・6ォ _ム とい

う超証 抗値を用いる。それに用いる特殊な電子

部品は筆者か 日本から持参 じた。つ ぎに学内の庭

に長さ約 20mの 導線 を振り、これに電位計と記

録計をつたいでモデルアンテナ実験を行った。こ

うして実際の送電線実験を行 うことかできる見通

しかついた。送電線への接続は電力委員会と相談

した力Sらやる老要力も り、後の実験はSteni噂博

士lrC亡かせた。

渡慕の第2の 目的はオース トラ リアにおける気

球電揚観測に関する調査と打合せである。筆者等

は過去約 10年 間にわたって国内で気球実験を行

ってきたか斬卿結果はダイナモ理論から予想され

るものとかなり違 う。南半球でl‐lこの種の観測な

皆無でありしかも地球磁気で同じ経度同じ緯度に

あるオース トラリアで観測すれHr」r日本での結果を

確かめることができる。 このため以下の各地を訪

問した。 アデレード大学極地研究所のF.Jx蜂

博士とな南極との同時観測を相談 した ラ ツ ル

ープ大学物理学教室のに D61e教 授からは講

演を依頼 された。 メルボルン大学物理学教室のV

Hopper教 授とJ・Laby博 士からはオース トラ リ

アにおける高層風の資料と倦下げ機等について助

言を得た。クインスラン ド大学電気工学教室のB

Mackerras博 士と物理学教室のO Whitehead教

授からr4マイクロヨンピュータの応用と同時電難

層観測を示唆 された。 コ モンウエルズ科学工業研

究所の 」.C ras博 士とは動 測定法とその応用に

ついて議論 し、将来ユ ーロブルと電場の同時協同

実験をすること玲 意した

オーストラ リアは土地か広 く平らで乾県してい

る。人工汚染も少なぃ。 このようPA‐特徴を生かし

て、 日本ではできない自然討学の観測や研究がで

きる。今回の渡察は筆者等にその瑞指を開いてく
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れた。従ってその成果は将来にbrtっ て花開くも

のと信ずる。今回の渡宗の主な目的はオース トラ

リア側lZC研究働 することであり、その約束を果

えすことができて、 日本人に対する信級を得たと

うな気かした 筆者は過去に何回か海外出張 した

が そ のほとんどはアメリカの大学 政 府や国際

上記の国際会議に国内

研究委員会 のB:Fi dds

& WaVeS, E:Elec tro―

magnetic lnterference

Environlnent,H:Wav―

es in Plasmas及 び J:Radio Astrtlnomyの 各

分科委員 として、我国代表の一人 として出席 し、

SPposin巴 血 OPtical Colnlltulica↓iKln の

78-4145

フ ィン ランド,第 19回 国際電波科学連合総会

日本大学  菊  地     弘

科学連合等から旅費を出してもらった。今回は「

日本のお金 」で援表 し、 日蕪科学協力lrcぃささか

の貢献をすること力Sできたことをたいへん嬉しく

思う。最後にこの ょ夕左機会を与えられた山田科

学栃換財団の関係の方 に々心からお礼を申し上げ

る。

SessicII Gdided Optics に おヽ`て A4ode

S p e c t r u I I l  o f  O p t i c a l  P σ P e r  i n  h l u l t i I E l t l d e

F ibersと題 して Review講 演を、Sヌ中osiuErl

On IVave lnStabilities  in Space Plaslrla に

おt て`は ILP and VLF Activity Associated

with High Latitude Holeの題名で招待講演を

行なった。

78-4152

ハ ンガリー,第 29回 国際電気化学会

東京大学  藤  嶋 昭

1978年 8月 28日

～ 9月 2日 に夕ヽ ンガリー

グタペス トで開かれた第

29回 国際電用 ヒ学会議

(IS E)に 出席し、「

StabilizatioII of UIIstable ScIIlictlnductOr   か で き た 。

Photo加Ddes for Solar Energy ConversionH

と題して招待講演を行うとともに、関連する研究

テ ーマの請員を開き、世紳 から集まった研究者

ら (例えばアメリカのDr.Ieller,西 ドイツ

P rof.Cer ischer)と最新の研究成果を討論し合

へ 今なつ研究活動に対し十分な知識を得ること
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イギリス,

私 は53年 9月 11～

15日 オクスフォー ド大

学ク ラレン ドン研究所で

開催 された「半導 体物理

学における強磁場の応用

」に関する国際会議で層状物質についての招待講

演を依頼され、幸いに山田科学振興劇固からの派

遣援助を うけ、出荷講演することができた。

この国際会議は 9月 4～ 8日 にエジンパラで開

催 された「半導体物理学国際会議 」のサテ ライ ト

会議という面をも持っていた力ヽ 強磁揚 というも

のを半導体をいしそれの近撮の物質の物性研究に

応用したばらいの新しい成果を間 うと同時に強磁

場発生の技術の進歩をも含めた ものであった。 こ

のェクな会議は近年の超伝導マグネッ トによる

15万 ガクスを超える静磁場 とバルス的に濃縮し

た 200万 ガシスを超える瞬関磁場の発生とその

物性への応用の観点か ら物性科学の極限状況への

踊柘と井極限状況における定LL的ないし定量的知

見の格段の翔 ヒをねらっえものとして高い意義を

もっている。

この会議においては約 3o余 の講演が行われた

が、日本からの貢献lI招待4論 演のほか一般離演

をふくむ非常に比屋の大 きいものであり、この方

面の我邦における活性度の高 さを示すことができ

た。とくに物使研究所では三浦登氏らにより280

万ガクスの瞬間磁場が物性研究用に開発されその

報告は もっともtL目を集めた。また 15万 ガウス

の超伝導 マグネットはわれわれにょって現在層状

金属 半 金属の新しい物ヒ探究に活用されている

のみでをく各種の物性研究に共同示嶋 されており、

この ような整い静磁場の研究冽場での活用 米ヽ国

以外の他国エクはむしろ優れていることを示 した。

私の発表した研究は伝導性の層状結晶のうち特

に興味深いものである11)グラファイ ト イ ンター

カレーシ ョンイと合物とt2)タンルレ2硫化物 (lT

相のTas2)の 電子構造と磁場を利用した伝革機

構の研究であるElectrKIlic Propertles Of Or―

1  6 1

半導体物理における強磁場の応用に関する国特会議

隷 学  日  沼  静  一

8Phite lntercalatica Compoutlds and Tanta―

lBItl Disulphide at High Magltle↓ic Fields

でその骨子はt,グ ラファイ ト カ リクム化合物 (

C48K,C36K,CS K)に つき ド′` ―ス フ アン

アルフェン効果の測定 とその フーリエスペクトル

からC48Kな ど高ステージ化合物の リジ ッドバン

ドモデルとC軸 方向のステーダ数 による超格子 を

考慮 したグラッグ反射 とからフェル ミ面を構築 し

たもの。 C8【 については上村らのバン ド計算か

らつくられたフェル ミ面を ド′ヽ 一ス効果から裏付

けた もの。 またC― K化 合物全般にわたる断 率、

磁気抵抗、ホ ール係数の温度依存 性 ・磁場強度依

存性 ・
磁場オ リエンテ ーション依存 LLから新 しい

知見 を引出し、 また上述の馨子構造 (フ ェルミ面

)の 特徴を検証 したこと。 グラファイ ト・臭素残

留 ヒ合物 (CxBr2)に ついてlPJ同じく ドハース ・

ファンアルフェン効果 からその振動周期のフーリ

エスペ ク トルがえられたが、特質的なこととして

純グラフアイ トの電子 ・正孔の振動周期か臭案組

成の何如にかかわらず残ることと、新 しい周期 (

5～ 6極 )も組成にかかわらをいことで、 こ れと

リグラファイ ト内lrc島状にC32B12か 生 じている

とい う結論をえたこと。2)lT― TaS2に ついて

v4最 も強い電荷密度波によってノーマル状態の金

属フェルミ画が低温では完全に破壊 され半導体に

なっていることかホール効果の温度依存性から推

察され、同時に数K以 下のアンダーツン局在状態

lrCおいて極めて大 きい正お主び負の磁気抵抗か見

出されたこと、そしてこの負の磁気抵抗は東北大

金研の武藤研究室の希釈冷凍機温度 (50 mlt)で

は 10万 ガクスで無磁場の抵抗値の 1桁 下の抵抗

にまで低下することなどであり、主として〔1に つ

いて会議で詳細報告を行い討論を通 じて多くの興

味か持えれたことを知ることが出来た。

えおアランスのエコール ・ノルマールのBok

教授は (グ ラファイト)12 SbC 15等 のアクセプ

ター型のインターカレーシ ョン化合物について、

われわれの採用 した ド′ヽ―ス ・ファンアルフェン
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効果と同じ情報 を与える磁気熱振動効果を用いて

フェルミ面の研究を行った結果を発表したが、そ

れは層面内の二次元自由電子を層面の超格子によ

るプラッグ反射で変イヒせしめた方法〔 われわれ

の方法とむしろ対嫌的てあり、われわれとの間で

ホットな論議かつくされた。 これらの フェルミ面

かいかにあるべきかをより精確に追求する問題は

今後しはらく物性物理学の一つの好材料となろう。

なぜならインターカレーシ ョン化合物は物性物理

お よび工学への応用の対象としてきゎめて新しい

素材を提供することが明らかとをったからである。

今回はオクスフォードの強磁場会議の前にエジ

ンパラの半導イ札 グルノーブルの低温の両物運掌

国際会議に出席あるいは研究発表し、またフラン

スのナンンー大学電気化学教室のB C ttard博 士

(イ ンタータレーションの化岸研究の隣柘者の一

人 )を訪れ討論の機会をえたことも大 とを収獲で

あった

7 8 - 4 1 6 5

′ヽ ンガ リー,セ オライ トシンポ シクム

北強 学 青 村 和 夫

Httgaryの S zegedrC

開かれる学会つ 一週間前

にB e  l g i u l nで9月 4日

から7日 の間 IU P A Cと

S oci6tC Chiltlique de

B e l g i q u c のD i v i s i o n  d e  C a t a l y s e の共催で

S cicIItifiC Bases fo■  the Preparation Of

Eeterogenetus Caしalystsの 2nd lnterDati―

cxlal S yIEpOsiumが開かれたので参加 した 出

席者は386名 で日本から第大の新宮名誉教授、

東工大の尾崎教授ら5名 が出席 した。会場は

BIwellsか ら30kコ 程のところの LOuvainに あ

るUniversite Cathollque de Ltluvainの 講堂
一室で約 90の 論文か発表された。会期中夜には

大学主催のReceptio8,触媒会社主催のCocktail

Party歩 工び有料のLЩ uetなどの懇線会行事が

行なわれた。

9月 11日 から 14日 の間駒颯勢ryの Budap―

estか ら南へ汽車で3時 間のYugOslaviaの国境

付近にあるSzegedで 母IIlposium on Zeolite

か開かれた。正式な名弥はれが icatiOIl of Ze―

olites in Heterogeneous Cablysis 調

Related Fieldで , 0壬 ュniz hg 09jtrlmitteeは

Hmgarian Chertlical Scciety,J6zef Attila

U n i v e r s i t yである。 酌 no r a r y  P r e s i d t t tは

B t l d a p e s tにあるCe n t l a l  R e s e a r c h  l n s t i t u t e

f o r  Q t t m  i s t l y のP r o f  G . S c h 守, 0 互i r m a n

は J6zsef Attila UIliversityの PrOf ユ Fs―

esて ある。出席者は 180名 程度 で 日本からは1ヽ

生の教査の新 回博士、東獣 の′J曽、森川嚇 授

を含めて 7～ 3名 であった。 市の中心にある

■buse Of Techniqueの 比較的狭い会場で 11、

12、 13日 の 3日 間び っしり約 46の 研究発表

と活発宏討論、質疑庵答 か行をわれた。筆者らの

講演は 13日 午後ATttoretical study or the

Site SeJectivity of the CatiKlns in Ze。 lite

A for AniticipatiOn Of cation sites and

Catalytic Activityと い う題 目で行 宏われた。

比較的実験結果を主 とす る研究発表の多い中で筆

者 らの研究は理誰 裏付け された研究であったの

が特色であ り聴衆に多大の感銘 を与えた。

11日 ～ 12日 にはLadies Programも 計画 さ

れ てお り、またその期間中の夜にはOraII COn―

cert,Cocktall Party等 も催 された。 14日 は

′ヽ ンガリー大平原のBugac Pusta方 面のExcur―

Sicln力企 画 されてあ り、好天に恵まれ参加者―

同′ヽンガ リーの回争 風景を現、昔風の馬車に乗

り、 ジプンーの乗馬の妙技に直接触 れ大喜びであ

った。

9月 17日 から21日 の問東 ドイ ンの Leipzig

にあるXarl― Marxulliversitatに Prof R

S働悦l nerを訪関し同大学でZecliteに 関する講

演を行 なった。 東 ドインは戦後 32年 経 た今 日で

もをと厳しいものがあ り、東 ドインに住む ドイツ
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人と西 ドインvc住む ドイン人とを比べていろいろ

を目来で感慨無畳であった。

9月 22日 から24日 の間に西 ドイツの clau―

sthal― zcll elf cld(Hamoverから東へ汽車て

約 13時 間でGosleIム、 ここよう専で約30分 のとこ

ろにあり数kロス寮 ドイッとの国境 )にある性 cbnische

Universita, clausthal の PIof J R

Schopperを訪れた。同教授な石 油地質か専門で

Mosc研 ,東京の世界石油会議等で旧知の間柄であ

る。新 しい研究室を見せて貰い、共通の話題につ

い て討論 しえ

この海外出長は出振旅費の一部として山田科学

振興財団よりの援助を得て行なったものである。

酌 I酔 呼 て 行 なわ れ た 母 m p O s i u m  m  Z e 0 1 i―

Lesにおける講演 を主 目的 とし、その前後可能を

限り関係の深い学会 lr出席 したり、大ネ 研究所

等を訪間 し予期した成果 を挙げえたもの と確信 し

ている。

ここに貴財団の援助に対して深甚左感謝の意を

表明すると共に貴財団の今後の発展を祈るもので

ある。

78-4167

ツ連,里 子化学、量子生物学並びに量子葉理学 に関する国際会議

国立かんセンター 永 田 親 義

上記会議は近年めざま

しい発展を とげつつある

生物学、とくに分子生物

学 や分子薬理学 への量子

化字の適用lC主って生物

現象や薬理作用 を電子構造を基礎 により深 く理解

することを目的 として開かれた。 1970年 以来

隔年 に米国で開かれてぃたが、ソ連歩 よび東欧 圏

のこの分野の研究者 との国際 z流 を目ざしてか]

始めて東側て開かれることにブ1った。

会議は 5日 間にわたり、以下 9つ の主題 l_つい

て 40の 招待詩演と 180の ポスタと展示かなさ

れた。

1 量 子生物字の基礎 としての量子化学

2 酵 素の構造と機能

3 発 がん機講並 びに突然変異機構

4 構 造活性相関と ドラ ック
!デ

ザィン

5 光 合成

6 エ ネルギ ー歩 ェび電荷移動

7 生 体分子のコンホ ーメーヽションと溶媒 効果

8 ヘ ムお よび金属 ポルフ ィリン タ

9 生 体系の光学的性質

米国を始めとする西側から約 40名 、 ソ連お よ

び凍欧 圏か ら約 150名 の出席があり、わか国か

らは大野公男博士 (北 大理学部教授 )か セッショ

ン8、 筆者か セッション3の 招待 講演者として招

かれ又筆者は セッシ ョン9の 座長 もつ とめた。

世界で最 も緑の多 い街 といわれる美 しい キエア

の街からさらに 15キ ヨ、離れた森の中に建てら

れれ理論物理学研殉訴は居索研究の場 としてまさ

に理想的てある。 ここの講堂を会場 に、す く傍 ら

にある研幻所専用の ホテルlZ/全員宿泊して、朝 9

時 から夜 9時 まで (昼 休 みか 3時 間ある)活発 を

討論ン` くりひろげられた。講演な 8割 か英語、残

りは ロシア語 でをされすべての講演に英 ―露の同

時通訳がイア水―ンを通 してなされた (遅駅 は東

語に老能 をツ運研究者 )。

A 会 議の成果 として

1 基 礎理論 の発展と大型 コンピューターの発

達に支えられた量子化学の成果が、生体分子

の構造 と機能の問題にはげしい勢いて適用 さ

れ始めてきり、生物現象 の本質的 を理解 が電

子構造を基礎に可能となるという明るい見通

しを多 くの疹 加者かもった ようである。数年

前までは、 この点について悲観的を見通 しも

少 くなかった ことを考えるとこれな大 き左変

化てあ り学問の流れの歴史的必然とでもいう

ようえもの を感 じさせ られた。

2 講 演の中でとくにEコ象深かったのは理論物

理学研究所長David研 得士の Solとしcnに関す
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る理論であった。 これは蛋白質の中でのエネ

ルギー移動をカル ボニル基の振動の励起帆筈

の伝播で説明するもので、これによって商収

縮機構 も説明できるという。エキサイ トン説

によって世界的 に有名な醜はdov得 士の今度

の新 しい試みはそのユニークさと独創性に多

くの研究者の関心を誘った。

B.筆 者の発表について

最終日の年後の セッション 3で、「化学発か

ん剤の代調的活LLlヒとその代謝体の核酸塩基ハ

の結合 」と題 して 25分 の講演を行った。労香

族炭化水素の代謝的活性化機構として現在 bay

reg lonでのジオールエポキサイ ド均或が重要

とされている。 しかしbay regitlnをもたない

化合物rc発かんとからる事実が知 られており、

この事は bay region説 では説明でさない。筆

者 らは ささにベンツピレンから代謝的に6オ キ

ベンンピレンラジカルが生成 することを見出し

昨年の 9月 11日 から

15日 まで西 ドイツ南部

の ミェンヘン市の郊外に

ある ミュンヘシエ科大学

及び ミュンヘン大学 共催

の「第7回 原子核実験ターダット開発会議 」が開

催され、同会議で日本のターグット技術の現状等

を発表した後 ミ.ンヘ ンエ科大学、中部 ドインの

ダルムシェタクトの町にある国家の威信をかけて

建設完成させた三イオン研究所 (C・ SI)そ れ

にデンマークのニールス ・ボーアタンデム研究所

及びバリー■科大学 オルセー原子核研究所のそれ

ぞれの原子核ターダット部用を視察、調査 ならび

に蒙摺の目的で 11月 ■alまて訪関した。

国際会議の参加者は地元の西 ドイツが 25名 、

アメリカ15名 、 フ ランス 10名 、英国 8名 、中

国 7名 、イタリア 3名、スク=一 方ンとスイスは

それそれ 2名、 日 本lI筆者 1人で共産日のポーラ

たが、 アンスアンスレンや 1 0 -ア ザーベンンピ

レンのよりlrc bay rcgl ontt有しなぃ化合物が代

謝的にアリーラジカルを生じ、これらが核酸 と共

有結合することを見出したのでこれを報告 した

これは多くの研究者の関心をひいてPrOf.L6w―

din(ス ュ‐デン)、 PrOf.Cl.ristoferson(

米)、 Prば ,監 urman(米 )、 PrOf.Chojn―

atti(ボ ーラン ド)な ど沢山の人から質問があ

り、討論かをされた。また講演後さらに多くの人

豊から質問かあり、論文別刷送付の依頼 多ヽ数に

及んだ。化学発かん剤から代謝的に生成するアリ
ーラジカルを電子スピン共鳴法で追跡するといり

研究分野は筆者らが初めて開拓した力ヽ  この よう

と独自と研究に対して外人研究者は非常に高い評

価を与えることを身をもって十分に味わうことが

できたことは筆者にとってこの上をぃ喜びであっ

た

78-4168

西 ドイ ン,第 7回原子核 ターグ ット開発国際会議

薪 大学  菅  井     勲

1 1 月 1 1 日

1 2 日

1 3 日

1 4 日

1 5 日

ンドの 1名を除いて他の自由主義国家から1名単

位で的帯していて総勢 90名 (会 議の内容は次

の各セクションの順で熱心に集中的に討論しらい

誠に盛大であった。

会 誘 の プ ロ グ ラ ム

気体同位元果のターダット製作

重イオンピーム荷電変劉剰ストリ

ッタミー膜

放射出司位元慕の製作技術

ターグ ット製 作方法の一
般技術

ビジネス ミーテ ィング

参力[者はお互いに皆すでに顔なじみの様子で和

気あいらいと細かな面亡で討論 していた。

筆者は夢国を代表して、日本のターダット技術

の現状と題 して会毒つ 3日 目に 1タ ーダット製作

方法 2タ ーダット製作装置 3タ ーダット製作

者についての一般部気 続いて筆者等が開発した

「放射線厚み計を用いて遠′ふ沈降法で作成 した粉
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末ターダ ットの厚み及びそのターダット中に含ま

れる残留バラフィンの厚み測定法」についての報

告、そして最後 に「陽子 ビーム照射による固体金

属 ターダット膜表面への炭宗1付着 」についての講

演発表を行なった。特に発表した中で炭素附着に

関しては沢山の質問が出たこと、お互いに関心を

もつ人達でロビーや宿舎で有益左討論をした。 こ

の炭素附着の問題はサイクロ トコンの散乱槽の壁

からの炭イヒ水素系の放出ガスならびに真空排気系

からの油茶気が陽子ビーム照射によって熱解離 さ

れてターダット表面に不純物 としての炭素か附着

するもので、 このわずかな量でもS/N比 のょぃ

高分解能のデータを得るためには大きなパックグ

ランドとをって郷魔になることが多 く、 これをで

きる限り少なくすることがいつも大 さを問題でこ

の炭素か附着するメカニズムかはっきり知られて

いたいため、普通、経験的な対応策しか行なわれ

ておらず、この種の実験データをまう望んでぃる

様子てらった。

今回訪間した上述のヨーロッパの伝統 と実績あ

る原子核研究機関では、例えばミュンヘンエ科大

学の 4名、C.S.Iの 6～ 7名 それにニールス

ポーア研究チの 3名のとうにターグット製作及び

開発専門家を擁 し、そして最新搬 製作及び測定

装置を緊使 しをからLこの軽い元素からUの 重い

金属ターダットやガスターダット等を精力的に製

作していた。 もちろん安定同位元慕ばかりではな

く、Amや Cfの よ分を放射性元慕も作成してい

た。ターダット製作の仕方は日本でやっているよ

うな核物理屋からの注文 に応 じて 1個 1個製作す

るのでlIなくある程度の需要を見込んだ工場生産

的方式で製作していた。更に馬いた ことは電子 ビ

ーム加熱の茶先源やW.Ta M。 等のフィラメン ト

のポート、それに金属の固まりをE延 法によって

ターダットにするさいに用いるケン ドイッチ型ス

テンレススチールのパックかL厚 さの各種か数拾

mの 長さで彬村庫いっば円用意されていた。最新

の電輸 エバポレイター.量 イオンスパツターリ

ングエパボレイター、圧延機それにカーポン膜専

用の作成装置等か製作するターダット物質の厚さ、

融点、純度、放射lLL物
質および作成 する難容易さ

などに応じていくつも立べ られていた 日本では

不十分を1台の装置を用いて各種のターダットを

製作しており、結局 品質の悪 ぃものを作り上げる

ことになり、簡単に作成できるターダ ット核種だ

けに限定され.新 しいものかひらけにくくをって

いる。各国とヽルーチンソーク的に製作する専任

の人と、新技術を隣廃研究する専門家とが 1組 に

なって、技術の研鎮lrC努めていた。我国の エクに

1人の人間か炭乗農 放射線厚み計そして装置開

発等あっうこっち中途半喘にやるのとはうかって、

決まったひとつの仕事に専念でき、そのtL事につ

いての問題点をひとつひとつ克服したから品質の

良いターグット製作を目指す追究の態度には非常

に感心した。又基礎技術の振興のために、必要な

ものにはどしどし費用を投資していることがはっ

きりと感じられた。

結局、日本における原子核 ターダツトの総合ン

ステムは欧米に比べて極めて貧弱であることを肌

身で痛感 させられた。これに基礎実験製作技術に

対する意識のうかいがあるように思われてえらな

い。最後に、この原子核ターダッ トの国際会議に

日本から参カロしたのははじめてでぁリレベルの高

いそして経験をつんだ多 くの専門家と知り合いそ

して彼らと大いに討論しらい、欧米のレベルの高

さを知ったことは大いに収種があり意義は大きか

らた。

今回の国際会議に参加するために御暖助下さっ

た山田科学振果財団に深謝するとともにこの大き

な体験を括か して世界の水準に追いつくアン・ス

テツプとしたい。
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1 アメリカ， 1 EEE超音波シンポジタム

東北大学御子柴宜夫

合
一

，ー・・司、

山田科学振興財団から えa

の派遣度助を受けて 1. 表面波デバイス関係では、 7 .f Jレ夕、共振誌

1 97 8 IEEE Ult-

rasonics Symp田 ium

k出席し招待講演を行う

ととができた.会議は 9月25日:から 27日まで

のS日間Philadel凶泊郊外の CherryHillで開

催された。例年通.93パラレルセッションで行わ

れ. 1 7件の招待講演(うち日本から 2件)と

170件の一般講演(うち米国以外の固から 46 

件)が行われた。出席者は400人を越えて盛会

であった.私の招待講演の題目は初め Parame-

tric G叩 erationof Surface Acωstic Wav-

es in Mono1 i thic MI S Structuresであ b、

新し柏原理K基づく表面波発生方式の実験結果を

講演する予定であった.しかし論文委員長のRe-

eder博士が私のグループの他の研究成果にも大

変に興味を持ったので. New恥 velopmentsin 

SAW/Sem icondu:tor Devicesと題目を変更し、

表面波と半導体中の電子の刀ヲプルしたデパイス

についての最近の四つの成果事をまとめて講演す

るζとκしたa

識調涛聞は25分討論時間 5分であった。会場

が狭かったせいもあって後の方で立って聞いてい

る人がかなb加た。座長のスタンフすード大学の

Kino教疫は「 ζれだけ種々の新しい成果を一度

~よく出したものだ」と祝福してくれた@講演後

fL;の所~来て賞めてくれた人の中にカーネギーメ

ロン大学のTsai教授、ペル研の Rosen国rg博士、

IBM研の L儲 n惇士.パーデュー大学のGl.mS-

hor教授、モトローラ社e，Hickerrell博士、 M

ITリン力ーン研究所の Stem博士、臼farella

博士‘テクトロユクス社のReeder博士、 トムソ

ンCSF社の Gautier博士なとかいた。

会議でのスタンフすード大学のKino教授との

討鈴. M 1 T リンカーン研究所での討論・見学.

パーデュ一大学のGunshor教授夕、レープの訪問.

討論・見学念どを通して.次のよう在感想を持つ

コンボルパ‘音響光学デバイスなど全体として

応用客9. システム寄.!J~シフトし始めて訟.Þ.

原理的な新しさが念くなb改良の方向を向いて

いる。 ζめととは雑談中~G四也r教授がLean

博士(l(r御子柴ク・Jレープの発表だけが bra凶-

newであとは聞いたととのある話のみだ」と言

っていた ζとにも現れている。

2. 当然のζ とかも知れ左いが一部では日本のレ

ベルは米国を銭いて世界のトップ~Jo'ど b 出た

感じがする固今回の招待講演依頼を知ナたSA

W/ Semico国uctorDevicesや ZnO薄膜材料

の研究レベルはその一例である。まえ、 LiNb

03' LiTa03'セラミックを用いたアィルタの

レベルも世界的に見てトップK位置してh る。

3. 実用システムとの強いつながDを持つMIT

リンカーン研究所のレベルは群を放いている。

実用~近い面での一般情報処理デバイス(I(:ì.'い

てMITリンカーン研究所に追いつき追い放〈

ζ とは一大学研究塞では不可能であるう。 ζ れ

K どう対処するかは基礎研究と応用研究の結合

のる b方の問題でもあ b、今後の大きな課題と

思われる.

成果市

(I) S. Minagawa， T. K略 aya，K. Tsubouchi ， 

阻 dN. Mikoshiba : 

Parametric amplification and gene-

ration of 8urface 8couotic waves on 

11 monoli thi~ MI S sl:.ru¥?ture 

Atρ1. Phys. Letl. 33 oct. 15 

687(1978). 

(2) K. Tsubouchi， T. Higuchi ， M. Nagao， 

and N. Mikoshiba : 

Charge transfer by surface acollstic 

waves on a monolithic MI S struct-

ure 

一ω-



Jレタ′.P″ ′s と タチ,  33

762(1978).

M Itorita, K Tsdbouchi,

■oshib a :

Measurellerlt Of inte2tfaCC―state

paranetels ltear jhe band edge a↓

the Siノ Si02  iIIterface by the

coltductance lnethod

的 歩′. P'ノ s. と 夕rr. 33 oct. 15

745(1978)

に)M Yattlallishi,M AIIleda,K. Ishii,

T.KawaDlura,【 .TsubOuchi, and

N Mikoshiba:

OPtically P‐ ped oaAs iasers witll
acOustic dis↓ribuしed feeabacL
コリタ′. P″ノs. こ 夕′r  33A理 1 251

( 1 9 7 8 )

。Ct. 15
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私は昭和 53年 9月

] 4 日から同年 1 0 月

17日 まで、 IuPAC

(国 際純正応用化学連合

)主 催第 11回 国際天然

物化字 シンポジクムヘの出席と欧州数ケ国の大学.

研究所歴訪のためlrc出長 した。本例国 由振に際 し

山田科学振興財団派遣援助金を受けた。こ にゝ感

謝の意を表し、派遣の成果報告を提出する。
シンボジタムtt 2年年に行なわれ、 1976年

ニュージ ーラン ド(Dund in)の 第 10回 につ ぃヽ

てグルガ リアのVarDaに近いスポ ーンセンターを

会場にして、 1978年 9月 17日 から23日 亡
で開催された。許 期間中晴天 lZC恵まれ第温 も快

適で世界各国から集まった化学者達を喜ばせた。

約 700人 が参加したとのことであったか、ゃは

り欧州からの参加者が多数を占めたようである。
9月 17日 ソフィアからパルナに飛び、 リ ムジ

ンで黒海沿岸の保養地 ゴールデンサンズに着 く。
インターナショナルホテ′レで参力噂 の手続 さを
したが長時間かヽってうん ざりした 私はそこか

ら徒歩で5分 のカムチアホテルに億舎をゎりあて

られた。招へい講演の演者としてンノポックム中
の滞在貴、食費等すべてグルガ リア科学アカデミ
ーから支給 された。夜はレセプションが行なわれ

た。

翌 18日 からシンポジクムが始亡 ったか会場ヘ

78-4179

ブルガ リア,IuPAC第 1

京都大学

1回国際天然物化学シンポツクム

藤 日 栄 一

はインターナシ ョナルホテルから専用パスで運ば

れた。 9時 から開会 式、 10時 か らBartcn教 授

60本 のお祝いの行事か行なわれ 11時 から正午

亡で同教授の講演か行をゎれた 午後はそ ヽい講

演.ボ スターセ ッシ ョンが行をわれた。毎 日大体

この よりをプログラムで 23日 の昼 までスタジュ
ールか さっしクと組まれてぃぇ 私は9月 19日

セクションBD(天 然物の構造決定、化学変換、

天然 物研究のための物理的手段 )の Dr Huneck

(東独 )とPrOf stttaす(チェヨ)の講演の座

長をつとめた。ついで9月21日 午後ReacticIIs
of 恵五trene and lts Relatd Compounds

wilh mall↓ m Trinttrateと 題する招へい請

演を行なった。 内容はジテルペンの一種である

夕″r-16-Kaureneゃ その近嫁化合物 夕″r_15
-路 urene,phyll∝ 1コcne,そ れ らの 17-nor―

1 6 1Ketolle体をどと硝酸 タ リクムとを種 々の溶

煤 を用いて処理すると興味ある反応を起す ことを

亡とめたものであるか、ぃずれ も私の研究室での

最近の成果である。

この シンポジクムを通 じて最 も感銘深かったの

は、米国 ク ィスコンシン大学Trost教 授の天然物

全合成 のデザィンの選択仕 についての講演お よび

カナダ、ニューブランスク ィック大学冊晩 sneI教

授の デルフ ィニン型ア ルカ●イ ドの全合成rC関す

る詣寅であった。 また地元プルガリアの プロッデ

ィブ大学のMo1lov教 授、Paparlov博士やイタ リア
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のPittzi教 授らとと互いに非常に近いジテルペ

ンの仕事について規 しく意見交換をする機会を得

たのな幸いであった。

次いてスイスのチューリッヒ大学にEttster教

授をたずねた。彼は有名左Karrer教 授の後をつ

い打 ヒ学散 ある力、 私共のジテルペン研究と非

常に近ぃ研究を行なっているので共通の問題につ

いて議論した。次にETHに Eschcm8oser教 授

を訪問、来訪中の北大正宗直教授のセミナーに参

力|した後 E教 授の実験室とよび教授室て歓談した。

同教授の偉大さに感動した。 ETHで はなたSL一

icher教授の研究室を見学した。

次は ドイツのミュンヘン大学のW agner教 授、
ベルリンエ科大学の30hiltBIII教授、Vorb述 す

gen教 授. ベルリン自由大学のGttsch教 授を訪

関し、それぞれ 9月 28日 、 10月 2日、 3日 に

最近の私共の研究成果 について請演した。つ ぃヽ

てフランスのgifに ある国立天然物化学研究所所

長BartOn教 授やPctier博 士、Po lonsky博士ら

をたずね、 lo月 6日 午前「新 しい句吊左合成法

の探索 」と題して講演 した。 3ar tOIl教授の鋭い

質問や価値ある提案等その博識に感服した。

再び ドインに帰クルール大学ボッフムにzelk

教授を訪れた。 この大学なイギリスのサセックス

大学、日本の筑波大学 とよく比較 される新しいタ

イプの大学であるが、その規模の大 きいのには驚

かされた。 Z教 授はカルスを使っての生合成研究

等に最近頭角をあらわしてぃる少壮教授であ生

10月 11日 この大学の化学教室で前記断合成法

開発について講負した。 S配 しzに教授やWcrzel

博士の質問に対する応答、討議は楽しく価値多い

ものであった。

ボッフムをあとにして最後の訪問地ボンヘ行く。
ポン大学に旧知のStegli仇 教授をたずね、 10

月 12日 に講演 した。翌 日オース トラリアのBi―

rch教授か来訪、有機合成における鉄錯体と題す

る講演をさく。 s teglich教授の実験室を見名

彼はTsdlesche教 授の後任となった優秀宏化学者
でキノヨの色慕の研究 と新合成法開発研究を精力

的に実施 している。私供 の研究 と非常に共通点か

らり、彼との協同研究を具体化すべ く種 語々り合

ったち

ボン大学を最後に帰国の途についた。実 り多い

充実 した欧州出張であった。

北大西洋条約機構 (N

ATO)科 学事業部門後

援のNATO研 究集合は、

特定のテ ーマにつぃて研

究を行 をう主としてNA

TO諸 国や第一線の研究者か一堂rc会し、研究発

表 ・討論を行なりことにょってその分野での研究

の大 き左展開をはかるとともにお互いの親建を深

めまた共同研究のきっかけをつくることを目的と

するものである。そのため会期は通常2週 間以上

と定められて居る。

本年はイタリヤ ピ チ大学のチアメリ教授とア

メリカ・マサチ.一 セッン州立大学のレンツ教授

8-4180

イ タリア,NATO研 究集会 「立体規制ポリマーの

合成 と性質に関する研究の最近の進歩 」

大肱 学  畑  田  耕  一

とか中心となり、高分子の合成および物性の研究
に従事する者 100余 名か 10月 3日 より14国

までイタリヤ ・ピサ郊外テイレニヤのホテルゴル

フに集まり「立体規則性ポリマーの合成をらびに

その投資と構造との関連性」を主題として発表 ・

討論を行なった 非NATO諸 国からの参会者は

日本 イスラエル、ユーゴースラビャ、 ス ィス、

イランなどより計 11名 で、1注 はアメリカ側責

任者レンツ教授の招 さて出席した。我国からな他

に東京工業大学の慶伊教授、東京理科大学の小出

講師か参加した。

会議は 10月 3日夜の ビノ教授の「立体規則性

重合の歴史と最近の進歩 」についての講演を皮切
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りに、連 日午前九時より午后 7時半の夕食なく

時 として夕食後ヽ講演発表と討論の行えゎれる熱

のこもったもので、昼食後 4時 半亡での長い昼休

みは個人的討論にも活用することが出来た。また

会期中にはフローレンス、ポルテラなどへのア!、旅

行やフイン襲造所の見学認飲会などもあ って終始

をごゃかな雰囲気のうちに会議は進められ、最終

日に催 された晩餐会ではチアメリ.レ ンツ両教授

か参会者全員に握手で別れを告げたあとも人 は々

なかをか立去らず、深夜まで別れを借 しみつつ、

再会を約した。

会議冒頭てのピノ教授の講演のあとはチ ーグラ
ー
駒案17Cよるα―オレフィンの宣合についてチア

メリ、テイ ト、チェン、慶伊教授らの講演からり、

反応の立体規制、モノマーの付加様式などの宣合

機構とともにな廉活性測定法の信頼性や活性点の

数と構造つ決定に議論が集中し、とくにマサチュ
ーセッン州立大学のチエン教授のESRに ょる

supported catalystの 活性点 の研究が注目をひ

いた。

ついて会議の主題 は「イオン畳合 lZCおける立体

規制 」に移 り、レンッ教授の 「イォン宣合反応に

於ける立体規制の研究の最近 の進歩 」と題する懇

切丁寧な講演のあ とデンマ ークの コップス、フラ

ンスのスパスキー両教授の匪際 重合に関する講演、

ミェンヘ ン大学のヘ ッカ ー教授の メタセシス量合

の メカニズムについての発表,ベ ルギーのテシエ

教授のジエンの量合反応に於ける立体規制につい

ての講演 などが続いえ 小生v‐lこ の部用 でα―置

換 アクリル酸ェステルの アニォン畳合に於ける活

性点の多様性について講演を行 った。 アニオン重

合の活性点 の問題については アロ リダ大学のふ―

ダンァッンチ教授、 マ インツ大学の ミュークー博

士 らの発表 もあ り、 メタクリル酸 エステルのアニ

オン宣合で永年末解決であった活性点 の問題に よ

うや く解決の兆が見えはじめたように思えた。発

表後上記の水―ダンアッシュ、 ミ ュークー両博士

に ミューラーの以前の脇同研究者ヘッカー教授 も

まじえてこの種の研究の今後の進路について長時

間にわたって議論を重ね、生成ポリマーの立体規

則性をらびに分子畳の分郁つ詳しい研究 とともに

オリゴマーアニォンの構造と反応性の研究ならび

に反応の動力学的追跡 も立体規制の諸問題を考え

るうえで重要であるとの結論に達した。

会議の後半、テーマは 「ポリマーの構造 と固体

えらびに溶液物性の研究 」にかわり、まずアクロ

ン大学のフヽ一タッド教授か「立体規貝」性 ポリマー

をらびにコポリマーのNMRに よる研究 」と題す

る講貞を行ない、NMRに よるポリマーの構造研

究の一
般的手法を紹介するとともlr、立体規則性

宣合の研究に於けるNMRの 重要性を豊富々研究

例をあげて説明した。そのあと各国の研究者によ

るボリマーの立体規則性についての最近の研究成

果の発表かあり、特にベルギーのアタルス.フ ラ

ンスのスバスキー両教授の共同研究による「ポリ

チイランのカチオン分解鞄或物を用いる原ポリマ

ーの立体構造の決定 」は新しい研究手法の一つと

して興味をひいた。

NMRに 関する研究発表のあとにはコラディニ、

チアデリ、マルク、セル ビ、Aカ ラス、マックナイ

ト各教授 らのポリマーの固体えらびに溶液状態で

のいろいろを物性についての講瀞 Sらり、立体規

則性重合の歴史 と題するパネル討論を最後に会議

の幕を閉じえ

高分子の合成に携わる者とその物性を研究する

者とが一
堂に会して意見を変換する様会はあまり

をく、このNATO研 究集会への出席は小勢こと

っては大変幾 を経験で、新しい知己も得て今後

釧 究を進めてゆくうえて大いに得るところから

った。終 りに、研究集会に出席するにあたり山田

科学振興財団より旅費の援助金を頂いたことに対

し深 く感謝する。
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78-4183 

フランス，非平衡系V亡合ける不安定性と構造の国際集会

東京大学鈴木噌雄

表題の研究集会がプラ

ンスのボルドクで開催さ

れ. 82人が参加し、 25

の講演が行なわれた.主

11'訟Th1lj;-."品;'!lJ' ， として化学反応と流体力

学的不安定性の問題が~þ上げられた。 ζの研究

会の特徴の一つは実験の映画が4本も上映され非

平衡の特徴を実感するζとか出来たととである。

M. Duboisのベナール対流の映画は誠K美事だっ

た.上・下の混度発を与えてそれからベナーノレの

セルが定常的に出来るまでの過程をカラーフィル

ムで見せた.また研究会の組織者であるA・Pa-
cult達の化津反応(主にジ守ポシンスキー反応〉

に闘する映画も、開If(系の特徴及び生体系との類

似を理解ナるのf'L大変効果的だったa すなわちモ

ーター(ポンプ)f'Lよ b必要念薬品の成分か絶え

ず一定速度でビーカーに注入され、反応後の生成

分は絶えず流出させて定常過程を作t • 液体の色

か時間的に数寸秒から数分の周期で変動するとと

を示した.

私の講演は「不安定性、非線形揺勤及び巨視的

秩序形成のスグーリング理論」と称ナるものでそ

の要}~，は次の通D である。始め秩序の無い抗態f'L

置かれた系K対してその外界の条件(例えば、温

度)を急κ変えて始めの状態が不安定に念るよう

Kナる。特に外界の密化の仕方を適当にとって新

しい定常伏態では巨視的秩序が現われるような条

件にすると、体系はその新しい巨視的秩序状態f'L

向って変化して行〈。その途中の動的過程を統計

力学的κ板前し‘そのメカニズムを明らかにした。

一口f'L言うと枝問のゆらぎ.途中の乱雑左力及び

系の非線形性の相乗効果(s ynergign )として上

の過程か起~<>ζれを理論的K明示するためK時

間領域を初期領域、中間舗或(スケーリング領域

)及び終領域と Sつに分割し、それぞれで漸近評

価を行い最後Vてそれらを解析的に鵠続して大域的

念解を見い出すととに成功した。 ζれKよると初

期領毎えでは初期のゆらぎとランダム念力が重要で.

しかも ζれはガクシ守ンとして扱うととが漸近的

κ可能である ζとがわかる.牛闇領域では体系の

非線形性が重要にな 9. ランダムなカは漸近的f'L

無視出来るよう Kなる@ぞれKもかかわらず分散

すなわちゆらぎはとんどん大きく左弘 ζの中間

帯或でもっとも増幅される(揺動増幅定理)。乙

の大きく僧幅された揺勤がやがて巨視的な大きさ

にまで成長し、それが巨視段秩序へと発展して行

らとれが巨視的秩序形成の基本的メカユズムで

あるa

との理論は、すでにレーザヘ超放射.動的磁

化過程等に応用され.物理的な結果が得られぞれ

は実除縦課をよく説明出来ゐととがわかってきた.

今後後形成.スピノーダル分解、化学厨5等に応

用出来ると期待される.

上の理論の当否.その近似の度合、その応用等

K関ナゐ多〈の論文がすでK出て;t.，T広〈外国に

も関心を持たれていゐζとかわかる.

) 1月20日-23自にかけてベルギーで第17

回ソルベイ会議が、プリゴーヂン教授を中心に開

催され、そζ でも上の理論の講演を行い多くの質

疑応答が行われ非常左成果があがった.
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1. M. Suzuki， Prog. Theor. Phys. 56 
77，477(1976) 皿dibid 57 380 

( 1977) i J. Stat . Phys. 16 11， 
and 477 (1977)， Physica 86A 

622( 1977)， Phys. Letters 67A 

339(1978). 

2. T. Arimitsu and M. Suzuki， Physica 
90A 3 0 3 ( 1 9 7 8) i i b i d 93A 5 7 4 

(1978). 

3. M. Suzuki， Proceedings of the Bordea田

Conference on Far-From-Equilibrium: 

Instability血 dStructures， held at 
Bordeau."!， September 27-30，1978. 

4. M. Suzuki ， Proceedings of the Morpho-
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genesis of Living Systems， held a.t 
Paris， October 5-7， 1978. (to be 

published in Comptes Rendu5) . 

6. 鈴木増雄，第 17回国際ソルペイ会議総演及

びプロシーデイングス(出版中)

78-4200 

イタリア，最近I'Ci.~ける多体理論の進歩tζ関する会議

目的

今回の御下出張の目的

は以下の通bである。

1. Trieste(伊)の国

際理論物理学センターで

開催されたRecentPTogress of Many B剖y

Proolemと題する国際会議κ出席しrAT.MS法

κよる少数敏子系」につ加て講演を行うとともに

E変物質‘変分法。研究者と討論を行九

2. Zagl吾b(ユーゴスラビア)の自然科学研究

所長Prof.Slausを訪問し同研究所で講演を行う.

3. Viennaの国際原子力機関を訪問し.原子核

周5ヂータの活動について打ち合せを行う。

日程

9月 22日:成田を出発

2 9日:チューリッヒ経由トリエステ着

1 0月2~7 日;コンブ z レンス出席

9日:ザグレプの自然科学僻究所訪問

1 1日:ク(-ンの閏緊原子力機関訪問

1 7日:チューリッヒ.成田経由乳脱着

9/23~9/28 の間チューリッヒ κ滞在し会

議にかける報告の仕上げを行った.また帰路の際

十亡はチューりッヒ空港が天候のため閉鎖され出発

かかくれた.

成果

1. トリエステの会議では J0月 6日午前 11時

から 30分の報告を行った。報告後多〈の研究者

から質問をうけ.また降壕後ATMSの方法につ

いて多くの意見がよせられ、 ζの方法K対して高

い関心か払われたように思われた。またローマ大

学のProf.Cioliからローマ大学訪問の招待をう

けたが.すでに会議後Prof.Slausから招待をう

けとれを受けていたのでその旨を説明したと ζ ろ‘

A'fMS法によるトリトン波動関数の討論のため

北海道大学 田 中

。ーマ大学から人を送タたいという要務を受けζ

れを快諾した。

核物質の伊関vz:i.'ける変分法の結果か従来の伝

統的な方法による結果と比殺したときエネルギー

{直か低くなってお、夕、 ζの点を討論するととかζ

の会議C主左目的であった@これK対して私の報

告は少数敏子系を例Vてとって敏子系I'C用いるへき

相関関数を示すとともKこれらの相関関数か3α

系で基底抗態のエネ Jレキーの接近した上・下限値

を導〈 ζ とを示した.

さらI'CATMS法を用いてα桂子の基底、励起

状態のエネルギーが現実の2体力. 3体力を導き

うる乙とを示したが、以上いくつかの結果は出席

者に相当強い印象を与えたように思われる.

会議中に主な出席者 10名許Dと立入った討論

を行ったa なお・私は現在直接手がけている仕事で

はないか日本κ台ける絞物質の研究の今後のあ b

方Kついて具体的な考え方を持ち得たζとも大き

な成果であった。

2. ザグレプの自然科学研究所では桜子伺3体力

を中心陀 1時聞の講演を行った.同研究所のProt

Slaus所長は少数綾子系の実験研究者であって敏

子3体力の笑劇ヲ検証につよい関心を有してか!J. 

n -d散乱に訟ける S体力の検証κついて討論し

有効であった。左念今後両者の聞で研究上の連絡

を密V亡するととにしたa

3. 私が責任者となっている特定研究のグループ

のーっか菌際原子力機関から咳ヂータ活動の ac-

tive groupのひとつとして情報伝達その他の連

絡をうけている。との関係でクイーンにあるその

本部で絞ヂータ部の責任者Dr.Schm idt公よび

Vice PresidentのProf.Kakiharaと日本K卦け

る咳ヂータ活動の現状と今後VLつ加て討論しきわ

めて有効であった。 とく K私達の開発している咳
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データの入力検索システムNR DFと 核データの

国際的変換用システムEXFORと の互換性の成

1 9 7 8 年1 0 月2 日

よリー週間、イ タリー国

トリエステ市にある国際

理論物理学センター

( IIl`ernatic配1

Center fOr軌 ∞retical Physics)に於いて開

催されたRecttt Prttress on lra呼―Body lll―

eories(最近の多体論の発展 )国際会議になぃ

て、第 3日 目に招待講演を30分 にわたって行を

った。表題はSolid―Like Aspect witt A■e―

rllaしing―Layer―Spin S↓ ructure and Pion

Ctlll髄恥atitlll h Nuclear SIedi叩 で ぁ人 最

近京都大学の我々のグループが行ってきた核物質
の新しい相としてのァ中間子凝縮に関する研究を

報告した。 π中間子凝縮の可能性か指摘 されて以

来数年を経過しているか末だ実験的に検証 されて

おらえ 研究としては中間子場の記述か専ら行な

われて きた。これに対して我 々の研究は、核子系

の構造的変化に着目して、″中間子凝縮を変ボ的

な層状スピン構造を核子系かとることから明ら力ふ

にしたものであり、異なった角度からπ中間子凝

縮を把えたものとして注目された。この国際会議

において、興味を同じくする諸外国の研究者と直

接に会 って、意見を変換すること力S出来たことは

今後の研究にとってね融義であった。 この報告は

Nuclear Physlcs誌 の特別号に印刷掲載される

ことになってぃる。

国際会議後 10月 10日 ,― マ大学物理学教室

にF.Calogero教 授を訪ねまたイタリヤ国立核物

理研勾所のF,Palulnbo博 士 と研究上の意見変流

を行なった。特にこの両人の研究は我々の立場に

近 く篤幼な討論が出来た。

次いて 10月 16日 ～ 18日 の3日 間、欧州恰

同原子核研殉チ (CERN)を 訪ね、T.E,0.

り立つことを最終的に確認した。

78-4218

イタリア,最 近 における多体理論の進歩に関する会議

京都大学  玉  垣  艮  三

Ericstln教授及びM EricsOn博 士と″中間子の原

子核における役割について意見を交換し、 Solid
―L i l t e  A s t t c t  O f  N u c l e a r  s y s t e m  R e l a t e d

to Plon ColldalsatiOnに つぃて約 1時間にわた

って請演をした。 10月 19日 と20日 には、ス

イス原子核研究所を訪間、F・Lenz博 士、K.K―

ubolera博 士 と討論、同上表題について約 1時間

講演を行をった。z中 間子を用いた夕鋒的研究を

主として行なってぃるこの研究所の実験設備及び

運営方式について視察することもあわせて行 った。

次いで 10月 23日 、 24日 の両日西 ドイツのレ
ーダンスメルダ大学を訪間、欧米でπ中間子凝縮

について最 中ヽ心的に活動しているW.Weise教

授を訪ね、数時間に三 って我 の々最近の研究 につ

いて講演し討論を行なった。またwei弱 教授及び

H.Tokj博 士か行なってぃる研究について話をさ

さ討論を行をった。こゝでは討論か隊心lrCふれる

ようにやることか出来て極めて有意義であった。

10月 26日 には、同じくBrFの チ _ビ ンダン大

学にK.Widermuth教 授 を訪ね、原子核のクラス

ター
構造の研究の開拓者である教授を日本に招ヘ

いする件についての打合せを行をった。 この時 「

日本の核物曜学 」という題で、諸演を 行ヽをった。

以上国際会議とは異なった個々の研究者との直

接長時間にわたる研究交流か可能になったことは

今般の渡欧の第二の成果であると言える。やはり

直接に知り合 って意見変換することはそれ自身重

要であると共に今後の国際交流を円滑に且つiモ溌

に行をう上で重要であったと考えている。

今回の国際会議についてはその期債伸 またそれ

ぞれの研究機関での消在期間中の滞在費の援助が

うけられたが、渡航経費と研究機関を移動する旅

費については貴財団からの援助は大変lrc有難 くこ

れがあったので比較的長期にいくつかの研究機関
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を訪問することが出来たことlFt深く謝意を表する  次 第である。

78-4219

ア メリカ,ア ミノ酸の生物地球化学の研究会議

北海道大学 秋  山  拒  彦

化石中にアミノ酸か残

存 している事実はP,H.

,  Abeism博 士によって発

見され、今年かその 25

1 周年 rrcぁたる。それを記

念 してカ ーネギ ー研究所の主催でア ミノ酸の生物

地剰 ヒ学における進歩 と題する この会議か康催 さ

れた。 カ ーネギー
研究所の先1 のヽ所長 として、 ア

ーベルツン博士かこの研究に大 きく貢献 された こ

とにその理由が ある。

会議は 10月 30日 か ら 11月 1日 の3日 間に

わたタパ ージエア州のAirlie Hbuseで 行なわれ

た。連 日の快晴の天気 と広大で美 しい敷地の中の

よい設備に恵まれ楽 しく有意義 な会議で あった。

アーベル ツン博士のKevnote addressに 始まり

6つ のセッシ ョンで67の 論文が発表 された。提

出 された論文を私をりに整理 してみると次のエク

にを生

1 古 生化学 と生体鉱物に 2 ア ミノ酸の分析法

と研究童 間の分析 精度、 3 ア ミノ酸のラセミ化

反応機構とその年代測定への周吊、 4 堆 積物 ・

隕石中のア ミノ酸、 5 粘 土 と有機物との反応

今回の会議で最 も発表論文 の多かった上記の 3

の研究は、 1970年 以来急速に発展 して きてい

るか もり限 界にまで達 してしまった という感を深

くした。 それに反 して古Jヒ 字 と生体鉱物形成は、

これか らの研究 となろ う。 またア ミノ酸の分析法

の進歩は目をみはるものがあり、 Picoll161e単位

でのアミノ酸の配列順序の決定が可能であるとい

う。 しかしそこでは汚染の問題がさけることので

きない障害 として横たわっている。

私はセ ッション 3で
｀
DiageIIetic decompo―

sitiKIIl of Peptide-linked serine residlles

i n  t h e  f O s s i l  s c a l l o P  s h e l l s "及び
〔
Sじa―

bilization of alllinc acid degradaし itll in

the interlaァ ers of Na― lllt ntllpr il hni te ″の

論文 を発表 した。

多 くの参加者 と討論できたこともあってこの会

議への参加は今後の私の研究にはかり知れない価
値をもつものと信じている。

会議への参加者lr■82才 のRWG.椰 推koff

教授から20才 台の大学院生にも及び 65名 のア

メリカ国内の参加者と10名 の国外の参加者より

なっていた。このはかはカチダの 3名、イギリス

の3名、イスラエルの 2名、 ド イツの 1名、そし

て日本から筑波大学の原日馨教授と私の2名 であ

った。この会議を契機として今後継続して会議を

もつ方向に進むものと思われる。

最後になったが、実 うの多かったこの会議への

参加低貴財団の援助な くしてはあうえなかった。

記して、哀心よう謝意を表 したい。
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78-4230 

イン人第5図面際ステロイドホルモン学会議

イ

昭和53年 11月 l日

1胤名古屋空港午前 10 

時発.香港 ・パン コック

経由の日本航空で I1月

2日早朝インドのニュー

ヂリー園祭空港に到着した.友人のDr.Pむldey

が学会場であるアショーカホテルの近くの政府経

営ホテルを予約してくれてi:.~!J .ナぐチェックイ

ンの後第 5回国際ステ E イドホルモン学会場に駆

けつけた.先ずレジストレーションをすませたが.

卦 Dしも学会開台 Iカ月前I'Lインドカルカッタの

ムカルジー博士らによる体外受精児第2号ドルガ

ち守ん誕生のニュース報道かるム学会の雰囲気

はいやがうえKも高まっていた。本会議はナでK

1 0月27日ょ b始まっていたが、 I )月 2日κ
私が興味を持っているステロイドホ，レモンの卵成

熟誘起作用に闘するセヴションK出席でき.今後

の僻究K多くの示唆を受けた.夜はホテルでイン

ドの古典舞踊が扱露され、観客は民族衣装I'L身を

まとったイ ンド美人のエキゾチック左舞を犠能し

たo ) 1月4日κ本会議が終!?.翌5日は政府経

営の観光パスでアグク K行~. I 7世紀ムガール

王朝の代謝9鐙築物であるタージマハール等の見

物をした.

6自の朝VC宿舎をデリー大学キ守ンパス内のグ

ストハクスに移し.加よいよサテライトシンポジ

且ームの開始である.シンポジュームは 6日から

8日までニューヂリーのヂリー大学僑内の動物学

教室講堂で行なわれた.ζのシンポジュームは魚

類のステロイドホル号ンI'L関するものであ担、第

5四国際ステ巳イ F学会議主催の 5つのサテライ

トシンポジ品『ムのーっとして開催されたホ議

長は現ヂリー大学動物学教室の教授であるDr.

SI紅白rarajである.彼は 19 6 5年頃からインド

麓ナマズを材料代卵成熟機構の解析に関する多く

のすぐれた研究を発表している. ζのシンポジ z

ームへの参加者はイギリス‘ フヨンス、アメリヵ.

カナダ. :;;tランタ:イタリア.日本左どからの外

基礎生物学研究所 長 浜 嘉 孝

国招待講演者及びインド園内からの参加者も含め

て合計200名程度であった。私の講演は第2日

自の午前 11時30分からにIL!?るてられた。講

演内容は 19 7 5年以来、カナダのパンクーパー

のプリチッシェコロンピア大学の動物学教室で

Hoar教授、前述のDr.Pandey， Dr. Lamらと

共に行ってきた.魚類VCi:.'ける卵成熟、排卵機構

κ関する研究の一部で、魚類9陳及び精巣VCi:.'け

るステロイドホルモン産生部位について、主とし

て電子顕微鏡学的.細胞化学的結果についてであ

る.魚類9楳では specia) thecal細胞、精巣で

は interstitial細胞がステロイドホルモンの主

な産生部位であるとと、更VCslX!ci al theca 1細

胞は卵成熟持に脳下垂体からの性腺刺激ホルモン

の束l撒を受けて、プログステロン系のホルモンを

分泌し、ぞれが卵成熟を誘起するととなどを説明

した。講演後VC内容及び授術的な面~どに関する

多くの質聞かる丸反響は確かであった。

1 1月8自の午後 1時にシンポジュームは終了

したが、今回の会議の特徴は内容を魚類のステロ

イドホルモンに絞った ζ と、多くのコーヒープレ

イクをもうけたととなどによ b活発な曹具の交換

ができた ζ とであるう.更に参加者の多くが同じ

宿舎I'L泊った ζ とも深〈討論ができた理由である

う。イ ンドは食糧事情友ど多くの問題をかかえて

訟 b、 ζのシンポジュームでも基礎的恋研究発表

I'L加えて魚頬の摺養植弦術の開発、改良など応用

面についても真剣な討論が怠されていた。学会期

間中もある宗教グ2レープの内紛にヂリー大学の学

生も関係し、 2日程大学が閉鎖されると いう一幕

もあ bインドの複雑念圏内事情を塩聞みた様左気

がした。

1 J月9自の早朝シンガポ ール航空でデ リーを

後Kし、パンコックを経由しシンガポールK向っ

た.熱帯地方特有の激し加夕立の中をシンガポー

ル中心街K近いパンクーパーでの共同研究の仲間

であるDr.Lam宅に落ち着いた。翌日はシンガ

ポール大学を訪問し、動物学教室で魚類の卵成熟.
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排卵機構の内分泌支配についての講演を行った.

シンガポールは工業生産の拡大を中心政策として

お、 L 動物学などの基縫的学問は軽んずる傾向が

さ， !> .設備等も我が国の大学K比してかな b劣っ

ている様1'(思えた。翌 12日は香港1'(飛び、香港

大学の動物学教室を訪問した。 1958年f'(10-

ba le boun:loI}'細胞をはじめて報告したLofts

教授に先ず御会い した.現在は chairmanであら

れる教授はもう 20年も経過した組織化学の切片

のプレパラートを私K示 され左っかしそうに発見

時のエピソー Fも混じえて説明して下さった。他

f'LDr. D. K. Q. Cban， Dr. S. T. H.白 anなど

の研究室も訪問し共通の興味についていろいろと

討論したo 1 I月 13日の夕方 6時に家族が出迎

える名古屋空港κ到着し約2週間の有意義な旅を

終えたa

最後Kζの有意義な出張の実現K旅費の全面的

支援を与えて下さった山田科学振興財団に深〈感

謝する。

78~42 3 2 

ソ連，日本及びソ連邦両国間のプラズマ物理学K

関する連合シンポジウムの打ち合せ

1 1月14日成田出発、

約10時間の飛行の後気

温 O.Cのモスクヲκ翌日措、

出迎えのパイ コフ博士の

案内でソ連邦科学アカデ

ミーの宿舎峨装を解いたのは午后7時頃であっ

た。 15日・ 16日の2日問、レベヂフ物理学研

究所のシリン教授の研究グル ープ約 10名の研究

内容についての説明を聞き討論を交換し、 1 7日

午后「ソリトン物理学の研究の最近の発展」につ

いて講演したo 1 8日午前 10時ドモ ジヨドポ飛

行場を飛び立ち南約 17001ull. ク.)レジア共和国

の首都トビ リシへ向九暗〈冷たいモスクヲから

明るい対場の光のあふれるトピリシの街に来ると

将にコ ーカ サスの山を越えて別天地を訪れるの感

を探〈する。 トピリシ滞在中はチンツアアセ・教授‘

ロミナツゼ教授の手厚い歓迎を受け特rcグルジア

共和国科学アカデミ ーの事務総長ランヂィア教授

と「プラズマrc:t.~ける非線形現象 」 に闘する日・

ソ連合シン ポジタムの開催など陀ついて懇談し.

「ソリトン物理学の研究の最近の発展J(20日)

「円偏光アルへン波ソリトンのふるまい J(21 

日)rcついて講演を行ない活発念討論を交換する

ζとができた.グルジア共和国は温暖左気候K恵

まれプドク酒、茶その他の豊富な虚産物を産出す

名古屋大学市川芳彦

るソ連邦内でも財政豊かな共和国の一つでるム

古くから著名な数学者等を輩出している特色のあ

る地方である。

1 1月23日トピリシよ bモスクヲを経てそス

クヲから東へ約 35001un飛行時間4時間、シベ

リアの中央ノポシピルスクへ飛ぶ。ー 1O.Cとい

うシベリアの冷たい空慣が接しく肌をひきしめて

くれる.出迎えのジープの跳躍K身を委ねて凍 b

昔、た大地を走b続けて 1時間.アカデミー市に

あるホテル1'(荷物を置いて直ちに原子核研究所を

訪れる。個性あふれるプ トカー教授の新鮮左構想

のもとで独創的左活動を続けてきたζの研究所は

プトカ ー教授亡 き生スクリンスキー教授を芳屋、

リユ トプ教授を副所長と してス トアレ ージリング

方日速器.開放端系プラズマによる核融合実験装置

などを駆使して、若々しい活動を維持しようとし

ている。 24日には上に記したこつの講演を行っ

た.今はモスクヲK移ったかレプマン教授.ザjJ

ロフ教授などの研究を中心として ζの地で育ぐく

まれたソリトン物理学のその後の発展Kついて.

ζの地で講演する ζ とは感慨深いものであったが.

英語の得意でない若手の研究者のために リユトフ

教授が自ら通訳の労をとるという教育的配強を考

えるという ζ の研究ク勺レープの活動には心暖まる

ものを感じさせられた。
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11月 28日 早朝、とぃって も末だ暗闇の 6時

30分 ジープに搭乗吹雪の中をノポシビルスク飛

行場直て疾走。雪の舞い故る暗い衛路を一日の仕

事に急ぐ大勢の人 の々黒い列がジープの窓の外を

後ろに流れる。モスクフ空港視界不良のため2時

間待ち合わせの名 断 く離陸した時には思わず本

ツとしたが午店 1時頃「モスクフ空港潟鎖のため

レエングラードヘ向 う」とぃク機内旗送に乗客―

同びっくり。午后2時 10分 レニングラードに着

陸、夜中の 11時 過さ
・
まで全巻で待機 その間 2

度 も飛行機に乗 りこみをから出発中止。結局レニ

ングラードlrc―拍。 29日 器のこいモスクフ・ン
ユレメチボ国際空港に帰着。ブイザに出ロスタン

プのない人物か再度シユレメチ本国擦空時 の八日

にあらわれたので入国技査gは びっくりしたよう

であった力S、 とにかく無事に通ることかできて本

当にネッとした。

11月 30日 再びレベデフ研究所を訪れラビノ

ダイツチ勢優、 シ リン教授などと来年度開催の日
・ツ連合 シンポジタムの具体的を主題及び実施方

法等について意見を変換し、 1ッ リトンとバラメ

トリック禿安定性、 2異 常輸送におけるプラズマ

乱流、 3ト カマクにおける磁力鴨の再結合、の 3

つの課題を中心 として日・ツ両方の研究者ウS準備

を進めるとい うことになった。特にツ連側の科学
アヵデミーと原子力本」用委員会の間のスムースを

連絡を進めるために、 こ の相談の内容を私の側か

ら原子力利用委員会容下のクルチヤ トフ原子力研

究所 カ ドムツエフ教授宛に手紙で運結をしてお く

ことか非常に有効 であるとい う示唆をラピノビ

ッチ教授、シリン教授から得たか、これはツ連側
の二つの公的機関の間にある事務上の難点を予め

取りのでいておくために適切え協力をすることが

で きることを意味し、シリン教授には、今回私か

訪 ツすることかできて本当によかったと喜んでい

ただくことかできたのは嬉しいことでぁった。

12月 4ロ ー13℃ のモスクフを出熱  12月

5日 午前11時 +13℃ の成田空港に着陸、 3週

間に渉る訪 ツの旅を無事終了した。

第 1 2 回 ヨーロッパ会

議は昭和 53年 L 2月1ェロ

から 15日 の間モ スク フ

赤の広場近 くの ポリテク

ニ ーク ミュージァムで開

催 された。会議の主たるテ ーマはレープー核融合

実験とそのためのレーザ■装置、 レ ーザープラズ

マ相互作用に関してであり、ビームによる慣性核

融合は含まれていえかった。主催はレベデフ研究

所で出席者約 400名 うちロンア人か250名 ほ

どであった。 ア メ リカからはカルフォルニァ大学

リバ ーモ ア研幻所のAtt■00d,Cla揮 ,Lindl,コ
スアラモス研究所のMc011,コ チ =ス ター大学の

Lubin,S oures,Mlcrory,KMSFの COnberg

またイギ リスからは Rutherfold研究所のKey他

4236

ツ連 ,第 12回 レーザーと物質の権E作 用 ならびに

レーザー核融合に関するヨーロッパ会議

大阪 字  佐  々木  孝  友

数名、フランスの リメール研究所から数名参加ま

たコンアからはアカデミシャンのBasClv,Prok―

horoVを 始めSklizttv,Pashinin他 レーザー核
融合関係の画 は々すべて出席であった。 日本から

は筆者と凍E大 の丹生先生 と学生の力 1人の合計
3名 であった。

リパーモア研殉方からは 20本 ビームガラスレ
ーザーンステムSHIVA装 置の現伏えらびにS

H IVAを 用いたノラズマ実験についての報告か

あった。出力 20～ 30TWが 得られておりDT

燃料をつめたガラスマイク●バルーン照射実駒

結果 5X1010夕 の中性子か観測されている。 こ

の値はExp10ding Pusherタ イプの実験として最

大の ものである.ま たコンピュターョ_ド とょく
一致する事も示 された。 コ スアラモス研究所な 8

7 8 -
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ビーム炭酸ガスレーザーHell10sを 用いたノラズ

マ実験について報告 した。 メラスマイク0パ ルー

ンにポリエチレンをヨートしたタ ーダ ットを用い

ており、 ポ リエチレンの厚さを変え中性子発生数

を測定している。結果は燃料密度が固体の 10～

20倍 亡て圧縮 されているとt‐'こ とで、ぃまい

ょEttlding Push型 実験から断熱圧縮型へと進

展してきた ことを示す ものであった。その他コチ

ェスター大学 リメール研究所、 ラ リウ ォード研究

所、レペデフ研究所等大型レーザ ーを所有 してい

る所からの発表か相ついだ。いづれヽレーザ ー核

融合の科学実証性を示すための断熱圧縮浬実験ヘ

と指向しはじめている点が大 きな特徴である。 日

本からは筆者が阪大レーザー核融合 センターlZcお

ける4ビ ーム出力 4TWガ ラスレーザーシステム

昭和 54年 1月 29日

から31日 まで、 アメ リ

カ フ ロ リタ洲村マイア ミ

ビ ーチのす ぐ北て第 1

回核融合炉 材料国際会議

が開催されたち さいわい山田科字振興財団のご援

助かいただけ、出席することができた。

この会議は核給 炉関折め 国際会議があ亡りに

も盛会になったため、炉芯と材料を分けることに

してからの第 1回 目の会議である。主催か米国原

子力学会、米国エネルギー省、米国金属学会フコ

リタ支部な ともかくとして、米国電力中央研究所

か章陛の一
員であることに注目したい。招待講演

25、 論文約 200編 の大会議であった。

出席者は全体で400余 名、その内訳は当然米

国が一番多く約 320名 、外国勢では ドイツの18

名を筆頭 t‐日本の 15名 、 カ ナダ9ね、英国 5名、

ソ連 5名 、スエーデン4名 、フランス、 デンマ ー

ク、 オ ランタ、 ス イス、 ア クジ ア ラビヤ各 1名

であった。 アメ リカ勢の内訳はオ ーク リツヂ国立

研幻所30名 、アルヨンス国立研究所 29名 、 ラ

78-4241

アメリカ,第 1回核融合炉 材料国際会議

東京大学  堂   山   昌   男

激光Ⅳ号を用いたプラズマ実験を中′心に報告した。

筆者等の装置か リパモア研殉訴のS HIVAに つ

ぐ装置であり、すでに断熱圧権理の実験を開始 し

ていることは各国に大 きな辰響 を呼んだょうであ

る。特に転場発生に関する研究につt/ては講演後

質問か級到した状況であ った。

この会議l―おいてレーザーにょる核融合の可能

性かさらにクローズアップされたと言える。米国

ではすてlr科学実証実験用の 100々 J級 レーザ
ー
建設を開始してい る状況であり、我国 も時期を

逸することなく研究を推進してい くべきことを痛

感 した。会議に出席する機会を与えて戴いた山田

科学振興財団に感謝する次第である。

エステ ィング′ヽ クス 23名 、サ ンデ ィア22名 、

LLL21名 、 ・ スアラモス 12名 、 プ リンス ト

ン11名 をどで ある。企業か らの出1青者が多いの

に も驚いた。 前駆 パ ーテ ィかグラマン、 ロ ッキ

ードのスボンサ ーで行 をわれたのをみても企業の

力の入れ方かわかる。 ド イッ勢が主として国立研

究機関からの出席者で あったのに対 し、 日 本は大

学関係が主体をしめ企業から2名 、金材技研から

1名 で原研か ら1名 の出席者 もなかったとい うの

も印象的であ った。福田前首相か約束して来た国

際協力 も非常な期待を持たれていた。

1年 半ほど前米国において核融合 は技術的には

健全 で、商業的に も成立の公算か高いとい う結論

が出たのでこの会議 はまさl‐c進軍 ク ッパ鳴 りひび

く「GOJの 会議 であった。 日本では核融合は火

か付 くか付かたいかが大切て、材料をど後回し、

火 力対卜̂て からやれば よヤ、 また火を付けるため

の材料開発 に重点をおくべきたとい う意 見か強い

ように思えるか、 こ の考えか全 く問違 っている と

いうことをこの会議 に出席 してま ざまざ知らされ

た 核融合か商業ペースに乗るか乗らぬかの鍵 は
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材料か握っている。材料開発は3年 5年 でできる

ものではなく、少くとヽ10年 なかかるとぃぅこ

とか繰 り返し強調された。 日本における核融合炉

材料開発な、現在記識の面でも割情の面でも実力

の面でもどうしようもなぃほど遅れを取ったと言

わざるを得ない。 日本でlt材料は火か付いたら貫

ってくればいいという意見かある。核融合炉材料

研究においてもまた原子炉材料開発 と同じ徹を踏

むのであろうか。

米国のスリーマイル島事故で原子力は恐らく10

年発展か遅れるのではないかと私は思っている。

しかし米国がモタついている間にわれわれ日本人

は基礎をガッチリ固仏 遅れを一
歩ても二歩でも

縮めることかで きたらと考えている。

核融合炉の第 1壁は、非常な頻度で非常な高温
にさらされる。重水素 とトリチ ェクムを融合 させ

ると、 14MeVと いう物要いエネルギーをもつ

た中性子か飛び出し貯村中に小 さを孔 (ポイ ド)

を作る。 プラズマから迷い出た中性粒子や荷電粒

子力選 にあたり.壁 表面に火ぶくれ (メ リスター

)を作ったり壁の原子をはじき出して、これかブ

ラズマ中に入リプラズマの温度を下げてしまう。

このためには壁を原子番号の低い物質で蔽ったり、

え系でカーテンを作ったりする方法か提案されて

いる。 レーザー炉 では液体 リンツムで壁を蔽 うと

いり話 もある。

われわれが発表したのは種 の々金属材料が中性

子照射を受けたとさ生ずるポイ ドを陽電子消滅法

を利用 して研究するものである。 こ の方法は電子

顕微鏡てヽ観測できなぃょぅぇ刀ヽさえポイ ドに偉
力を発揮する。また非品質金属材料な照射損傷に

強いといわれているが、 こ れをコンピューター・

シミ■レイシ ョンで研究 したものであス右 かなり

の坂響があった。

14 MeVの 中性子は商単に得られをいので、世界
でも数個所でしか実験できなぃ。 と くに機競的性

質を調べるのにはある程度の大きさの調出をか な

りの畳、中性子照射 したければならない。 日 本に

な残念左力Sらこの設備力ヽ ない。ハンフォードに作

られる照射装置 (FMIT)の 建設賞の 3分 の 1

を日本か負担したいかという語 も出ている。日本
に強力中性子源か建設されれは 物 も残るし技術

も残る。単なる外資減らしの政策の一部としか考
えられないのltt残念である。現在は 14 MeVの 中

性子が得られ をぃので、超高圧電子騒微鏡 とか重
イオン加速器を用いてシ ミュレイ トが行をわれて

いる。外国でlJヘ リクム原子 と畳イオンを同時に

照射するデュアル ピ ームの方法が進んていん

日本はこの_3イォン加速器 も完全に遅れをとって

いる。瑞的にいって日本には本気lrtをって組織的

に核融合材料開発をやっているところかまだない

と言ってといのであろうか ?

最後に、 この国際学会出席を可有ヒにして下さっ

た山D科 学振興財団に心から感謝する。

78-4245

ボ ーランド,第 16回 理論物理学冬期字枚

鶏ヒ大学  桂     重  俊

1 9 7 9 年2 月 1 9 日

より3月 3日 なでポーク

ンドのKarpaczに おいて

WrocLv大 学 Institute

of■halretica』 Pnys―

ics主催の X71 th winter Sch∞ l of Th伊

ole ti ca l■lysics力翔 かれた。本年の主題は提

縮物質の最近の諸問題で筆者はスピングラスにつ

いての理論の講義をするようにとの招待を受けた。

消こ費およびボーランド内の旅費な出すか渡航費

は都合してくれとぃうことであった。これを機会
にドイン、イギリス、フランスの諸大学、研殉チ

をも訪ね、ランタム系の統計力学 ス ピングラス

等に関する研究討論をも行り計画 をたてた。山田

財団に派遣鋤 費の申請を行った所承記に/Fった

ので所湖の目的を達することが出来た。

Karpaczはポーラン ドとチエコの国境rc近くス

キ ー場のあるところである。参カコナ損な登録した
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もの約 ]20名 、平均常時 80～ loo名 の出席、

うち約40名 か講師で講師 を国別にみるとポーラ

ン ド.ツ 違 7、 イギリス 5、 西 ドイツ、アメリカ

4、 イタ リー3、 その他約 11で あった。朝 8時

45分 から13時 10分 亡で4つ 、 16時 15分

から 18時 10分 まで2■  19時 30分 から

20時 25分 まで 1つ て 1日 7講 演、 1人 2時 間

づつの持時間であった。休憩時間が長く宿舎 (セ

ミナーハウスのような盛物、8ケ所に分宿 )を訪ねた

り訪ねて来 られたりしての立ち入った討論を行 うこ

とが出来た。Scho61と いっても研究会に近い形で

運営されMeIItlin,malatnikov,AbrikOsov,

Ashcroft等 講師運が最前列に座っていて討論も活

発であった。テーマはヘリウム、磁性体、誘電体、

超伝導等相転移か主であった。情報変換か十分で

をく日本の国際会議にはなかをか来られなぃツ違
や東欧の多くの人 々に接することの出来たことゃ、

平常狭い分野にしか眼を向けていない筆者trcとっ

て他分野の勉強をすることが出来たの も収獲 であ

った。劉 本の中ではMeIIni nの Hc3の loP010gy

の義t Kbalatnikovの 鋼 の話 D幻を10主hski

のグ ージア ィール ドの理論 をどヵ端 にアビールし

ていえ 行 く前には情報交換 か疎てある為に陥 り

がち左心理的 な疎外感か若干 なくは なか ったか行

って見た所全 く反対 でd i Scussicn,ac∞ mOd―

a titlnの世話、 party,excur si∞ 等のすべてに

於て暖 くォープンをもてなしを受けた。

筆 はSpin giasses for the 10ng ranged

bond and short ia」tlged boIId aIId si↓e

lsing models withOut using the replica

IElethOdと題 してランダム系の Bethe近似を定式化

し、分子場近似 をBethe近似の極限 として捕える

ことによってレプ リカを用いることをくスピング

ラスを導 く話をした。 これは long raDgelモデル

に対 しては Sher"ngtm― Kirttaしriょの程果 を

曖味 さをく導 いた もの でその一
般化 を含んでき り、

short ranged bOndモデルに対 しては熱 力学的諸

量の外絶肉零度の スピングラスエネタレギーを正確

に求め、 sholt n昭 樹 siteモデル7C対してはナ

イ ドモチけレにおけるスビングラスの出現を示した

もので、ランダム系東北大 グループ (桂、松原、

猪苗代、軸 、藤木 )の最近数 郷司の成果 のま と

めた ものでぁる。

Winter School終了後 (正確に言 うとポーラン

ドで何処 も見 ない もの残念をので終了の前日

Karpaczを辞 しWarszawに2泊 したか )西 ドイン

Ju lichのKerDforsauElgsaniage,イギ リスでは
コン ドン大学、 Mmchester大学 .N師 酪 stle大

学 Oxford大学、 ア ランスではSaclayの原子核

θ移電センターとGrerIObleの Lade―Langevin 研

勾所を訪 ね、大体 ポーラン ドで話 した と同様の話

をして各所で討論を行い多くの コメン トを得た。

ラン タム I si昭モデ ルよリスピングラスか得られ

るかどうかは現在非常な論争の中心 となって居る。

B illder(Jはlich)は シ ミュレーシ ョンの結果 より

あるといい、 M00re(Mancllestα )は レグ リカを

用いて高次の項 まで考慮することによりない とい

い、 Souhern(Cr倒 Oble)は 実空間 くりこみ理論

の結果 より2次 元 幻なないか 3次 元 ではあるとぃ

っていえ Fi s c h e r ( J u l i c h )の「S K ( S h e r r―

l n g t m  a n d K t r k p aしr i c k )のw r o n g  l n e c h o aを用

いないてSKの w r o n g  r e s u i tを得たのか」とぃ

うコメン トゃ ス|ン グラスの元担 の一人である

SherringtOn(Grenoble)ヵ ミ「 Infillitely loコ噂

ranged modelに はスピングラスはあ るかその他

な分 らなぃ 」とぃったとき傍に居た 範 uに rnか

「しかし illfiniCely long ranged modelは実在

しない 」と言ったことなどホ ットを論待 を身を以

て体験 して来たことを今後の研究の発展に対 して

大 きな踏台にしたいと思 っている。

筆をと くに当りその派遣援助 かえけれlrfこのよ

うと成果をあげることの出来をかった山田劇岡 lrC

深 く感謝する。 また昨 ociaw大学のWIIlter Sc―

hoolの 組織委員長 Pr2ysta陥 教授 にかお世話下

さった組織委員の方 、々およびラン ドン大学

Dom b教 授 、ヤンチエスター大学Mbore教 授 、ニ

ュ~キ ャッスル大学 Rushbrooke教 授、オックス

フォー ド大学Elllott教 授、 Saclay原 子核研究

所のCloi zeaux3監 c ren■leの Laue―め昭 一

eVin研 究所 Sherrittton雛 、 sOuthem教 授の

招待 とhospi talityおよび各研究所で討論頂いた

多くの方 々に副意を表する。
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イン ド,行 動の神経生理学的神経化学的研究の冬期 ワークシ ョップ

九州大学  大  村     裕

印度国立科学アカデミ

ーおよび国際脳研究機構

の主催によって、印度国

立医学研究所のArancha―

Ilda教授が主体となって、

上記標題について印度および東語アジァ諸国の生

理学教育 スタッフの再教育を目的として、本ワ

ークショップが開催された。講師は世界各国のこ

の方面の専門学者 17名 (米 国 h 英 国 1 豪 州

1 伊 1 日 本 1 印 度 8)で あり、受講者は印

度国立および州立大学の生理学教授 ,助教授およ

び講師 39名 、タイ,パ キスタン, マレーシアj

バングラデッシュ, ビルマ, スリランカから各 1

名の計 45名 であった。また印度国立医学研究所

(日本の医学大学院大学 )の大学院学生 20名 も

受講した。各講師は年前中討義、年後は実験デモ

を行った。期間は 1979年 2月 19日 ～ 28日 で、

印度国立医学研究所の講堂および生理,薬 理,解

割,生 化学の各研究室を用いて行われた。ニュー

デリーは、気温はちょうど日本の4月 初旬のよう

で朝夕ははだ寒い感じである。 1週 間に2回 は雨

も降 う非常に快適な気候であった。 2月 19日 年

前中に開催された開会式には、工 M,S Siddllu

印度国立研究所長、Vo RanalittaswaIEli印度国

立科学アカデミー長、R Ray厚 生大臣、 前 文部

大臣、S【 Mancbanda本 ワークショップ実行委

員長などの挨拶があった。また本 ワークショップ

期間中アカデミー長と厚生大臣の視察があり、印

度政府としての腰の入れようの並々ならぬ ものを

感じた。

講師は講義および実験デモに関する内容および

参考文献リストをプリントして受講者に渡 さねば

ならない。講義に必要な映画, ビデオテープなど

や、また実験 デモに必要な器具はあらかじめ持参

しておう、周到な用意のもとでデモも行われたの

で、大変有意義なワークショップとなった。われ

われの実験デモに必要な脳波計,電 気束」敵装置,

ブラウン管オッシロ,脳 固定装置,電 極微小移動

用ホルダーなどは一応用意してあるのでスムーズ

に行 うことができた。小生が1964年 に本研究所

を勝木保次先生 と訪関したとき、摂食中枢の発見

で有名なAnand教授が、印慶国産の人工呼吸器が

作製されるようになったと喜んでおられたのを憶

えている。しかし今度の訪関で、 5チ ャンネル脳

波計 (血圧測定用ヘット,筋 収縮などのストレン

ゲージおよびこれ ら用アンプ付で 100万 円 )、

脳固定器 (精密な電極微小移動ホルダー付 )な ど

国産が適正な価格であるので、この方面の発展の

早さを感じたものである。小生も実験 デモ用にち

ょっとしたもの(20よ 0抵抗など)を必要とした

ので買いに箇に出たが、秋葉原の電気マーケット

を思い出すようなショップ群があるのにも驚いた。

各講師によるデモは、用意周到さとサルの入手

が容易 (1匹 1,200円 )で あることも手伝って非

常に見事であったく慢性的な実験 も3～ 4日前に

電極を植え込んだりして行 った)。小生自身もい

ままで見たことのない実験 (サ ルの性行動、ネコ

のラント殺し反応、血流、腎からの尿生成など)

を多 くみることができ、大いに役立った。わが国

において もこの種のワークショップが必要である

ことを痛切に感 じた。最後に本機会に出席できる

よう渡航費を配慮していただいた山田科学振興財

国に厚 く感謝する。
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アメリカ、アメリカと化学会及び ドイツ学士院シンポジウム

京都大学   早   石    修

昭和54年 3月 29日東京発

同 日午前11時35分Los

Angeles到 着、

University of Stlu

theIIx Cali f orniaの

Frederick Io Tsuji教 授の出迎 えをう

け、同博士おょびMホ 11■ D.陥 rn e■博士 らと

討論、同大学 を見学 した。 4月 1日 Texas州

Dallasに むかい アメリカ生化学会 第63回大会

fて参加 し、特に4月 4日 ADP ribosァ latiOnの

sylposimに おいて招待講演をお こなった。そ

の他に醸廉添カロ酵素、プロスタグランディン等に

ついて も討論 に参加 し最近のアメリカ生化学界の

傾向にふれ極めて有意義であった。

4月 5日 Dallasを 出発 しNtt York経 由で 6

日FIankfurt am MttlttFて 到着、 翌 7日 そて0矢道

であミドイツGothaFて むかいRei nhaldsblunn

で開催 され た ドイッ学士院Leopoldina主 催の

Cell c。ェpa r tlttlen↓a tion altd lretab。lic

Channelingの sヌ中。s iuIIlに参加 した。欧米

諸国か ら約 150名 の一流学者が参加 し極 めて活

発な討論がな された。 4月 8日lB)午後 4時 から

Poュァ ADP― ri bOsァlatioII of llu● lear

protein3と いう特別講演をおこない、数多 くの

質疑が交わされた。

4月 11日再び鉄道で Gotha ょ り西ドイッFI―

ankfdr↓ aIEI WL iltFてもどう、 Eeidelberg,

Preiburgに ゆき研究所、大学等を視察訪 間 の

予定であったが、13日～16日のイースター祝察の

ため官庁、大学、商店はすべて閉鎖され 4日間の

連体で全 くなすところがなく、幸いPreiburgお

よびZurichの 友人の好意で近在を観光す ること

が出来た。休養後15日 Oopenllagcnに むかい、

16日はかねて共同研究をおこなっているThe

FibigeI一 LaboratoIァ のLang▼ ad教 授を訪

れ懇談 した。 4月 17日に出発予定のところ上記の

理由によ り、今いちどドィツに帰 りHeid。 lb erg

大学 FIanke教 授、 Fieiburgの Mtt x―PlaIIck

研究所の Sじaudinger博 士、Rietschel教 授

Pischer教 授 と討論、 4月 20日)Fr antturt

am Mainを 経て21日東京に帰看 した。

以上短時日に世界を一
伺 し、 2つ の大 きな学会

で講演、討論をおこない、欧米の最近の学関の進

歩について得るところが多 ぐ極めて有意義を旅行

であったと信ずる。ただ復活祭の 4日 間の連休が

旅程 に入 ったのは不便であった。東 ドイッの どザ

が遅れ、京都か ら転送 されやっと間に合 うなど、

東欧園へ出張する場合には注意 を要する点が多い。

78-4258

西 ドイツ,国 際会議
H金

属中の水素
"

科学技術庁 金属材料技術研究所 八 木沢 孝  平

筆者は西 ドイッ・ミュン

スター大学において開催

された国際会議「金属中

の水素」出席および研究

情報収集のため、山田科

学振興財団より派遣助晟を仰 よ 西 ドイッお よび

フランス国に出張した。本国際会議の概要につい

て報告する。

本会議は金属中の水素の研究に先額をつけた故

Corl Wagner(西 ドイツ )の業績を記念 して、

Deulsche Bunsengesellschaft fur

Physittalische Chelttie お よび Faradaァ

Divisi On of the Cheltlical SOci etyの

協賛の もとに 1979年 3月 6日 か ら9日 まで開

かれた。

金属中の水素に関する語問題は、将来のエネル
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ギーとしての水素の運搬 ・貯蔵法や金属の水素rB

性防止策など実用上重要な問題につながるばか う

でなく、固体気体反応の物理化学や固体物理学な

ど学問的にも重要である。本会議は物理化学に重

点がおかれたもので、B irIIlingLam,Jdlichにつ

いで第 3回 目である。

本会議には世界各国からこの研究分野の権威が

多数参加 し、主に物理 ,化学的な研究の発表 ,討

論が行なわれた。参加者の国籍は西欧ならびに東

欧諸国 ,アメリカ ,カナダ ,オ ーストラリア ,ィ
スラエル ,日本 ,計 17ケ 国であった。日本から

は大学関係者および国立研究所員計 6名参加した。

会議は盛況で、総勢 200名 を越え、発表件数は

100篇 近くに及んだ。

会議の内容は、金属水素化物の格子構造、電子

的構造 ,金属合金中の水素圃溶度 、拡散機構 ,水

素原子の振動 ,金属水素化物の格子振動、金属合

金の磁性ならびに電気伝導性、超伝導性に及はす

水素吸蔵の影響、水素吸蔵材の吸蔵機構など、巾

広い分野に亘 り、最新の実験的および理論的成果

が発表された。

筆者は会議第 2日 目の年後に「金属関化合物Ca

Nisの 磁性に及ぼす水素吸蔵の影響」について発表

した。金属合金中の水素の挙動を調べる目的にと

って磁性測定は重要な一手段であるが、C aNi5

ゃRcN i5(Re:稀 土類元素 )お よびそれら

の水素化物の態性に関する報告はこれまでに殆ん

ど無かった。その理由はこれらの合金化合物を作

製する際に不可避に形成される強磁性不純物が、

磁気的に弱い純化合物の磁性測定に彊乱を与える

ためである。 本 研究では Cかri5の磁性と不純

物の磁性を分離することに成功し、  caNi5が
パウリ常磁性物質であること、およびその常磁率

が水素吸蔵によって著 しく減少することを確めた。

またその減少の機構として、吸蔵された水素原子

からNi原 子に電子移動が起こり、CaN15の

フェルミ準位における電子の状態密度が減少して

その結果、帯確率が減少するというモデルを提唱

した。発表後の質問はこれらの点および試料作製

法について集中し、応答して質問者を納得させた。

また、LaNi5の 水素吸蔵機構について調べて

いるスイスの研究者から磁性測定やオージエ電子

分光測定の結果について情報の提供をうけた。

会議後、金属と気体の反応に関する研究調査の

ため西 ドイツ。マックス 。プランク研究所を、ま

た金属水素化物の物性に関する研究調査のためフ

ランス 。パリ南大学を訪れ、情報意見を交換 した。

このたび上記の国際会議に参加し、研究所を訪

関して得た多数の情報および知識を今後の研究に

大いに活用させて頂く所存です。

最後に今回の出長に対する山田科学振興財団の

御援助に心から厚く御礼申上げます。
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光形態形成における光受容体の構造的研究

米国滞在中下記の成果を得た。

Iャフリーズ ・フラクチ ャー法によるホウラインダ

原糸体の原形質膜構造の観察

シダ原糸体の原形質膜上には、光形態形成に働

く色素雷自、 フィトクロムが存在 していることが

明らかになったため、まず原形質膜の構造観察を

試みた。

1試料作成法の確立。糸状の原糸体細胞(幅 ca

25仰 、長さ500～ 60い 血)'こおいて、原形質

膜が原糸体先端部から基部に向ってどのような構

造変化をしているかを観察するためには、①原糸

体の全体像が観察されること②その像において原

形質膜が先瑞部を基点になるべく長軸に沿って広

く観察されること③良好な凍結,破 砕, レプリカ

作成が出来ること④このレブリカが生物試料から

きれいに剥離(洗浄)されること、などの条件を

満す必要がある。試行錯誤をくう返した結果、①

②については無固定,無 グリセリン置換の生の原

未体を慢鳥し、酵母をパッキングとしてダブルレ

プリカを行う方法、④については60℃ 、70%

E2S04で レプリカを一晩洗浄する方法によう、よ

う良いレプリカを作成することが出来た。これら

の方法確立に滞在期間のは %ゞを 費した。

2観 察結果〇原糸体細胞はワックスと思われる脂

質によう全体を覆われていること、一方仮根細胞

にはこのB旨質層は存在しないらしいこと②原形質

東 京 大 学 和 田 正 三

派 遣 期 間  昭 和 5 3 年 7 月 1 7 日 ～昭和 5 3 年 1 1 月 1 5 日

研 究 機 関  D e P a r t l t t e l l t  o f  M n e c u l a r , c e l l u l a r  a n d

Developmental BiOIogァ ,

University of OoloradO

BO■lder,Colorado 80309, USA

膜上に存在する蛋自粒子の数は、原糸体先端部に

最 も多く、基部に行 くに従い減少すること③原形

質膜Pfaceでは、 6コ の粒子が集ってリングを形

成する構造 (,200A)が 観察され、原糸体先端

部 0～ 20″劇こ最 も多 く、基部に向うに従って急

速に減少する。この構造は、このtLSと は 時ゞを

同じくして環類Miclosしerias、トウモロコシ根端

細胞の原形質膜において発島された「セルロース

合成酵素」と考えられる構造物と同一と思われる。

主に以上のような諸事実が観察された。これらの

結果は、さらにデータの解析を行った後 Speci31

differeIItiatitlIIs of the plasltlarcenbrane

of grmng ferII PI。 し。nemta p03Siblァ

related ↓o cell wall foIItlatitxI(仮題 )と

いう論文として、Platlta誌に投稿の予定である。

滞在期間の関係上、本来の目的である、 「異な

る光条件下での原形質膜の構造変化」については

観察出来なかったが、今後、国内で実験を継続し

て行 う予定である。

■.電子顕微鏡諸技術の習得

上記フリーズ・フラクチャー法の他に超高圧電

子顕彼鏡の使用法、連続切片作成法、TEM用 試

料の特殊な固定 ・脱水 ・置換 ・包埋法等、高度な

技術の習得を行った。

llE.研究所 ・大学等研究機関の訪関

帰途下記の研究所 。大学を訪関し、講演を行っ
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たり、多くの人々と有効な討論を行った。

Vaaderbild Uni■  (Nashville),USDA

(Washlngtonユ C.),SIIxi thsOllian lnstih―

tiotllくRock711le),Ieward UIxlv(CaIEb■ Ⅲ

dge),Yale Univ。 (Neマ ロaVerL),Uni■ Of

CalifOrnia(Berkele7),

以上の他に多くの人々と知己となれたこと、 日

本では出来ない多 くの体験の出来たことなど、幾

多の有形無形の成果があったことを付加えるとと

もに、派遣 して下さったことを深 く感謝致します。

追記 :帰国前に発信した最終信が30ulder便 う

です。

一 弱 一



111! 11111【1!111111111,H ll l,11 中 問 報 告 ・ 短 信 州m.Ⅷ叩‖帥ⅢⅢ抑帥い

Bo■lder4更 り

東京大学 和 田 正 三 ( 前出)

いかにも秋 らしい結臆式の絵ハガキ有難 うござ

いました。 こちらはすっカウ 仕事 終ヽり、今日こ

れから暁 nverへ 航空券を受取りまた別送の荷物

を業者に居けに出かけます。明朝テネシーヘ向け

出発ですn

ほんとに忙 しかった最後のコカ月半 も昨日で終

り→陰様でDI.Stamと な論文用の写真のア

レンジ、題名などを決め、東京に帰って写真から

いくつかのデータを作れば完了とい うところまで

たどりつきました 彼と会 ってから2カ 月半です

からその間に新しい技術を習得し自炒 材料で論

文用のデータをとることの大変さを改めて感じて

いなす。 3、 4カ 月の滞在期間で一仕事 をするの

な仕事にもよりますが生物をあつかっている場合

やはり無理に近いよりです。

3oulderは つぃに冬が近づき先週はたて続けに

2度 も雪が降り亡した。 ロッキー山脈は真自です。

キャンパスの本々はすでに葉を落としてしまった

もの も多 くリスは冬どもり直前の食いだめと寝室

作りの尉皮集めに走りまわっておりさす。キⅢン

バスを歩く学生は草のコートに手基  プ ーツとい

った真冬 の出で立ちの目立つ今 日この頃そ先 考

えて見ると彼らの温度 に対する適応範囲rt非常に

狭く、少し暑いと夕ヽ ダカ同然少し寒いと毛皮にく

るなるといったことの エクです。

それては帰国後革会い出来ることを楽しみrCし

ております。

昭和 53年 10月 31日

LEburgか ら

東京だ静ギ親 柳  沢 千 明(財団二‐―ス通巷第5号■69参照)

第 2 信

明けましておめてとうござい亡す。

美しいク リスマスカードを受け取り大変 うれし

く思いましえ七 ここ夕ヽンカレグな昨年の霞から気

温が零下 10度 を割 り、大雪か降って交通機関が

かなり混乱しました

こうらのクリスマスは各家の庭先にク リスマス

ツリーカ出錦られ、またDESY研 究所の食堂では

各食卓にキャン ドルが飾られたりしましたか日本

と違い人 は々家庭で静かにクリスマスを過ごして

いた様子でした。 クリスマスの町は察華街 も人影

はほとんどなくひっそりとしてい とした。お正月

毎 囲気 ヽ日本と達車ハ新年を姫して教会が鐘を、

港の船は一斉に汽笛を鳴らしそれを合図かの様に

人 は々外に出てあちこちで花火 で夜空を飾 るとぃ

う具合です。妄冬 の花火もをかなか良いものだと

感′ふしました。

さて新しく完成した電子陽電子櫛 突装置

PETRAも 順調に動作を始め、我々 JADEグ

ループの実験装置も順調に建設が進み2月 末完成

を目差しています。特に JADBク うレープ中の我

々東大グループでは担当の鉛ガラス ・チェレンヨ

フ カ クンター約 3000個 はすべて電子 ビーム

による較正ヽ終わり、粗立て及び実験 ふ―ルヽの

搬入を完了し夏にすべてのカクンターのチェック

も終え順調に動作していることが確認されました。

お口弓も振 卜して仕事をしたかいがあり亡した。

後は他の測定器の糧立てか完了するのを箱つ ばか

りです。この調子で行 くと3月 からいといと実験

が開始で きそうです。
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ハンプルグの暗い寒い冬が終わり花の咲き乱れ

る春 と実験の開始を今から待遺 しく思います。ま

た実験が始まりましたら報告致 したいと思ってい

ますがそれまでこちらに比べて暖かいとはいえ.

やはり寒 さの厳しい冬を御元気で御」Sし下 さい。

昭和 54年 1月 9日  本 ンプルグにて

中間報告

昨年7月 中旬にここハングルグに着いて以来、

早いもので半年か過ぎました。ハンブルグの町は

西 ドインの中では大都市とは言っても町の中M

湖かあったり公園など人 々の憩いの場が多く東京

育ちの私にはりらやましい限りです。 こちらは今

昨年の暮に大雪か降るえど例年に左く寒い冬です

が、思 った工り静かをクリスマスや新年を期して

教会が鐘を.港 の船が涼笛 を一斉に鳴 らし、人々

な夜空に花火を打ち上げると正月など日本と違 っ

た雰囲気を味わい一
生の思い出になりそうです。

さて、こちらに到着して以来当地の西 ドイン電

子シンクロ トコン研究所 DESYに おいて電子陽

電子極 衝突装置PETRAを 用いた実験グルー

ノJADEに 参加して実験の準備をしてきました。

JADEは 東京大学,DEsYB′ ンヽカレ独 字、

ハイデルベルグ大学、マンチ .ス ター大学 .ラ ン

カスター大学、 ラ ザフォード研究所から成る日独

英の国際共同実験グループです。 PETRAは 一

周 2.3臨 長のビーム ・パイプ中を高 エネルギー

(約 2千 万電子ポル ト)の電子及びその反粒子で

ある陽電子が互 いに反対方向に走り、 4つ の地点

で同時に相互衝突させる装置です。そのため同時

に4つ のグル ープが実験を行 うことがでも、 JA

DEを 始めPLUTOs TASSO、 MARK J

というグループが実験を行 うことになってぃます。

PETR Aの 建設は 1975年 に始まり昨年の秋

に大部分が完成し順調に動作することが確かめら

れています力ヽ 各ビームのエネルギーはまだ設計

最高エネルギーに達してなく、そのための作業が

2月 に行われます。 2月 の改良が終わりますとこ

の種の装置では世界一の性能を詩ることになりま

す。

J ADEグ ループ中私の属している凍涼大学 グ

ル ープの担当は、約 3千 個のモジュールから成る

電子及びガン々線を検出するための鉛ガ ラス ・チ

ェレンコフ カ ノンターの製作です。このカノン

ターの製作には 1)個 々のモジュールの製作、2)

各モジュールの較正、3)各モジ.― ルを適当えユ

ニットに組立てる、4)各 ユニットを実験ホールに

通股しそこで全体をひとまとめに構立てるという
一

連の作業があります。

私の到着した昨年 7月 中旬には 1つ段階はほと

んど終わり、すぐに電子ピームによる各モジュー

ルの較正が始まりました 2)の較正作業は昨年9

月まで続 さその後は較正 と平行 して行われていた

3)の自階が 10月 末に完了レ亡した。4)の 作業に

移る前に組上げた各ユニ ット毎に実際の実験に用

いるキセノン・ランプを用いたグイン・モニター

システムで、すべてのモシュールをチェッタし、

その後 11月 末までに各ユニット毎に、実験ホー

ルに運搬を完了しました。運搬は季節 がら寒 さで

カノンターがこわれ たい様にスト=プで暖めた り

途中の振動でこわれをい様十分に注意して行をわ

なければならず、か たり気を使いましたか無事完

了しにっとしました。 12月 は各ユニッ トをひと

まとめに組立てた後すべてのモジェールが正常に

動作してぃるかどうかのチュックか前述のモニタ
ー・システムを用いて行われました。チェックの

結果、すべて正常に動作していることか確記され

ました

あとはハイカレベルグ縛 担当の荷軸 子の軌

跡を同定するための ドリフト・チ ェンパーが 1月

末に到着するとJADEの 実験装置がすべて整り

ことになり、これらすべての測定装置をひとつの

大 きを実験装置に組上げ中Mビ ーム ・バイプを

通 して完成 です。 これは 2月 申に終了の予定です。

3月 には J ADEの 実験装置も完成し、 PE T

RAの エネルギーも高くをり、いとい工本番開始

です。新粒子の発見を始め色イを興味ある現象が

期待 され今から非常に楽 しみにしています。

昭和 54年 1月 18日
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L耐 作llか ら

東京大学 佐  藤  正  俊 く財団ニニース通巻第5号■70参照)

中間報告

選移金属及び化合物等の構造相転移を学び二つ

共同研究 を行左多目的を第一にして英国′ヽ 一フェ
ルの原子力研勾所に参り亡してから予定の 1年 の

半ばを経過致しました。今あらためて概観致しま

すと次のようになると思います。

第一にこの地に到着して直後にガンマ線のス太

クトロメーターの構成とそれによる測定にシザフ

ォード研究所の人々の好意でつきあわせてぃただ

きました。 これは英国初演とい うことでしたし、

日本でもあまり使われているとは思いませんか、

非常に利用価値が高くしかも測定自身は商便なの

で日本にも設置すべきものと感 じまし為 例えば

中性子実験に用いられるエクな大 さぃ結晶のモデ

イク倍造を手にとるようrC見ることが可能であり

又消衰効果のをい形状困子の測定が可能です。瑞

的に申しますと中性子回折データの解析rc要する

試料結晶の基本的性質の知識星がガンマ線を用い

た測定の前後でまるで異なるということがおこり

得るわけです。 この装置の使用予定は今後もらタ

ますので楽しみにしております。第二にR.ユ

Lade博 士の要請でfcc― Mn85 Ni9 C6の マルテ

ンサイ ト嶺移に伴 をうソフトフォノンの構造解折

を行左ぃ ました これは現在 も忙しくとりくんで

いるものでここでの主研究になりました。この系
はNiの 濃度にょって相転移が ]次 のものと2次

のものとが存在 します。相岳移のうとのテ トラゴ

ナル相における (c/a)と 1との大小関係もNI

の濃度にな存 します。 これらの現象のメカニズム

に関しましても現段階である程度はっとりしたイ

メージで述べることかできると私 なりに思います

か、実際の理論雛 よる微視的説明の論文が発表

される日も遠 くないでしょう。さて私は2次 転移

とみをして良い相転移をもつ上記粗成ち試料のツ

フ トフォノンの解析を全 く初めから行なぃました。

さいわいこの相転移に対する物理的枠駅 モデルと

それに基づく解析法を自身で提出することができ、

それに伴 をう計算機プ。グラムを作成して解析を

行 なうことがでとました。その結果 ノーン内の多

数のフォノンプロファィルをいくを粉うの物理的意

味のはっさりしたバラメーターを用いて統一的に

再現すること力S可能rcたりました。その一致は驚

くほどで最終的にはフォノンのデータをプラック

ポ ツクスに近いものとしてのコンピューターを通
せば相転移 に関する畳の必要情報をほとんど得ら
れるエクになります。 このことからfcc―MnNIC

合金の相転移における実験側からの物理的結論 と

ともに研究手法をも与えることかできたと考えて

おります。 この成果の具体的発表は近 くなとめる

よう考えておりますが、い鋭 にせょR.D.Lnde

博士 と相談の うえ形か決ることにをりまえ 又こ

のことに関するもう1つの実験を4月 に比配 11

のPLUTOと 呼ばれる原子炉内にある 3軸型ス
ペク ト●メーターで実行予定ですが、これは高温
てのttBの 験証をめざしたもので この相転移のメ

カニズムの決定の上で宣要え情報を進加 してくれ

るはずです。 しかし時間との関係が気になってお

ります。 と申しますのは第三に私が持参 したM

Te2の フォノンを測定する機会がありましてデー

タを持つことかでとましたが解析は全く中断した

亡tだ からです。 も っともこの実験結果は長期間

解析を続けなければいけないほどの ドラスティッ

クを現象をもっていませんが、 さ らに第四 に私が

東大物性研で続けていた多層膜を用いた金属表面

磁性の研究の話を′ヽ 一クエルの談話会で致しまし

たところ是井 ILLで やれとマシンタイムの申し

込みをしていただきました。 もしマシンタイムを

滞任期間中にいただけることになりますとその準

備でILLに 相当の接触をもつことが必要にたり

ます。 しかしえがらILLで 測定を行をえれば現

在我 の々結果に残るNiの表面磁化の結論の不確か

さもえくすることか可能であることとILLの 設

備を見学で きることとを思いますと、 MDN iC系

の私たりの仕上げ と立行 させて是非この実験を成

功させたぃと考えております。

以上のようですがこちらに参 りました当初のと
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まどいと驚きとが臼κ日vcうナれ自分の生活の効

率が上がっていくのがわかDますa 残b婦習中κ
位置敏感中性子検出器の見学、使用体験等を可能

1.t限b行なっていくつも bですa

昭和 54年2月 23日

Princeton便り

大 阪 大 学 福 井 義 夫(財団ユユース通巻第5号P.70参照)

第2信

先日はとても鹿わしい絵薬害をあ bがとうどざ

いました.さっそ〈台紙に貼ってディスプレイし

たととる非常κ好評で nfantastic"ともつばら

の評判です.ζの絵築書はプリンストン大学のゴ

ルフコースから見た大朝完生の寮の l角にある

tower でナが始めはてっきタ教会かと思ってい

ました.

山田科学握興財団がもしプリンストン大学It美レ

い建物を寄贈したらどんなにか素晴らしいでしょう。

回和53年 11月20日

中間報告

プリンストン大学は米国=ュージ守ージー州の

やや南半分寄bニューヨーク とフィラデルフィア

のほほ中央にあ払米国では般も伝統のある大学

のひとつである.煉瓦造bの格調高w建物は深い

木立ちκ固まれプリンストンの街全体もヨーロ 7

パ調の落ちついた建物で統一されていてカナダ診

でてきた美しい職員住宅が点在している.私はキ

守ンパス南側カーネギー湖と呼ばれる小さ左湖vc
面した 8階建のアパートの l室を大学から借b車

設備K診金をかけて拘るζ とと、反面備晶‘消耗

品企どκ対する経済観念が発達していて小さなも

の lつ購入ナるのにもはんみ佐な手間と時聞を必要

とする事である.研究を進める上での能率は大阪

大学とプリンストン大学を比べる限b前者の方が

数段優って拘る.その反面昼休みにか弁当を食べ

ながらの luncheonsemina rが毎日聞かれそこで

は生態学から分子遺伝学に至る広範なテーマにつ

いて誰もが気楽に討論できるよ 5になっている.

私はDr.J.T.B佃 nerのラボの visiti昭 fe-

110wとして方プィスと実験スペースを持ち、主

として電子顕微鏡を使用した研究を行なっている.

予定滞在期聞か 10ヶ月と限られているため研究

を始めるに当ってプロ ジzクトを次のよ ;VC設定

した.細胞絞内に存在する収縮性タ ンパク質であ

るアクチンの存在犠式vc影響を与える dimethyl

sulfaxide (DMSO) の細胞性枯菌の轡殖辛子主び

発生κ及ぼす影響を微細構造学的K研究ナる ζ と

というのか当初に設定したテーマでるる.その理

由はDMSOの絞内アクチンに及ぼす影響を徴細精

選~的に見る授摘は私の専門であ b ‘一方Dr.

Bomerは細胞旬結菌の発生に関しては世界自強

で数分の距離にあるGuyot Ha 11 VC通っているが、 威であるためDMSOの作用を増殖、発生と結びつ

日本の大学からは惣像できない .t; tI:豊か左自然 けたとこるに最も有効な研究の進め方がるると判

がキぞンパスを包みとんでいる.野性の雁の群カ

ーディナルなどの烏は言うκ及ばず、野見、 リス‘

スカンク.そして婦にではあるが鹿の姿を見Jかけ

るζ ともある.

私のラボはGu}'OtHal1の8階VC<hT建物自体

は古い赤煉瓦造bでるるが研究施設は近伐化され

てi:，>!1日常の研究にさほど支障はない.私の勢7

たカb チ守ー・シ冒?クは給湯暖房設備を始めと

して高圧滅菌装置、蒸留水の供給などの基本的な

断したわけである.

上記のテ ーマにつ加て研究を開始して3グ月が

ナでに経過したがDMSOO細胞増殖κ及ぼす繋濯

を講べる段階で幸運Kも大変VCflj的左現象κ巡タ

会5ζとかできたa つま b絞内アクチンK影響を

与える温度以下の DMSO存在下で細胞を生長させ

ると、細胞分裂が抑制されるが細胞の坦殖や絞の

分裂は抑制され左いために巨大な多絞糊包か生じ

ることかわかったのである.ζのようを現象はー
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種のカビの代謝産物であるcytOchalaSinと ぃう

物質のもつ特異的なrFRで あると10年 来信じら
れてきたが奇しくもそのcytoch lasinの 溶媒 と

して使われてきたDMSOが 単独でそのような作用

を示すことが明らかになったわけである。

cyt∝ha lasinに ょる細胞の多核化はこの試菓
の細胞膜を介してのrFRで あると考えられており、

又DMSOも 細胞膜に仰剰することか広 く知られて

いるので、この 2つ の試葉の示す共通の作用の接

点が細胞膜にあると考えることができそうである。

細的性格菌な元々cytodalaSinに 対しては強い

抵抗性を もつ生物でありそれによって多核化は本

こらないが、単独にDIISOを 与えることに ょって

本来単核て直径 10″ mの 細胞か 10～ 20の 核
をもつ50″ mも の巨大lIB胞になることは大変興
味深明 象である。個 の々核な形態的に球形化 し

これ らの核か正常左al■tosisに よって分裂するの

かどうかは不明てあるが、稀に巨大化した核かく

びれを起して通常ナイズの核を生ずる過程を思わ

せる像が見 られる。

当地滞在 中に行をった他の仕事な細胞核 内アク

チンに関 する研究 論文の作製 でぁる。 1っ は

Nuclear actin bmdles induced bjr DNSO in

ム 初 ″ 筋 野 0'夕 容 ,D力 古プ岱 ″夕′′″ ″,3nd huttEIx

le La cellsという題で昨4FSにLp61hental

cell neseichに投稿したか幸い受理され現在印
刷中である。他の 1つはDynamicぉ pects Of
nuclear actin bimHle ilductioa by dinetl「

71
sttfoxide and factors affecting their dev―

c10pnentと ぃ う題で Jainal of CJ I Bi。10gy

に投稿予定である。研究以外の仕事例えば違 う分

野のセ ミナ ーや講議に参加した りゅったりした気

分で論文 を書いたりすることので きるのは現在の

私に許された特権 だと思い残り少 ない滞在期間を

有効に使 うつもりであ る。

最後になりましたがこのようなすばらしい体験
の機会を与え て下 さった山田科学振興財団に対し
心から感謝の気持を述べさせていただ さ亡先

昭和 5 4 年2 月2 3 日

東京大学

派遣期間

研究機関

嘘

住  居

UIbaEaか ら

中 西 一 夫

昭和53年12月20日～昭和54年12月19日
DepartlllQt of FLysics tt Materials RcseardL Lお OIatO守

Univelsity of 111llxis al Uiba斑 ―champaign9 Uib皿 ,

11lilltlis 6 1 80 1,u.S.A.

PIOfessOrミ 、L.Iatc、■1lin

21114A Orchald s↓ reet,tlrbtta. 11linois 61801,ほ s.A

第 1 信

先月 20日 にこちらに到着致 しました。はゃぃ

もので もう 1カ月過ぎてしまいました。少 遅々 く

をりましたが第一
報をお知らせ致します。

員財団へな研究主懸lt「電荷密度波状態 」とし

て申請したが、McM lll加 教授ltすでに興味を他
のところに移していた。渡米の最大の目的な「Mc

M illan教授の物理 」を学ぶことにあったので、

現在教授の興味の中心である「Spェn Ciass」につ

いて仕事をできたらと思っている。それて当面の

こととして「spln Olass」についてこれまでの理

論、実験を勉強することを考えている。

昭和 54年 1月 20日
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第 1 信

今般は長期間派遣援助をして下さD識 にありが

とう0ざ いました。予定通 リアメリカ、ハーパ_

的 ・idgeか ら

飯 尾 英 夫

昭和54年3月26日～昭和55年3月31日

DepartDlent of Chenis↓ II.Iar▼ ard university

12 01fold sL,C aalbildge,Mass.o2138,U.s.A

ProfessOr Yoshi↓ o【 ishi

6511t.Auburn st。 ,45 Cambritte,IItas母02138,

u s . A

ド大学に到着研究を開始しました。

昭和 54年 5月 1日

名古屋大学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

住   居
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Ⅷ 川ⅢⅧ ぃ‖‖州 卜ⅢⅢⅧ 叫
事 務 報 告

川仰ⅢⅢ刊仙■ⅢⅧ 卜ⅢⅢ帥 ト

事業 日誌

5ユ 1027 昭 和 53年 度研究援助申請締切日

1111  選 考打 ち合せ会

第 2回選考委員会 :研究援助審半」手順、評価事項、採点法、研究援助担当審判決定、研

究援助審査方法

1116 昭 和 54年 度招へい 。派遣及び集会援助申請要領並びに申請書発信

12 1  昭 和 54年 度短期間招へい 。長期間招へい及び長期間派遣援助申請受付開始
12 8 選 考打ち合せ会 ・理事懇談会

1216 第 3回選考委員会 :選拷委員会答申案作成、研究交歓会

1225 財 団ニュース通巻第 5号発信

54 116 第 1回事業報告書 (昭和 51・52年度 )発信

121  選 考打ち合せ会

第 1回臨時理事会 :研究援助決定

131  昭 和 54年 度短朗間招へい。長期間掴へい及び長期間派遣援助申請受付締切

2 1 大 阪市長より大阪市立大学理学部に対する52年 度研究援助金に対する感謝状を贈 らる

217 選 考打ち合せ会

第 2回評議員会 :研究援助決定、次期役員選任、昭和 54年 度事業計画、予気 事業活動

日程及び第 1回研究交歓会開催承認、昭和 54年 度研究援助方針決定

第 2回理事会 :次期理事長、専務理事、評議員、選考委員及び顧間の選出、昭和 54年

度事業計画、予算、事業活動日程及び第 1回研究交歓会開催承認、昭和 54年 度研究援

助方針決定

219 昭 和 53年 度研究援助決定通知発信

ユ 20 昭 和 54年 度研究援助候補推薦要領及び候補推薦書発信

4 1  昭 和 54年 度集会援助申請受付開始

4 3 選 考打ち合せ会 ・理事懇議会

420 選 考打ち合せ会

昭 和 S 3年 度研 究 援 助 き ま る

募 果 開 始  曖府 5 3 年4 月1 日

同 ガ  切  う   同 年 10月 27日

推 薦依 頼 学会  3 5学 会

選 考 委 員 会  第 1 回  5 月 1 5 日

第 2 回 1 1 月 1 1 日

第 3回  1才 月 16日

最 終決 定 /Ar 昭 和 54年 2月 17日

援 助  研  究   27件 (次記 )

援 助  総  額   1億 2680万 円
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推 薦 学 会 代 表 研 究 者 研 究 題 目
援助金額
く加 )

日本物 理 学会
東京大学

長 沢 信 方

団体における高密度素励起 と光とのコヒー

レント相互rFMの 研究
】,000

日本物理学会
東北大学

沢 田 康 次

非線型媒質の自己組織現象
(非平衡開放系の熱力学と生命現象 )

8oo

日本物理 学 会
日本原子力学会

山口大学工業短期大学部
池 谷  元  伺

自然技射線による損傷を利用 した遺跡及び
鐘乳洞のコS■ 年代測定と新しい年代測定
の開発

300

日本物 理学会
お茶の水女子大学

池 田  宏  信 の農騒晶訴発

ムスピン系の相転移と素励起
200

応用 物 理学会
京都大学

和 田 一 洋

レーザーで誘起される団体内分子あ光泳動
現象とその同位体分離への応用 1000

電子通 信学 会
大阪大学

辻   三  郎
知議工学の手法による医用画像の解析 240

日本 金 属学 会
東北大学

木 村   宏

向純度鉄 ―リン合金を用いた鉄鋼中のリンの

挙動に関する基礎研究
85o

高 分 子 学 会
名古屋大学

芦 田 玉 一
たん自質の高次構造 と分子間相互作用の研
究 550

高 分 子 学 会
大阪大学

林   晃 一郎

合成高分子鎖のコンホメーションの光制御
に関する研究

高 分 子 学 会
京都大学

伊 勢 典 夫

不均―高分子紙媒系による特異性発現機構
に関する研究

600

日 本 化 学 会
名古屋大学

野 依 良 治
生理活性有機物質の分子設計に関する研究 500

日 本 化 学 会
果北大学

中 ) i l 一朗

遷移金属、希土類元素を含む結晶のほ温 に
おける赤外、ラマンスペクトル

190

日 本 薬 学 会
北海道大学

金 岡 祐 一 脅誘院
有機分子の設計による生体系の化学

600

日本 生 化 学会
大阪大学

中 村 隆 雄
生化学マイクロカロリメ トリー 500

日本 生 化学会
斯 大学

垣 内 史 朗

非筋肉組織細胞においてみられるカルシッ
ムの調節的働 きをmediatoし ていると推
定されるトロポニン0様 の一新貫自 (Ca2■
俊存性調 蟹自 )に 関する研究

150
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推 雨 学 会 代 表 研 究 者 研 究 題 目
援助金額

(羽 打)

日本 生化 学会
熊本大学

森 野 能 昌

Affinity Labeling(親 和性標識 )に
よる酵慕の機能と構造に関する研究

300

日本 生理学会
東京大学

高 渦  国 太郎

発体温程における興奮膜イオンチャンネル
の胚内分布とその変化

200

日本 病 理 学会
京都大学

自 井 俊 一

全身性エリテマトーデス(SLE)の 発生
に関与する遺伝学的要因の解析、特にその
角疫学的並びにウィルス学的要因とその関
連について

220

日本 細 菌学会
大阪大学

三輪谷 俊 夫

陽管感染症における起病菌由来生物活性物
質の病態生理学的研究
(陽炎 ピブリオ感染症を中心に)

600

日本細 菌学会
大阪大学

小 谷 尚 三

細菌細胞壁および酵素的あるいは合成的 に

得た細胞壁構築成分の生理、病理作用 に関
する基礎的並 びに応用的研究

600

日本 遺 伝 学会
九州大学

山 崎 常 行

キイロショウジョゥバェにおける調郎遺伝
子の遺伝学的研究

170

日本 動物 学会
横浜市立大学

高 杉   退

局生期 における生殖器官の性ホルモンに対
する不可逆性反応

240

日孝部倒拒四ヨ勿串そ誉
京都大学

星 野 一 正

インシェリン抵抗性糖尿病の好転機序と唾
液腺の穏代謝機能

1,000

日ガ宅上物力勿唾串宅誉
名古屋大学

坂 部 知 平

精密なX線 結晶構造解析による水和 した蛋
白質の構造と物性の研究

460

日の
関西学院大学

小 山  泰
共鳴ラマンプローブ法による生体膜電位の
使出 ・測定

250

日A― A 京都大学

岡 田 節 人
高等動物の単一

hrJB胸の分化のレパートリ
ーと分化の転換性

460

昨
東京大学

田 沢   仁

細抱内濯流法による伯物細胞原形質膜の興
奮性 と起電性機構の解析

550

なお、贈呈式に代る研究交歓会は岬 55年 春に開く予定です。
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昭和 5 3年 度諾援助の経あ

研究援助を除く詣援助は次の如くです。

援 助 種 目 昭 和 5 2 年度 昭 和 5 3 年度

招へい
期

期

長

短 4件 ,  180万 円

4件 , 240万 円

11件 ,  6114万 円

派  遣
期

期

長

短 42件 ,21072万 円

7 FI,  7705石 円

72件 , 25664万 円

集 会 10件 ,1040万 円 6件 ,  490万 円

山田 コンファレンス 1件 ,  76843万 円

計 56件 , 33272万 円 101件 , 544673万 円

山田 コンファレンス Iに 就ては財団二.― ス通巻第 5号 の 60頁 参照 。
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昭和 54年 度事業活動予定表

理 事  会

第 1 回 評 議 員 会

選考委員会

第 2回 選 考委員会

第3回 選 者委員会

臨 時理 事 会

第 2 回
理 事 会

評議 員 会

年  月   日

54年

4月 1日～ 5月末日

事 業 活 動 内 容

学術交流集会の公募 (54年 11月 ～ 56年 3月 分 )

第 1回研究交歓会

昭和53年度事業報告、決算報告、本年度事業活動予定表、
選考方針等審議

山田 コンファレンスⅡ遊離基国際 シンポジウム 於 関西学院千刈セ ミナーハウス

10月27日仰 研究援助申請〆切 b日

9月 2日 lB)～6日 内 山田コンファレンスE ttm~2次 元電子物性国際会議 於 ホテルマウント富士

5 月1 9 日ロ

10A Mお)ら

5月 2 0日lF l l

1 0 A Mか ら

9月 3日 例～7日 ゆ

1 1月10日ロ

15P的的ヽら

12月15日(J

55年 2月 16日的

5月1 7日ロ 第 2回 研 究交歓会

研究援助

1昏 『暑督倍]当

て

1審

議

研究援助最終審議、報告書作成

報告書に基づく理事会の審議

― 員改選

本年度事業のまとめ報告

明年度事業計画及び予算等審議
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昭和 5 4年 度研 究援助 のお知 らせ

推蔚依頼学会を経由する本年度の研究援助候補推悶要領を3月20日関係方面へ第送しました。部数に
限りがありますので原本を複写してご活用願ぃます。

内容的に変更されたおもなところは推薦書に別添する関連主要報文を3篇に限定し、その]u刷または
写しを各報文ごとに4部ずつ提出していただく点です。

また、過去2カ年間にご推薦のなかった日本気象学会,日 本航空宇宙学会、日本地質学会及び日本生
態学会へ推雨学会からご辞退願い、新たに日本分子生物学会を加えました。

昭和 5 4年 度の山田 コンファ レンス

飾回のニュースでもお伝えしたように54年度には山田ヨンファレンスエ及び口が開伊れます。

会 名

会 期

会 場

参会者

申請者

新 役員等 の決 定

顧 間

役 員 (昭和 54・

理 事 長

専務理事

理  事

〃

〃

〃

〃

〃

″

監  事

〃

評議員 (同  上 )

遊離基国際シンポジウム

9月 3日 ～7日 、5日 間

三田市 関 西学院千刈セ ミナーハウス

約 80名

森野米三 (相模中央化研 )

吉 識 雅 夫

55年 度 )

赤 堀 四 郎

/」ヽ  チ‖  欲 R【

江 崎  お 於奈

神 谷 宣 郎

高 村 仁: 一

永 官  出 夫

仁 田   勇

早 石   修

山 田 安 定

近 藤 次 郎

中 島 正 樹

東京大学名誉教授

大阪大学名誉教授

財団専務理事

米 IBMフ トツン研究所主任研究員

基礎生物学研究所教授

京都大学工学部教授

大阪大学名誉教授

大阪大学名誉教授

京都大学医学部教授

大阪大学教養部教授

国立公害研究所副所長

三菱総合研究所社長

大阪大学名誉教授

名域六学理工学部教授

米 IBMフ トツン研究所圭任研究員

大阪大学基礎ェ学部教授

京都大学理学部教授

基礎生物学研究所教授

- 7 0 -

赤 堀

上 回

江 崎

大 沢

小 関

神 谷

四 郎

良 二

お於奈

文 夫

治 男

宮 郎

界面 2次 元電子物性国際会議

9月 2日 ～ 6日 、 5日 間

山中湖畔 ホ テルマウント富士

約 1 0 0 名

川時紳治 (学習院大学 )



川 井  直  人    大 阪大学基礎工学部教授

久 保 亮  五    東 京大学理学部教授

近 藤  文 治   京 都大学工学部政授

佐 藤  文  隆    京 都大学基礎物理学研究所長

鈴 木  友  二    明 治薬科大学業学部教授

高 村  仁  一    京 都大学工学部教授

田 代    裕    関 西医科大学医学部教授

殿 村  雄 治   大 阪大学理学部教授

永 宮  建  夫    大 阪六章名誉教授

仁 田    勇    大 阪大学名誉教授

早 石    惨    京 都大学医学部教授

平 田  義  正    名 城大学薬学部教授

山 田  安  定    大 阪大学教養部教授

米 田  幸  夫    東 京大学工学部教授

選考委員 (昭和 54年 度 )

上 回  良  二    名 城大学理工学部教授

岡 田  書  雄    大 阪大学微生物病研究所教授

岡 村  誠  三    京 都産業大学教養部教授

首 在  清  輝    大 阪大学理学部教授

金 谷  晴  夫    基 礎生物学研究所教授

川 村    肇    関 西学院大学理学部教授

近 藤 文 治   京 都大学工学部教授

鈴 木  友  二    明 治業科大学薬学部教授

関   集  三    関 西学院大学理学部教授

高 村  仁  一    京 都大学工学部教授

殴 村  雄  治    大 阪大学理学部教授

永 宮  建  夫    大 阪大学名誉教授

早 石    修    京 都大学医学部激授

早 川  幸  男    名 古屋大学理学部教授

平 田  義  正    名 域大学奏学部教授

古 谷  雅  樹    東 京大学理学部教授

三 井  利  夫    大 阪大学基礎工学部教授

今回の改選に際し、村僑俊介評議員及び杉本建三選考委員がご勇退なさいました。財団発足以来 ご尽

力を賜わうました両先生に対して哀心か ら感謝を捧げたいと存じます。

つぎに、早石修先生が理事に併任、殿村雄治先生が選者委員に併任、佐藤文隆及び大沢文夫両先生が

選考委員脅辞されて評議員へ、また赤堀四郎、仁田勇及び神谷宣郎の三先生が選考委員を辞退されまし

た。

前記の異動に伴い、音在清輝、関集三、早川幸男 及び三井利夫の四先とが選考委員 として新たにご参

加下さることとな りました。
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人事消息
lf 4月 13日日本学士院は鈴木友二先生 (本財団評議員、選考委員 )の 「キニン系の宣自化学とその制
御に関する研究」に対して学士院賞を贈ることを決定しました。次で4月29日発表された春の叙勲に
おいて村橋像介先生 (本財団前評議員 )に勲 2等瑞虜草が受けられました。更に5月18日スペインの
D iaz賞が早石修先生 (本財団理事、評議員、選考委員 )の 「インドールアミン酸素添加酵廉の研究 」
に対し贈られました。各先生のご栄誉に対し謹んで視意を表します。

2 昭 和骸年 5月発足後間もない財団ヘロート製薬株式会社から出向し闘来満2カ年間事務に業務に献
身的な協力を鋒げてくれました正善剛雄氏がこの5月15日限りで原所属に復帰します。この間のご告
労に対し深謝いたす次第です。

代って、厚生省国立衛生試験所大阪支所の庶務課から安任隆之 (あんじ。う・りうし)氏が4月 1
日に着任しました。厚生省勤就閉年の事務通で、着実な手腕と厚い信用に期待する処大であbます。

勤務先電話番号の変更

下記 r名の先生方の電話番号及び内線が変わりましたのでお知 らせします。
山 田 安 定

大 沢 文 夫

殿 村 雄 治

吉 在 清 輝

三 井 利 夫

神 谷 宣 郎

金 谷 晴 夫

0 6 - 8 4 4 - 1 1 5 1

〃

〃

〃

0564-52-9770

0564-53-7331

0564-52-9770

肉串ミ 5 2 3 0

〃 478o

〃 4300

〃 4225

〃 4765

〃  500

直通

内線  550

宕卜 報

本財団の評議員 〕ll井直人 氏 (阪大基礎工学部教授 )が 7月 3日 お亡くな りになうました。
生前のご尽力に感謝 し、心から、御冥福をお祈 り申しあげます。

編 集 後 記
昭和54年に入b初めての財団ニュース、通巻第6号をお届けします。
昨硝年度は財団にとうまして名目上は第3年 目、実質的には第2年 目に当うます。諸先生方のご尽力

によう財団の存在、諄旨及び事業内容が次第に関係方面に浸透し、学術交流 (招へい、派遣等 )及び集
会への援助申請勢が著しく増加しました。当方にとりましては誠に嬉しいことですけれども年度間の援
助金額には限りがありますことゆえ、選考に当られるお方のご昔労が察せられます。

さて、本号には従来 と同様事業内容を紹介するために昭和53年度研究援助及び昭和53年度並びに54年
度の招へい、派遣、集会等の一発表を鍋載しました。表中には原稿〆切う日迄に援助が決定した分を収
載しますから、その成果報告が今後のニュースにのる場合もあり、逆に前回のニュースの一覧表にのっ
た援助の成果を本号で紹介する場合もあることをお含み置き願います。
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今回の特別寄稿は殿村先生のゴードン会議のご相介、JWil先生のオーストラリア土産話 (短期派遣
78-4128)及 び志村先生のコールドスプリングハーバー会議 く同 78-4116)の 紹介の3篇 です。
又帥回は長期派遣の援助を受けたお方のお便 りを短信の形で収載しましたが、今後は成果報告 もいた

だきますので、成果報告 と中間報告及び短信を分けてみました。
なお年の変 9目 を決みましたので M.GHcksIIan(短 期招へい77-2o14)、 福井義夫、佐藤

正俊の管様から新年のご挨拶を頂射しました。厚 く御ネL申し上げます。
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財団法人  山 田 科 学 振 興 財 団

544  大 阪市生野区異西 1丁 目8番 1号
ロート製薬株式会社内

電話大阪(06)758局 1231  ロ ート製薬株式会社呼出

YaIILeda scie■ oO Found atiOn

C/。 ■ohtO PhtLrmaceutical Co,Led.
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